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表
紙

紅
葉
の
瀞
峡
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

観光船から息をのむような絶景を望む

特　集 イノベーターを志す若手公務員

11２０２０-

1 巻頭エッセー／市制施行100周年に思う 熊谷俊人（千葉市長）

（
和
歌
山
県
）

紀
伊
半
島
南
部
に
位
置
す
る
和
歌
山
県
は
、「
高
野

山
」「
熊
野
」
の
二
大
聖
地
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
世

界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
を
は
じ
め
、

海
・
山
・
川
が
も
た
ら
す
、
豊
富
な
種
類
の
温
泉
や
味

わ
い
深
い
グ
ル
メ
な
ど
、
多
彩
な
魅
力
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
お
す
す
め
す
る
「
瀞ど

ろ

峡き
ょ
う」（

新

宮
市
）
は
、
吉
野
熊
野
国
立
公
園
内
に
あ
る
日
本
屈
指

の
渓
谷
で
、国
の
特
別
名
勝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
い
年
月
を
か
け
て
形
作
ら
れ
た
壮
大
な
渓
谷
が
、
こ

の
時
期
、
カ
ラ
フ
ル
な
紅
葉
に
彩
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
う
っ
そ
う
と
し
た
原
生
林
の
谷
と
奇
岩
と
の

組
み
合
わ
せ
は
、
ま
さ
に
太
古
の
自
然
が
作
り
出
す
壮

大
な
芸
術
と
も
い
え
ま
す
。
観
光
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
船
に
乗
っ
て
、
息
を
の
む
よ
う
な
圧
倒
的
ス
ケ
ー
ル

の
絶
景
を
望
む
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

現
在
、
和
歌
山
県
で
は
、
抽
選
で
現
金
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
や
和
歌
山
な
ら
で
は
の
特

産
品
等
が
当
た
る
「
蘇
り
の
地
、

わ
か
や
ま
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
中
。詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ

Ｐ
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
（
公
社
）
和
歌
山
県
観
光
連
盟

（
０
７
３
‐
４
２
２
‐
４
６
３
１
）

写
真
提
供
＝
和
歌
山
県
観
光
連
盟

レギュラーリポート

2 地域創生と人財養成の本質 木村俊昭（東京農業大学教授・博士（経営学）
東京大学客員教授、日本地域創生学会会長）

6 青森県六ヶ所村 一公務員として、一村民として 中村咲輝

8 神奈川県横浜市 誰も置き去りにしない情報発信 瀬戸　勇

10 沖縄県久米島町 「夢つむぐ島」へのチャレンジ 島袋陽子

12 公務員が力を発揮できる環境づくり 加藤年紀（株式会社ホルグ
代表取締役社長）

基調論文

副基調論文

2019年度 国内調査報告　茨城県かすみがうら市 飛騨信用組合
地域経済循環にブロックチェーン
2020年度 地方創生セミナー
業務効率化による働き方改革
広報室だより
ウィズコロナ時代の運営焦点に講演・事例発表
移住・定住・交流推進支援事業　静岡県南伊豆町
地元住民と移住者の交流機会を拡大 石川憲一

海外調査報告　 ドイツ
障害者就労へ協働体制構築を
海外調査報告　 フィンランド
フィンランドのネウボラに学ぶ

まちづくりコラボ　株式会社ジェイアール東日本企画
100年先まで地域を笑顔に 福田暢英

広報室だより
地域の魅力を映像で伝える
地方創生へ―ウッドスタート宣言　岡山県新見市
「新見ピオーネつみき」で豊かな心を育む 石畑　恵

首長の思い

地域資源を活用したまちづくり
 星野光利（栃木県上三川町長）

●北海道岩見沢市 出会いと経験が主体性育む 東出幸太
●秋田県羽後町 ワクワクする地域のみらい 佐藤正和
●千葉県 ６時から「も」本番 仁平貴子
●東京都港区 「ご近所」のつながりを再生 榮　友美
●山梨県北杜市 公務員として、地域の人としてできること 齊藤ゆか
●長野県 We Rep NAGANO, That’s all. 宮嶋拓郎
●兵庫県神戸市 個のつながりと経験をフル活用 長井伸晃
●島根県江津市 やりたいことが実現できるまちに 堀江亮輔
●愛媛県内子町 高校と地域をつなぐコーディネーター職員 室岡康平

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】
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表3 手前みそですが… 【長崎県壱岐市】

壱岐市

長
崎
県

261

壱岐の島（長崎県壱岐市）は、東西約15㌔、南北約17㌔、周囲は
約140平方㌔のなだらかな島で、現在、約2万6000人が暮らし

ています。九州最大の都市である福岡市の博多港から高速船で約1時間
という位置にあり、アクセスが良く、気候的にも過ごしやすい島です。　
歴史は古く、日本最古の歴史書とされる「古事記」には、日本で5番

目に生まれた島とされております。また、中国の歴史書「魏志倭人伝」
には「一支国」として登場します。弥生時代、日本とアジアの交易に欠
かせない重要な役割を担っていたゆえか、壱岐の島には150もの格式
のある神社があり、小さな祠

ほこら

、神社を合わせると1000以上あるといわ
れており、島全体がパワースポットです。
周りを海に囲まれた環境により、ウニやイカ、ブリ、マグロといった

海産物が豊富なのはもちろん、長崎県で2番目に広い平野での米作も盛
ん。そのほか、アスパラガスやメロン、そして各地のブランド牛と肩を
並べる壱岐牛など農畜産物も多く産出されています。
また、「麦焼酎発祥の地」でもあり、島内には七つの酒蔵があります。
観光地では、壱岐のシンボルとも言える「猿岩」、国の特別史跡に指定された「原の辻遺跡」、壱岐の歴史をまるごと体感で

きる「一支国博物館」、日本の海水浴場100選に選ばれた「筒城浜海水浴場」と「辰の島」など、数多くの名所があります。
平成30年6月には、離島で初めて「SDGs未来都市」に選定されました。SDGsの達成を市政の柱として、地方創生の促進

に取り組んでいます。

実りの島、壱岐
█辰の島
本島から離れた最北端に
ある無人島。海水の透明
度の高さは、まるで船が
水面に浮いているよう

█寒ブリ
豊かな海ではイカやウニ、あわび、さざえ
など様々な海の幸が楽しめる。冬場の寒ブ
リは脂がのって美味

█壱岐焼酎
壱岐の島は麦焼酎発祥の地。地理的表示の
産地に指定された「壱岐焼酎」は、麦の香
りと米の甘みが特長

█壱岐市立一支国博物館
巨匠・故黒川紀章が設計を手がけた建物。
発掘された土器などに触ることもでき、
体験しながら楽しく学べる

█夕映え美しい湯ノ本湾
心を癒やした後は、近くの温泉郷で体を
ほぐして

█小島神社（壱岐のモン・サン・ミシェル）
潮が引き、参道が姿を現している干潮の
ときのみ渡ることができる

█猿岩
波の激しい浸食によって自然が作り上げ
た高さ45㍍の見ごたえある猿の岩
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千
葉
市
は
、
気
候
が
温
暖
で
緑
や
水
辺
な
ど
の
豊
か
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
、
日
本
一
の
総
延
長
を
誇
る
人
工
海
浜
、
内
陸
部
の

「
里
山
」「
谷
津
田
」
と
い
っ
た
自
然
と
調
和
し
た
生
活
の
営
み
や

貴
重
な
自
然
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
大
規
模
公
園
や
観
光
農

園
な
ど
、
都
会
に
は
な
い
魅
力
的
な
地
域
資
源
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
、
人
工
海
浜

の
一
つ
、
い
な
げ
の
浜
が
あ
る
稲
毛
海
浜
公
園
で
は
、
民
間
活
力

を
導
入
し
た
「
都
市
型
ビ
ー
チ
」
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に

活
か
し
た
整
備
や
、
隣
接
自
治
体
と
連
携
し
た
内
陸
部
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
京
都
心
お
よ
び
成
田
・
羽
田
両
空
港
か
ら
近
距
離

に
位
置
す
る
と
い
う
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
た
、「
幕
張
新
都

市
を
中
核
と
し
た
『
近
未
来
技
術
実
証
・
多
文
化
都
市
』」
と
し
て
、

国
家
戦
略
特
区
の
指
定
を
受
け
、現
在
、様
々
な
実
証
実
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
と
地
上
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た

ド
ロ
ー
ン
宅
配
、
回
遊
性
の
向
上
を
目
指
し
た
自
動
運
転
車
や

パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
技
術
検
証
・
試
乗
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
、

「
職
・
住
・
学
・
遊
」
が
融
合
し
た
未
来
型
の
国
際
都
市
と
し
て
、

最
先
端
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
国
家
戦
略
特

区
を
活
用
し
、
常
に
新
し
く
挑
戦
し
、
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
、

近
未
来
技
術
に
よ
る
社
会
の
将
来
像
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
３
競
技
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
４
競
技
が
幕

張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
中
か
ら
注
目
が
集
ま
る
本
大

会
は
、
本
市
に
と
っ
て
、
都
市
の
発
展
や
魅
力
の
発
信
に
と
ど
ま

ら
ず
、
多
様
性
に
対
応
し
た
共
生
社
会
の
実
現
な
ど
、
新
た
な
挑

戦
へ
の
起
爆
剤
で
あ
り
、
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
な
ど
に
よ
る
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
や
「
チ
ー
ム
千
葉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
創

設
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化
の
醸
成
、「
千
葉
市
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
言
制
度
」
な
ど
に
よ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
理
解
促
進
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
東
京
２
０
２
０
大
会

を
契
機
に
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
社
会
の
構
築
を
よ
り
一
層
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
９
〜
10
月
に
か
け
て
、
千
葉
市
は
過
去
に
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
規
模
の
台
風
、
そ
し
て
記
録
的
な
豪
雨
被
害

な
ど
、
立
て
続
け
に
大
き
な
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。

特
に
、
９
月
９
日
の
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
で
は
、
一
時

９
万
軒
以
上
が
停
電
し
、
最
大
で
３
週
間
も
続
く
な
ど
広
範
囲
か

つ
長
期
の
停
電
に
よ
り
市
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
出
ま
し

た
。
ま
た
、
10
月
25
日
に
は
、
記
録
的
な
大
雨
が
千
葉
市
を
襲
い
、

河
川
の
氾
濫
、
床
上
・
床
下
浸
水
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
土
砂

災
害
が
発
生
し
、
３
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
災
害
に
よ
る
教
訓
を
踏
ま
え
、「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
策
定
し
、
電
力
お
よ
び
通
信

の
強
靭
化
な
ど
、「
災
害
に
強
い
モ
デ
ル
都
市
」
の
構
築
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、多
く
の
人
々
の
生
活
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、

本
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
た
だ
立
ち
す
く
む
の
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
働
き
方
改
革
、
生
産

性
向
上
を
は
じ
め
と
し
た
都
市
変
革
の
起
爆
剤
と
す
る
た
め
、
市

役
所
は
も
と
よ
り
、
市
民
や
企
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
々
が
、
日
々

の
活
動
を
よ
り
柔
軟
で
効
率
的
な
方
向
に
と
も
に
変
革
し
て
い
く

「
ち
ば
し
チ
ェ
ン
ジ
宣
言
！
」
を
発
出
し
ま
し
た
。「
市
役
所
が
変

わ
る
！
」「
教
育
が
変
わ
る
！
」「
企
業
が
変
わ
る
！
」
の
三
つ
の

方
向
性
の
も
と
、
市
役
所
の
利
便
性
の
向
上
、
時
間
と
場
所
を
選

ば
な
い
学
習
環
境
の
整
備
、
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
強
靭
な
地
域

経
済
の
構
築
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
市
は
２
０
２
１
年
１
月
に
市
制
移
行
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
節
目
を
き
っ
か
け
に
、
本
市

に
関
わ
る
全
て
の
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
都
市
と
し
て
の
歩

み
を
振
り
返
り
、
先
人
た
ち
の
業
績
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
本

市
が
果
た
し
て
き
た
役
割
や
そ
の
価
値
を
見
つ
め
直
し
た
上
で
、

こ
れ
を
い
か
に
未
来
に
継
承
、
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
を
考
え
、

行
動
に
つ
な
げ
て
い
く
機
会
と
な
る
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

熊谷　俊人千葉市長

市制施行100周年に思う
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特 集
は
じ
め
に

こ
の
15
年
間
、
私
は
年
に
１
０
０
カ
所
ほ
ど
、
日
本
や

海
外
の
地
域
創
生
の
現
場
を
訪
ね
て
き
た
。
２
０
２
０
年

３
月
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、
そ

の
後
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
あ
り
、
直
接
、
現
場
入
り

す
る
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
は
変
わ
り
、
主
に
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
講
義
や
研
修
講
師
、
ア
ド
バ
イ
ス
と
な
っ
た
。

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
一
日
も
早
く
収
ま
る
こ
と
を
切
に

願
う
も
の
で
あ
る
。

私
が
依
頼
を
受
け
地
域
創
生
を
担
当
す
る
場
合
、ま
ず
、

あ
な
た
の
住
み
暮
ら
す
ま
ち
に
は
「
ラ
ー
メ
ン
店
、
う
ど

ん
店
、
そ
ば
屋
は
何
軒
あ
り
ま
す
か
？
」「
そ
こ
で
、
な

ぜ
商
売
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」、
ま
た
、「
ま
ち
の

希
少
性
あ
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」「
基
幹
産
業
は

ど
の
業
種
で
す
か
？
」「
多
く
の
人
を
雇
用
し
、
給
料
を

払
い
、
税
金
を
納
め
て
い
る
業
種
は
何
で
す
か
？
」
と
い

う
質
問
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
の
問
い
を
す
る
と
、
長
年
、
住
み
暮

ら
す
人
で
も
「
よ
く
は
分
か
り
ま
せ
ん
」

と
の
回
答
が
多
い
。
そ
こ
で
、
行
政
職
員

に
同
じ
問
い
と
、
さ
ら
に
「
障
害
者
施
設

で
は
何
人
の
方
が
ど
ん
な
仕
事
を
希
望
し

て
い
ま
す
か
？
」「
車
イ
ス
の
方
は
何
人

で
、
ど
ん
な
仕
事
な
ら
で
き
る
と
言
っ
て

い
ま
す
か
？
」と
尋
ね
て
み
る
。
す
る
と
、

「
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
の
回
答
。
健

常
者
の
み
で
地
域
創
生
を
す
る
の
で
は
な

い
。
担
当
者
に
お
い
て
も
、
日
々
の
ル
ー

チ
ン
で
忙
し
い
た
め
、
全
く
現
場
を
把
握

し
て
い
な
い
こ
と
を
、
と
て
も
残
念
に
感

じ
て
い
る
。

地
域
創
生
の
基
本
と
は
何
な
の
か
？
　

１
９
８
０
年
４
月
、
私
は
大
学
生
時
に
地

域
創
生
に
関
す
る
「
仮
説
」
を
立
て
、
地

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

஍
Ҭ
૑
ੜ
ͱ
ਓ
ࡒ
ཆ
੒
ͷ
ຊ
࣭

―
産
官
学
金
公
民
連
携
で
『
五
感
六
育
』
の
「
ひ
と
育
て
」「
ま
ち
育
て
」―

筆者プロフィール

木村 俊昭氏
（きむら・としあき）

北海道生まれ。慶應義塾大学大学院博士課程。1984年小樽市
入庁。当時、「斜陽のまち」と呼ばれていた小樽市の地域活性に
黒子役の行政職員として奔走。全国初の歴史的建造物のライトアッ
プ、切子職人の招致や地場産業振興のための企業誘致などを実現。
2006年から内閣官房・内閣府にて、地域再生策の策定や政府広
報活動、調査研究等を担当。2009年から農林水産省にて、担い
手養成、地域ビジネス創出、6次産業化等を担当。2011年から「スー
パー公務員塾」「地域創生リーダー・プロデューサー人財塾」を開
講。現在、東京農業大学教授・博士（経営学）、東京大学客員教授、
日本地域創生学会会長、実践総合農学会理事等として、国内外に
て「五感六育® 」事業、講演や現地アドバイスを実施中。NHK
プロフェッショナル「仕事の流儀 木村俊昭の仕事」ほかに出演。
単著「決定版！地域創生の本質」（ぱるす出版）ほか多数。

໦
ଜ
　
ढ़
ত

東
京
農
業
大
学
教
授
・
博
士
（
経
営
学
）

東
京
大
学
客
員
教
授
、
日
本
地
域
創
生
学
会
会
長

MAIL ／ casa@jpd.or.jp

3 2020・11月号 地域づくり 本編 2020・11月号地域づくり 本編 2



域
の
現
場
へ
赴
き
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
そ
の
仮

説
で
は
、
地
域
創
生
と
は
①
産
業
・
歴
史
・
文
化
を
掘
り

起
こ
し
、
よ
く
研み

が

き
、
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
キ
ラ
リ

と
光
る
「
ま
ち
育
て
」
と
、
②
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
地
域
へ
の
愛
着
心
を
育
む
「
ひ
と
育
て
」
を
実
践
す
る

こ
と
と
定
義
し
た
。
今
想
え
ば
「
ま
ち
育
て
」
が
持
続
す

る
た
め
に
は
、「
ひ
と
育
て
」が
重
要
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

い
か
に
し
て
行
政
職
員
を
黒
子
と
な
り
地
域
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
、
ま
と
め
上
げ
、
実
践
し
得
る
「
地
域
創

生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
人
財
」
と
し
て
養
成
す

る
か
が
、
カ
ギ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

自
分
の
ま
ち
の
大
切
な
現
場
を
回
ら
ず
、
対
話
で
多
く

の
声
を
聴
か
ず
し
て
、「
私
の
ま
ち
に
は
特
徴
あ
る
も
の

が
な
い
」「
他
の
ま
ち
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
」「
生
産
や
加

工
、
販
売
を
し
た
い
が
難
し
い
」
な
ど
と
言
う
。「
で
き

る
！
」
こ
と
も
「
で
き
な
い
」
と
考
え
、
本
当
に
実
践
行

動
を
で
き
な
く
し
て
し
ま
う
。

地
域
創
生
の
は
じ
め
の
一
歩
は
、「
な
い
も
の
ね
だ
り
」

で
は
な
く
、
情
熱
を
持
ち
、
徹
底
し
て
「
あ
る
も
の
探
し
」

を
す
る
こ
と
、
産
業
・
歴
史
・
文
化
を
徹
底
的
に
掘
り
起

こ
し
て
よ
く
研
く
こ
と
、「
で
き
な
い
」
を
現
時
点
の
「
で

き
る
！
」
に
変
え
る

こ
と
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
こ
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
は
じ

め
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
や
小
中
高

校
な
ど
の
教
職
員
、

産
官
学
金
公
民
の
皆

さ
ん
が
で
き
る
限
り

関
わ
る
こ
と
な
の
で

あ
る
。

地
域
創
生
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
展
開

新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
何
ら
決
断
せ
ず
に
不
安
感
の
み
を
持

ち
、
前
に
進
ま
な
け
れ
ば
、
地
域
活
性
化
も
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
も
す
べ
て
人
任
せ
で
、
で
き
な
い
理
由
探
し
の
国
や
地

域
と
な
る
。オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
在
宅
勤
務
が
で
き
る
か
ら
、

地
域
へ
移
住
し
て
も
仕
事
は
で
き
る
と
は
い
え
、
生
活
環

境
や
教
育
な
ど
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
決
断
し
に
く
い
と

い
え
よ
う
。

想
え
ば
、
こ
れ
ま
で
も
、
私
た
ち
は
様
々
な
厳
し
い
環

境
を
経
験
し
て
き
た
。
今
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
る
が
、
世
界
か
ら
み
て
、
日
本
は
先
進
国
と
は
言
い
難

い
状
況
に
あ
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
特
に
人
口
減

少
が
進
み
、
地
場
の
基
幹
産
業
の
衰
退
や
少
子
高
齢
化
な

ど
、
ま
ち
の
底
力
が
弱
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
度

重
な
る
災
害
を
受
け
た
被
災
地
、
人
口
減
少
が
急
速
に
進

む
過
疎
地
域
や
離
島
で
は
、
必
死
に
努
力
す
る
も
の
の
、

な
か
な
か
先
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。

一
方
、
海
外
か
ら
は
人
口
増
加
に
よ
る
食
料
確
保
対
策

や
地
域
開
発
な
ど
の
協
力
依
頼
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。

地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
強
み
」「
弱
み
」
が
あ
る
が
、

日
本
の
「
弱
み
」
と
み
え
る
も
の
が
他
の
国
や
地
域
か
ら

み
る
と
魅
力
、
希
少
性
あ
る
も
の
と
な
る
場
合
も
あ
る
こ

と
に
、
そ
ろ
そ
ろ
知
り
気
づ
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

そ
こ
で
、
地
域
創
生
の
課
題
を
鑑
み
る
に
、
ま
ず
は
現

場
で
、
年
間
を
通
じ
て
の
「
食
べ
る
」「
観
る
」「
体
験
す

る
」「
聴
く
」「
香
り
」
の
希
少
性
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
、
私
の
主
張
す
る
「
五
感
（
感
動
・
四
季
）

分
析
」
を
し
て
み
る
。
次
に
、
地
場
産
業
の
「
基
幹
産
業

（
付
加
価
値
額
ラ
ン
キ
ン
グ
）
分
析
」
を
し
、
再
度
、
産

業
現
場
を
よ
く
歩
き
、
広
聴
・
傾
聴
・
対
話
を
通
じ
て
よ

く
聴
き
つ
つ
、
最
新
情
報
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
民
間
に
は
で
き
な
い
、
行
政
職
員
に
し
か
で

き
得
な
い
重
要
な
仕
事
な
の
で
あ
る
。

次
に
、
地
元
の
大
切
な
「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も
の
」
に

注
目
し
、
①
過
去
に
あ
り
・
今
も
あ
る
②
過
去
に
あ
り
・

今
は
な
し
③
過
去
に
な
し
・
今
は
あ
る
④
過
去
に
な
し
・

今
も
な
し
―
を
整
理
し
、
直
ち
に
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の

「
ま
ち
分
析
一
覧
表
」
を
官
民
協
働
で
作
成
す
る
こ
と
で

あ
る
（
図
表
１
参
照
）。

そ
こ
か
ら
、未
来
へ
向
け
て
、知
り
気
づ
き
の
「
知
育
」、

バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
環
境
（
五
味
の
体
感
）
の
「
食
育
」、

木
に
親
し
み
自
然
環
境
保
全
の
「
木
育
」、
遊
び
か
ら
考

菜の花畑にて。実践現場は 1000 カ所超に

図表１　「ストーリー（物語）」戦略

⑴ 過去にあり 今もあり

⑵ 過去にあり 今はなし

⑶ 過去になし 今はあり

⑷ 過去になし 今もなし

五感（感動・四季）分析　（例えばテーマ「食」）

1月 2月 3月 4月 5月 12月

食 農産物

海産物

例えば、食のひとつずつを五感分析（強み・弱み）

食 観る 体験 聴く 香り ひと・こと・もの

菜の花

※ 「ひと」「こと」「もの」を入れた「一覧表」の作成（まちの希少性・あるもの探し）」
「ストーリー（物語）」・脚本の作成と実践

特 集
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え
る
力
を
養
う
「
遊
育
」、
ダ
ン
ス
・
足
指
運
動
や
回
想

法
に
よ
る
健
康
増
進
の
「
健
育
」、
健
常
者
と
障
害
者
が

共
に
働
く
環
境
形
成
の
「
職
育
」
の
「
六
育
」
に
関
す
る

「
バ
ラ
ン
ス
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
ド
、
パ
ワ
ー
、
ひ

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
る
事
業
構
想
を
真
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
指も

の
さ
し標

を
決
め
、「
ス
ト
ー
リ
ー
」（
脚
本
）
を
役
割
分

担
し
て
作
成
の
う
え
、
出
番
創
出
し
、
実
践
行
動
す
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。

持
続
す
る
地
場
産
業
振
興
の
基
本
は
、
第
１
次
産
業
と

第
２
次
産
業
の
振
興
で
あ
り
、
決
し
て
、
安
易
に
観
光
産

業
や
企
業
誘
致
に
走
っ
て
は
い
け
な
い
。
基
本
を
整
え
て

か
ら
、
応
用
の
第
３
次
産
業
が
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、

２
０
２
０
年
５
月
、「
地
域
創
生
　
事
業
承
継
に
関
す
る

実
態
調
査
」
を
創
業
１
０
０
年
以
上
の
地
場
の
老
舗
中
小

企
業
を
対
象
に
、
東
京
農
業
大
学
木
村
研
究
室
と
東
京
大

学
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
研
究
機
構
持
続
的
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
が
共
同
で
調
査
研
究
し
た
。
民
間
の
企
業
経
営
に
明
確

な
理
念
や
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
重
要
な
よ
う
に
、
行
政
に

お
い
て
も
ま
ち
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」（
脚
本
）
が
重
要
と

の
回
答
を
得
て
い
る
。

地
域
創
生
と
人
財
養
成
の
本
質

私
の
約
40
年
間
に
わ
た
る
地
域
創
生
に
関
す
る
調
査
研

究
で
は
、
地
域
創
生
の
本
質
と
は
、
①
実
学
・
現
場
重
視

の
視
点
②
全
体
最
適
思
考
③
産
官
学
金
公
民
連
携
に
よ
る

「
ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）」
戦
略
―
の
実
践
で
あ
る
。
地
域

が
持
続
す
る
に
は
、「
ス
ト
ー
リ
ー
」（
脚
本
）
の
作
成
・

実
践
と
同
時
に
地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

人
財
の
養
成
・
定
着
が
急
務
な
の
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
は
「
フ
ロ
ニ
ー
モ
ス
」
と
呼
び
、
心
を
研
ぎ
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
す
人
財
養
成
の
あ
る
べ
き
姿
を
思
考
し

て
い
た
。

人
財
養
成
の
本
質
と
は
、
五
感
六
育
分
析
、
基
幹
産
業

分
析
や
人
間
関
係
づ
く
り
な
ど
の
人
財
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
践
で
あ
り
、
三
つ
の
要
件
と
し
て
「
地
域
性
」「
総

合
性
」「
具
体
性
」
を
挙
げ
た
い
。
地
域
性
と
は
、
そ
の

地
域
の
「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も
の
」
を
徹
底
的
に
知
り
気

づ
く
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
総
合
性
と
は
、
地
域
創
生
を

実
践
す
る
た
め
の
実
学
ス
キ
ル
を
包
括
的
に
会
得
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
具
体
性
と
は
、
地
域
創
生
の
現
場
で
使
え
る

方
法
・
ツ
ー
ル
を
習
得
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
あ
る

（
図
表
２
参
照
）。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
だ
け
で

な
く
、
実
学
・
現
場
重
視
の
「
脚
本
」
書
き
な
の
で
あ
る
。

登
場
人
物
、
季
節
、
時
間
や
音
響
・
Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ど
、
総
合

的
に
構
想
す
る
こ
と
で
ス
ト
ー
リ
ー
に
実
現
性
、
現
実
性

を
生
む
こ
と
に
な
る
。
プ
ロ
ッ
ト
（
ｐ
ｌ
ｏ
ｔ
、
物
語
の

筋
・
し
く
み
）
に
具
体
的
な
登
場
人
物
の
動
作
、
セ
リ
フ
、

設
定
シ
ー
ン
、
情
景
な
ど
、
動
画
映
像
の
脚
本
・
シ
ナ
リ

オ
次
第
な
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
観
察
力
、
洞

察
力
、
引
き
出
し
力
な
ど
を
研
く
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
実
学
と
し
て
、
①
順
番
（
重
要
性
と
緊
急
性
、

現
状
に
疑
問
を
持
て
！
）
②
視
点
（
固
定
観
念
を
捨
て

ろ
！
）
③
全
体
最
適
な
希
少
性
あ
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」（
脚

本
）
―
を
「
Ｗ
ｈ
ｙ 

ｓ
ｏ
？  
Ｓ
ｏ 

ｗ
ｈ
ａ
ｔ
？
」
を

繰
り
返
し
、
よ
く
対
話
を
し
、
習
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
期
限
（
時
間
）
は
、（
３
＋
３
＋
６
＋
６
）
カ
月
×

２
回
＝
３
年
間
。
ま
ず
は
３
カ
月
で
課
題
整
理
（
現
場
ヒ

ア
リ
ン
グ
）、
次
の
３
カ
月
で
政
策
立
案
の
う
え
、
全
体
調

整
し
、
政
策
決
定
す
る
。
次
の
６
カ
月
で
実
践
と
検
証
、

そ
し
て
、
次
の
６
カ
月
で
再
度
、
実
践
。
こ
れ
を
２
回
実

施
し
、
先
駆
的
な
事

例
を
創
発
す
る
。
こ

の
経
験
を
、
現
場
で

対
話
を
通
じ
何
度
も

繰
り
返
し
て
積
む
こ

と
で
あ
る
。

例
え
ば
奈
良
県
御

所
市
で
は
、
私
が
総

合
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
し
、
農
業
者
の

所
得
向
上
や
作
付
面

積
の
増
、
地
域
の
ブ

ラ
ン
ド
化
、
後
継
者

養
成
な
ど
の
地
域
課

題
解
決
に
向
け
、
Ｊ

Ａ
・
農
家
・
国
・
県
・

市
が
連
携
し
て
地
域

農
業
再
生
協
議
会
を

結
成
し
、
運
営
協
力

し
て
い
る
。

農
業
者
と
連
携
し
、「
御ご

所せ

芋い
も

」
か
ら
焼
酎
「
み
か
け

に
よ
ら
ず
」
製
造
や
、「
御ご

所し
ょ

柿が
き

」
か
ら
「
柿
蜜
シ
ロ
ッ
プ
」

の
６
次
産
業
化
や
、
ワ
ケ
ギ
、「
紫
と
う
が
ら
し
」、「
宝

楽
し
し
と
う
」、
オ
ク
ラ
な
ど
の
野
菜
を
同
協
議
会
か
ら

共
同
出
荷
・
販
路
開
拓
し
た
。
こ
の
他
、
生
産
物
を
御
所

野
菜
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
認
証
制
度
や
、
農
林
水
産

省
の
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
申
請
な
ど
を
通
じ
、
農
産
物

の
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
て
い
る
。

部
会
・
チ
ー
ム
に
よ
る
実
践
で
は
、
人
間
関
係
づ
く
り

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
と
な
る
。
自
己
分
析
、

自
己
理
解
、
他
者
理
解
か
ら
相
互
理
解
の
プ
ロ
セ
ス
が
必

図表２　木村流 地域創生モデルの概要

（上位） ←　　　概念　　　→ （下位） 方　　　法

新地域
パラダイム

⑴真心、恕、志 全体最適・価値共創思考

⑵事業構想

地域情報

産業歴史文化 付加価値額分析
強み弱み 他地域の比較検討

人的ネットワーク パートナー・ブレーン
ネットワーク図

事業内容 広聴・傾聴・対話、
「五感六育」モデル

事業プロセス （３＋３＋６＋６）ケ月×２回、
３つの要件、産官学金公民連携
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要
と
な
る
。
組
織
理
解

も
大
切
で
あ
り
、
各
自

の
対
話
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
こ
と
で
あ
る
。
自
己

主
張
し
て
い
て
も
、
チ

ー
ム
・
組
織
の
成
果
は

上
が
ら
な
い
も
の
な
の

で
あ
る
。

こ
の
実
学
に
接
す
る

機
会
と
し
て
、
２
０
２

０
年
度
か
ら
は
、
東
京

農
業
大
学
、
東
京
大
学

大
学
院
、
兵
庫
大
学
大
学
院
な
ど
に
「
地
域
創
生
講
座
」

を
開
講
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
本
地
域
創
生
学
会
の
設
立
と

地
域
創
生
の
モ
デ
ル
化

２
０
１
７
年
８
月
26
日
、
日
本
地
域
創
生
学
会
は
、
以

上
の
地
域
課
題
を
踏
ま
え
、
全
体
最
適
、「
五
感
六
育
」

思
考
で
、
学
術
的
研
究
や
政
策
提
言
を
実
践
し
、
地
域
の

未
来
を
担
う
地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
人

財
の
養
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
に
設
立
し
た
。

自
治
体
の
先
駆
的
モ
デ
ル
を
創
発
す
る
た
め
、
①
全
体

最
適
思
考
に
よ
る
地
域
創
生
・
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
形
成
（
環
境
省
等
と
の
連
携
）
②

「
五
感
六
育

 
」
事
業
に
よ
る
地
元
で
創
る
映
画
制
作
（
５

分
も
の
）
③
働
き
方
改
革
「
快
適
な
オ
フ
ィ
ス
環
境
」（
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
）
④
非
接
触
型
自
販
機
に
よ
る
被
災
地
・

離
島
や
過
疎
地
域
の
商
品
販
売
戦
略
・
調
査
研
究
⑤
地
域

創
生
講
座
の
開
講
に
よ
る
地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
人
財
の
養
成
・
定
着
―
な
ど
を
推
進
中
で
あ
る
。

結
果
・
実
績
は
、
２
０
２
０
年
８
月
29
日
、
12
時
30
分

か
ら
の
同
学
会
総
会
・
研
究
大
会
（
北
海
道
文
教
大
学
・

恵
庭
市
）
に
て
、会
長
講
話
、基
調
講
演
、分
科
会
（
行
政
・

経
済
・
社
会
・
地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
）
で
発
表
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
２
１
年
度
は
兵
庫
県
で
の
開
催

で
あ
り
、
被
災
地
、
過
疎
地
域
や
離
島
支
援
の
非
接
触
型

地
域
創
生
物
産
展
な
ど
を
準
備
中
で
あ
る
。

な
お
、
私
の
関
係
す
る
自
治
体
で
の
モ
デ
ル
化
は
、
１

年
目
は
、
官
民
協
働
に
よ
る
現
場
の
調
査
・
分
析
「
五
感

六
育
」、
市
町
村
民
対
象
の
結
果
発
表
、
２
年
目
は
現
場

の
調
査
・
分
析
の
徹
底
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く
政
策
立
案

（
二
つ
以
上
）
と
各
所
調
整
、ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
作
成
、

市
町
村
民
対
象
の
公
開
発
表
。
３
年
目
は
、
政
策
決
定
と

ス
ト
ー
リ
ー
の
実
践
・
検
証
・
実
践
を
し
、
持
続
性
あ
る

地
域
形
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
人
財
と
し
て
、

行
政
職
員
の
黒
子
役
と
し
て
の
役
割
分
担
、
実
学
・
現
場

重
視
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」（
脚
本
）
作
成
と
実
践
行
動
が

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

さ
い
ご
に

私
た
ち
は
、「
あ
な
た
は
、
ど
の
分
野
の
何
を
ど
こ
ま

で
明
ら
か
に
し
、
ど
こ
か
ら
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぎ
、
進

化
、
発
展
を
託
す
の
か
？
」
が
重
要
と
な
る
。
地
域
の
知

恵
を
最
大
限
に
生
か
し
、
国
内
外
の
課
題
解
決
に
向
け
て

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
ス
ー
パ
ー
公
務
員
と
は
、
人
間
関
係
づ
く
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
く
、「
黒
子
役
」
に
徹
し

た
地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
人
財
の
こ
と
で

あ
る
。
２
０
２
０
年
３

月
、「
決
定
版
！
地
域

創
生
の
本
質
」（
ぱ
る
す

出
版
）
を
出
版
し
た
が
、

実
学
実
践
テ
キ
ス
ト
と

し
て
、
行
政
職
員
の
あ

る
べ
き
姿
、
秘
訣
を
記

載
し
て
い
る
。
地
域
創

生
の
先
駆
的
モ
デ
ル
創

発
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
場
産
業
を

活
性
化
す
る
た
め
、
全

国
の
創
業
１
０
０
年
以

上
の
老
舗
中
小
企
業
を

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
経
営

学
ほ
か
の
視
点
か
ら

「
事
業
承
継
の
真
実
」

（
仮
題
）
を
出
版
準
備
中
で
あ
る
。
一
度
の
人
生
、
私
た

ち
は
地
域
創
生
と
人
財
養
成
の
「
あ
る
べ
き
姿
」
を
、
着

実
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
は
、
国
・
自
治
体
、
大
学
や
研
究

機
関
な
ど
と
共
に
、
日
本
の
地
域
を
は
じ
め
、
ア
セ
ア
ン

諸
国
な
ど
、
地
域
創
生
の
事
業
構
想
と
実
践
、
リ
ー
ダ
ー
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
人
財
の
養
成
・
定
着
を
、
真
心
、「
恕じ

ょ

」

と
志
を
持
ち
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、「
好
き
・

楽
し
い
・
お
も
し
ろ
い
」、
笑
顔
・
感
動
と
感
謝
を
大
切
に
、

「
で
き
な
い
」を「
で
き
る
！
」に
変
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
、「
急
ぐ
な
、
焦
る
な
、
慌
て
る
な
、
お

ご
る
な
、
近
道
す
る
な
、
決
し
て
諦
め
る
な
」
を
信
条
と

し
、
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
・
ブ
レ
ー
ン
と
共
に
、
一
歩
ず
つ

着
実
に
「
地
域
創
生
の
本
質
」
を
歩
ん
で
い
き
た
い
。

（左）御所芋の収穫　（右）御所柿（農林水産省GI 申請中）

日本地域創生学会設立時（2017 年 8月 26 日）

特 集
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特 集
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
で
子
育
て
支
援

私
は
平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で
の
３
年

間
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
か
ら
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
へ
研

修
生
と
し
て
出
向
し
て
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
出

向
は
通
常
２
年
間
で
す
が
、期
間
を
１
年
延
長
し
ま
し
た
。

延
長
し
た
理
由
は
、
私
が
目
指
し
て
い
た
六
ヶ
所
村
で
の

「
木
育
推
進
」
の
た
め
で
し
た
。

木
育
に
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
が
木
育
を
推
進
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造
協

会
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。「
木
育

と
は
？
」「
木
の
お
も
ち
ゃ
で
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
む

と
は
？
」
―
。
最
初
は
ぼ
ん
や
り
と
し
か
想
像
で
き
な
い

く
ら
い
木
育
を
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

知
識
の
な
い
私
で
し
た
が
、
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
や

芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
の
皆
さ
ん
と
出
会
い
、
木
の
お
も

ち
ゃ
や
木
育
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
、
自
分
の
故
郷
で
あ
る
六
ヶ
所
村
に
木
育
を
導
入

し
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に
育
む
子
育
て
支
援
を
推

◆◆◆

進
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

六
ヶ
所
村
で
は
子
育
て
支
援
策
と
し
て
多
く
の
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
の
村
の
事
業
に
は
親

へ
の
経
済
的
支
援
は
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊

か
に
育
む
こ
と
を
主
に
し
た
支
援
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
村
で
木
育
を
始
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
動
い
て

い
け
ば
い
い
の
か
考
え
て
い
た
矢
先
、
こ
う
し
た
自
分
の

思
い
を
運
よ
く
村
側
に
伝
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
私
が
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
早

く
事
業
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
芸
術

と
遊
び
創
造
協
会
と
連
携
し
て
木
育
を
進
め
て
い
く
「
ウ

ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
」
で
す
。
平
成
31
年
３
月
、
六
ヶ
所

村
は
青
森
県
と
し
て
初
の
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を
行

い
、「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
か
ら
は
じ
ま
る
子
育
て
支
援
」

を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

木
育
が
紡
ぐ

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
の
所
管
は
「
子
ど
も
支
援
課
」

で
す
。
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
木
の
お
も
ち
ゃ
「
Ｍ
Ｙ 

Ｖ
Ｉ

◆◆◆

Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
マ
イ
ビ
レ
ッ
ジ
）」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

誕
生
祝
品
事
業
、
世
界
の
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
、
木
育
推
進
に
必

要
な
人
財
を
育
て
る
木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
、
私
は

ま
だ
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
出
向
し
て
い
ま
し
た
。
自

分
が
言
い
出
し
て
始
ま
っ
た
事
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子

ど
も
支
援
課
に
預
け
て
し
ま
う
形
に
な
り
、
申
し
訳
な
い

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
支
援
課
の
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
が
六
ヶ
所
村

の
木
育
の
柱
だ
と
し
た
ら
、
村
の
様
々
な
団
体
や
人
が
自

発
的
に
推
進
す
る
木
育
は
、
柱
を
囲
む
プ
レ
イ
ヤ
ー
だ
と

੨
৿
ݝ
࿡
ἃ
ॴ
ଜ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

―
つ
な
が
り
と
学
び
を
活
か
し
実
践
―

த
ଜ
　
࡙
ً

青
森
県
六
ヶ
所
村
政
策
推
進
課 

主
事

Ұ
公
務
員
ͱ
͠
ͯ
ỏ
Ұ
ଜ
ຽ
ͱ
͠
ͯ

ここがス
ゴイ！

自己評価では謙遜したりするものの、私から見れば思考、
行動、結果ともに申し分なくとても頼もしい。
斬新なアイデアを豊富に持ち、アイデアを業務と融合させ

る高度なスキルを持つほか、他職員担当の業務に関しても協
力を惜しまず連携するなど、逆に楽しんでいる様子。地域活
性化センターでは友人たちとこんな感じで執務していたんだ
ろうなということがなんとなくわかる。
緻密な分析で、様々な事業創出・業務改善を実施しており、

他職員の業務水準の向上にも貢献。自信を持って推薦します。

৬һの業຿ਫ४޲上に΋Ұ໾
六ヶ所村政策推進課長　吉岡主悦
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思
い
ま
す
。
私
が
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
出
向
を
１
年
延

長
し
た
理
由
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
村
の
木
育
を
推
進

し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
し
た
。

芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
が
運
営
す
る
東
京
お
も
ち
ゃ
美

術
館
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
、
日
本
で
唯
一
の
総
合
的
な
お
も

ち
ゃ
の
認
定
資
格
「
お
も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
」

の
取
得
な
ど
、
村
へ
帰
任
し
た
後
の
こ
と
を
考
え
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
経
験
が
、
帰
任
し

た
現
在
の
個
人
的
な
活
動
や
、
所
属
す
る
政
策
推
進
課
の

仕
事
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
財
育
成
を
常
に
意
識

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
と
木
育
の
学
び
の
共

◆◆◆

通
点
と
し
て
、「
人
財
育
成
」の
重
要
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

帰
任
後
、
政
策
推
進
課
で
は
婚
活
支
援
事
業
や
東
北
大
学

と
の
連
携
事
業
を
担
当
し
ま
し
た
。婚
活
支
援
事
業
で
は
、

結
婚
意
欲
の
あ
る
男
女
の
出
会
う
場
を
設
定
す
る
だ
け
で

な
く
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
自
分
を
好
き
に
な
る
・
多
様
な
経

験
が
で
き
る
・
今
後
に
繋つ

な

が
る
婚
活
支
援
」
で
し
た
。
従

来
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
会
い
だ
け
で
な
く
、
参
加
者

の
幸
せ
に
つ
な
が
る
学
び
に
な
れ
ば
と
思
い
、
身
だ
し
な

み
や
話
し
方
、
メ
イ
ク
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
講
座
を
男

女
２
回
ず
つ
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
大
学
と
の
連
携
事
業
で
は
、「
共
育
の
場

が
紡
ぐ
未
来
の
人
財
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
双

方
に
と
っ
て
宝
と
な
る
人
財
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
様
々

な
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
大
学
生
や
村
内
の
高
校
生
、

中
学
生
が
今
後
の
人
生
で
必
要
と
さ
れ
る
対
話
力
を
育
て

る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
全
て
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。両

事
業
と
も
人
財
育
成
を
意
識
し
企
画
し
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
、
出
会
い
が
、
参
加
者
の
幸

せ
や
人
生
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
担

当
す
る
業
務
で
も
、
必
ず
人
財
育
成
を
意
識
し
な
が
ら
事

業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
自
ら
が
学
び
続
け
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
一
公

務
員
と
し
て
日
々
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

木
育
推
進
は
、
自
分
の
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
る
仲
間

と
共
に
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
も

ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
資
格
を
活
か
し
な
が

ら
、
村
内
で
過
ご
す
楽

し
み
が
増
え
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
や
子
ど
も
た

ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
、
村

の
木
育
が
伝
わ
る
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
一
村

民
・
木
育
推
進
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
し
て
引
き
続

き
創
り
出
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
先
に
村
に
住

む
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
た

く
さ
ん
あ
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。

婚活支援でビューティーアドバイザーがメイクレッスン

おもちゃコンサルタントとして企画した初イベント
「一心不乱に積み木を磨くワークショップ」

ウッドスタート事業の誕生祝品「MY VILLAGE」
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特 集
私
は
横
浜
市
消
防
局
に
勤
務
し
て
お
り
、
本
来
業
務
以

外
に
「
す
べ
て
の
人
に
届
く
防
災
」
に
つ
い
て
、
特
に
聴

覚
障
害
者
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中

で
も
「
手
話
を
交
え
た
大
道
芸
に
よ
る
防
災
広
報
」「
手

話
と
字
幕
に
よ
る
火
災
予
防
啓
発
動
画
」「
消
防
局
の
新

採
用
職
員
向
け
の
聴
覚
障
害
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
」
の

三
つ
が
評
価
さ
れ
、「
地
方
公
務
員
が
本
当
に
す
ご
い
！

と
思
う
地
方
公
務
員
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
９
」（
株
式
会
社

ホ
ル
グ
主
催
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら

三
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

手
話
を
交
え
た
防
災
大
道
芸

私
は
も
と
も
と
大
道
芸
フ
ァ
ン
で
、
好
き
が
高
じ
て
大

道
芸
サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
、自
分
で
も
「
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
」

や
「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い

ま
す
。
大
道
芸
に
は
、
見
よ
う
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
人

さ
え
も
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
世
界
に
引
き
込
ん
で
し
ま

う
力
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
消
防
の
広
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
・

◆◆◆

チ
ラ
シ
で
情
報
を
発
信
し
ま
す
が
、
関
心
の
な
い
人
に
は

届
い
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
関
心
の
な

い
人
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
、
大
道
芸
ス
タ
イ
ル
の
広

報
を
考
え
ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
と
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

で
興
味
を
引
き
、
集
ま
っ
た
方
々
に
防
災
・
減
災
の
話
を

す
る
。
真
面
目
な
話
に
飽
き
そ
う
な
頃
合
い
に
ま
た
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。
新

た
に
観
客
が
増
え
た
と
こ
ろ
で
次
の
防
災
・
減
災
の
話
を

す
る
、
と
い
う
「
防
災
大
道
芸
」
の
始
ま
り
で
す
。

防
災
大
道
芸
で
あ
る
程
度
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
と

き
、
聴
覚
障
害
者
の
友
人
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
喋
り
だ
け
で
は
聴
覚
障
害
者

に
内
容
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。「
関
心
が
あ
る
」「
情
報
を
得

た
い
」
と
い
う
人
が
見
に
来
て
く
れ
た
の
に
、
そ
こ
に
伝

わ
る
手
段
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
防
災
大
道
芸
に
手
話
と
フ
リ
ッ
プ
を
取
り
入

れ
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
防
災
大
道
芸
」
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

ま
し
た
。
最
新
の
試
み
で
は
、
音
声
文
字
化
ア
プ
リ
を
活

用
し
た
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
字
幕
」
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
よ
り
良
い
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、「
す
べ
て
の

人
に
伝
わ
る
防
災
大
道
芸
」
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。手

話
と
字
幕
の
動
画
で
火
災
予
防
啓
発

２
０
１
９
年
３
月
に
「
手
話
de
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
火
災
予

防
講
座
」
と
題
し
た
動
画
を
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
横
浜
市

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
横
浜

市
職
員
の
自
主
勉
強
会
で
あ
る「
ヨ
コ
ハ
マ
手
話
研
究
会
」

の
有
志
（
聴
覚
障
害
者
職
員
）
の
協
力
を
得
て
作
成
し
ま

し
た
。

動
画
に
よ
る
広
報
は
多
く
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
お

り
、
消
防
分
野
で
も
防
災
啓
発
動
画
を
ア
ッ
プ
す
る
消
防

機
関
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
字
幕
や
手
話
通
訳
を
付
け
た

動
画
も
多
く
、
情
報
保
障
の
配
慮
も
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ

◆◆◆

ਆ
ಸ
઒
ݝ
ԣ
඿
ࢢ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

੉
ށ
　
༐

横
浜
市
消
防
局
警
防
部
司
令
課
シ
ス
テ
ム
管
理
係

電
算
シ
ス
テ
ム
主
任
　
消
防
司
令
補

―
聴
覚
障
害
者
を
意
識
し
た
取
り
組
み
―

୭
΋
ஔ
き
ڈ
り
ʹ
͠
ͳ
͍
৘
ใ
発
৴

ここがス
ゴイ！

命と向き合う仕事に大切なのは対応力と応用力。そ
れを地で行っている瀬戸勇さん。自らの発信力を広げ
るばかりでなく、初任者研修で「意識して聴覚障害の
ある当事者と触れ合う」機会をつくってしまった。横
浜消防には、初任生時代に一度は障害のある人と向き
合い、仕事、それから人生のための “ 引き出し ” を準
備できた職員が増えている。横浜消防だけでなく、全
国の消防で第２、第３の瀬戸勇につながっていくこと
がなにより期待される。

શࠃにୈ̎ɺୈ̏の੉ށ༐Λ
横浜市健康福祉局課長補佐　萩原昌子

9 2020・11月号 地域づくり 本編 2020・11月号地域づくり 本編 8



特 集

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
私
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
動
画
の
多

く
は
も
と
も
と
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
字
幕
や
手
話
通
訳
を

追
加
す
る
形
、
す
な
わ
ち
健
聴
者
向
け
の
動
画
に
情
報
保

障
を
後
付
け
し
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。

私
た
ち
の
「
手
話
de
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
最
初
か
ら
聴

覚
障
害
者
に
向
け
た
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
作
成
し
て
お

り
、
使
用
言
語
を
手
話
に
し
、
手
話
が
わ
か
ら
な
い
方
の

た
め
に
字
幕
を
つ
け
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
の
目
的
は
、
聴
覚
障
害
者
向
け
の
火
災
予
防

啓
発
で
し
た
が
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
音
声
を
出
せ
な

い
環
境
で
も
、
字
幕
が
あ
る
た
め
に
動
画
の
内
容
が
多
く

の
人
に
伝
わ
り
や
す
い
と
い
う
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
障
害
者
の
た
め
の
合
理
的
配
慮
が
健
常
者
に
と
っ

て
も
有
益
で
あ
る
と
い
う
好
例
で
す
。

最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、
マ
ス
ク

着
用
や
飛
沫
防
止
の
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
・
ア
ク
リ
ル
板

の
設
置
が
当
た
り
前
に
な
り
ま
し
た
が
、
声
が
遮
ら
れ
て

レ
ジ
や
窓
口
で
の
会
話
が
し
に
く
く
な
っ
た
と
感
じ
た
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
例
え
ば
指
差
し
で
内
容
を
確

認
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
な
ど
の
視
覚
的

な
情
報
伝
達
手
段
が
有
効
で
す
。
普
段
か
ら
音
声
会
話
だ

け
に
頼
ら
ず
、
補
助
的
に
で
も
視
覚
情
報
を
う
ま
く
活
用

し
て
い
れ
ば
、
聴
覚
障
害
者
が
窓
口
に
来
た
と
き
に
も
、

あ
る
程
度
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
と
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

新
採
研
修
で
聴
覚
障
害
テ
ー
マ
の
講
義

横
浜
市
消
防
局
で
は
、
新
採
用
職
員
の
研
修
と
し
て
消

防
学
校
で
６
カ
月
間
の
「
初
任
基
礎
教
育
」
を
実
施
し
て

◆◆◆

お
り
、
こ
の
中
の
「
人
権
啓
発
」
と
い
う
枠
で
、
聴
覚
障

害
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
出
の
ヨ

コ
ハ
マ
手
話
研
究
会
の
協
力
に
よ
り
、
聴
覚
障
害
者
を
講

師
に
迎
え
た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
で
聴
覚
障
害
を
テ
ー
マ
に
講
義
す
る
場
合
、「
災

害
・
救
急
現
場
で
使
え
る
手
話
を
覚
え
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
方
向
に
行
き
が
ち
で
す
が
、
こ
こ
で
は
手
話
を
教
え
る

こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
ま
せ
ん
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
聴
覚

障
害
は
見
た
目
で
は
わ
か
り
に
く
い
障
害
で
あ
る
こ
と
、

人
そ
れ
ぞ
れ
聞
こ
え
方
や
背
景
が
異
な
る
こ
と
、
一
人
ひ

と
り
に
合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
考
え
工
夫

す
る
こ
と
、
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
義
は
こ
れ
ま
で
５
年
間
継
続
し
て
お
り
、
来
年

以
降
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。
災
害
現
場
の
要
救
助
者
に

は
、
聴
覚
障
害
者
や
そ
の
他
の
障
害
者
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
の
人
が
い
る
と
い
う
「
多
様
性
」
に
気
づ
い
て
ほ
し
い

と
い
う
講
義
の
狙
い
が
多
く
の
受
講
生

に
届
き
、
横
浜
市
消
防
局
の
風
土
と
し

て
定
着
す
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
理
想
に
近
づ
く
た
め
、
今
後

も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
多
く
の
仲

間
の
協
力
が
あ
っ
て
形
に
な
り
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
を
気
軽
に
話
し
、
ア
イ
デ
ア

や
思
想
を
共
有
で
き
る
仲
間
を
持
つ
こ

と
は
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
最

初
か
ら
満
点
を
狙
わ
な
く
て
も
、
と
り

あ
え
ず
着
手
し
て
改
善
し
続
け
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
く

と
思
っ
て
い
ま
す
。

初任教育「人権啓発」講義の様子

「手話 deワンポイント火災予防講座」の一場面

手話・フリップ・字幕で情報発信（防災大道芸で）
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島
コ
ン
の
誕
生

沖
縄
県
久
米
島
町
の
人
口
は
、
２
０
１
５
年
の
国
勢
調

査
で
７
７
５
５
人
で
す
が
、
１
年
間
に
約
１
０
０
人
の
ペ

ー
ス
で
減
少
し
て
お
り
、
２
０
４
０
年
に
は
５
８
３
２
人

に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
の

主
な
要
因
は
、
転
出
数
が
転
入
数
を
超
過
し
て
い
る
と
い

う
社
会
減
で
す
。
社
会
増
を
実
現
す
る
た
め
、
移
住
定
住

の
促
進
に
取
り
組
む
目
的
で
２
０
１
６
年
に
発
足
し
た
の

が
「
島
ぐ
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
で
す
。

島
ぐ
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
通
称
「
島
コ
ン
」
の
主

な
活
動
は
、
移
住
に
必
要
な
情
報
の
収
集
・
発
信
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
移
住
相
談
の
窓
口
が
な
く
、
久
米
島
へ
の
移

住
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
様
々
な
担
当
部
署
へ
問
い
合

わ
せ
を
し
て
一
か
ら
情
報
を
集
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
困
難
さ
か
ら
移
住
を
諦
め
て
し
ま
う
方
が

多
く
い
る
の
で
は
と
考
え
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
移
住
相
談

窓
口
を
開
設
す
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
移
住
を
検
討
す
る
上
で
必
要
な
情
報
が
乏
し
い

◆◆◆

た
め
、「
南
の
島
＝
楽
園
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
や
憧
れ
だ

け
で
移
住
し
て
「
思
っ
て
い
た
暮
ら
し
と
違
う
」
と
い
っ

て
帰
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
人
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
当
人

に
も
島
に
暮
ら
す
人
に
と
っ
て
も
よ
い
こ
と
で
は
な
い
た

め
、
今
で
は
島
コ
ン
が
移
住
前
に
現
実
を
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
ま
す
。「
何
度
か
旅
行
に
来
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」

と
い
う
方
も
い
ま
す
が
、
や
は
り
旅
行
で
来
る
の
と
暮
ら

す
の
と
で
は
全
然
違
い
ま
す
。

こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
が
、「
外
か
ら
の
目
線
」

で
す
。
島
出
身
者
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
島

外
の
人
に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
て
首

都
圏
か
ら
き
た
３
人
の
島
コ
ン
が
、
実
体
験
に
基
づ
い
た

移
住
相
談
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
島
コ
ン

の
メ
ン
バ
ー
は
皆
島
に
よ
く
馴
染
ん
で
「
移
住
者
で
も
、

島
に
溶
け
込
も
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
ら

れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
体
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
ご
と
と
住
ま
い

◆◆◆

移
住
を
検
討
す
る
上
で
最
も
重
要
な「
し
ご
と
」と「
住

ま
い
」
の
情
報
も
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
久
米
島 

島
ぐ

ら
し
ガ
イ
ド
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。「
し
ご
と
」
に
つ

い
て
は
、
島
内
の
求
人
情
報
を
掲
載
す
る
だ
け
で
な
く
、

「
し
ご
と
を
つ
く
る
」と
し
て
、島
内
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス（
個

人
事
業
主
）
に
案
件
を
発
注
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

「
島
内
の
し
ご
と
は
外
へ
発
注
せ
ず
、
島
内
メ
ン
バ
ー

で
受
注
し
て
、
地
域
経
済
を
回
し
、
人
材
を
育
成
し
よ
う
」

と
い
う
こ
の
仕
組
み
は
、初
代
島
コ
ン
の
卒
業
生
が
発
案
・

構
築
し
た
も
の
で
す
。

「
住
ま
い
」
に
つ
い
て
は
常
に
不
足
し
て
お
り
、
移
住

を
推
進
す
る
上
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
核
家
族

ԭ
ೄ
ݝ
ٱ
ถ
ౡ
ொ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

ౡ
ା
　
ཅ
ࢠ

沖
縄
県
久
米
島
町
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
班 

主
任

―
皆
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
―

ủ
ເ
ͭ
Ή
͙
ౡ
Ứ
΁
ͷ
ν
Ỿ
Ϩ
ϯ
δ

ここがス
ゴイ！

島袋陽子さんは 2016 年度から 4年間、企画財政課で移住・
定住推進に取り組んできました。当時は沖縄県内でも移住推
進に取り組んでいる自治体は少なく、本町でも初めてとなる
事業の立ち上げに奮闘していました。島袋さん自身が茨城県
からの移住者であることを活かし、島ぐらしコンシェルジュ
と共に島内外の人材と連携しながら活動できたことは、本人
にとっても貴重な経験であったと思います。若手職員の皆さ
んには、いろいろな方と柔軟につながれる力を活かしてまち
づくりに取り組んでいってほしいですね。

本町初の事業立ち上げに奮闘
久米島町企画財政課長　中村幸雄
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化
に
よ
り
、
人
口
は
減
っ
て
い
る
の
で
す
が
世
帯
数
は
増

加
し
て
い
る
た
め
で
す
。
特
に
３
月
は
ア
パ
ー
ト
の
一
室

に
５
、
６
人
の
順
番
待
ち
が
あ
る
状
態
も
珍
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
、島
内
に
は
空
き
家
が
約
１
５
０
戸
あ
り
、

活
用
可
能
な
空
き
家
の
流
通
に
早
急
に
取
り
組
む
必
要
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
空
き
家
を
貸
し
た
い
と
い
う
方
が
い
て
も
そ

の
取
り
扱
い
方
、
後
々
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
の
契

約
の
方
法
な
ど
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
全

く
進
ま
ず
、
立
ち
上
げ
た
空
き
家
バ
ン
ク
に
は
登
録
０
件

の
状
態
が
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
状
態
を
解
決

し
た
の
も
、
２
０
１
９
年
度
に
着
任
し
た
新
し
い
島
コ
ン

メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

「
空
き
家
の
流
通
を
担
え
る
方
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

不
動
産
業
に
長
年
勤
務
し
て
い
た
方
か
ら
の
応
募
が
あ
っ

た
の
で
す
。
確
か
な
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
方
が
相
談

に
乗
る
こ
と
で
家
主
も
安
心
す
る
た
め
、
順
調
に
空
き
家

バ
ン
ク
へ
の
登
録
・
成
約
が
進
ん
で
い
ま
す
。「
広
範
囲

に
発
信
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
は
明
確
に
す
る
」
こ
と
で
、

望
む
人
材
を
誘
致
で
き
た
好
事
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

久
米
島
ド
リ
ー
部
チ
ャ
レ
ン
ジ

人
口
減
少
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
の
は
行
政
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
６
年
、
自
分
た
ち
の
島
の
た
め

に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
町
民
と
一

緒
に
「
久
米
島
ド
リ
ー
部
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
移
住
定
住
促
進
計
画
を
立
て
る
中
で
「
大
切

な
の
は
計
画
で
は
な
く
、主
体
と
な
っ
て
動
く
人
で
あ
る
」

と
考
え
た
計
画
策
定
委
員
ら
が
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
動
き
出
し
た
の
で
す
。

島
の
出
会
い
創
出
の
場
を
作
っ
た
り
、
リ
ア
ル
な
く
ら

◆◆◆

し
情
報
を
ブ
ロ
グ
で
発
信
し
た
り
、
移
住
者
が
地
域
に
な

じ
め
る
よ
う
に
見
守
っ
た
り
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
複

数
の
チ
ー
ム
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ド
リ
ー
部
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
い
う
名
前
に
は
、「
皆
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
島
、

そ
の
夢
（
ド
リ
ー
ム
）
を
実
現
す
る
た
め
、
部
活
の
よ
う

に
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
」と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
チ
ー
ム
は
、島
づ
く
り
の
た
め
に
「
町
民
」「
議
会
」

「
行
政
」
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
、
垣
根
を
越

え
て
理
解
し
合
う
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
島
に
暮
ら

す
皆
が
連
携
・
団
結
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
大
き
な
力
と

な
り
ま
す
。
知
る
こ
と
が
そ
の
一
歩
で
あ
る
た
め
、
活
動

報
告
会
を
住
民
主
体
で
企
画
・
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
島
づ
く
り
へ
の
想
い
や
取
り
組
み
を
語
る
場
に
居
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
の
そ
の
先
へ

こ
の
他
に
も
官
民
に
よ
る
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
相
変
わ
ら
ず
社
会
減
は
続
い
て
お
り
、
人
口

減
少
に
は
歯
止
め
は
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
情
報
発
信
に

よ
る
移
住
促
進
に
は
限
界
を
感
じ
て
い
る
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
す
。

こ
れ
は
私
の
考
え
で
す
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
皆
が
幸
せ
に
暮
ら
す
島
で
あ

る
こ
と
が
さ
ら
に
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

こ
数
年
を
見
返
し
て
も
、
今
ま
で
な
か
っ
た
放
課
後
学
童

ク
ラ
ブ
が
で
き
た
り
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
若
者
に
よ
る
起
業

が
あ
っ
た
り
と
、
良
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
い
ま
す
。
誰

も
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
島
づ
く
り
に
柔
軟

な
視
点
で
取
り
組
ん
で
い
く
、
そ
れ
が
私
た
ち
行
政
職
員

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

「しごとをつくる」フリーランス向けに勉強会（写真講座）

ポータルサイト「島ぐらしガイド」のホームページ

首都圏からきた３人の「島ぐらしコンシェルジュ」
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個
性
発
揮
し
成
果
を
挙
げ
る 

公
務
員
を
知
っ
た

ま
ず
、
私
の
い
ま
ま
で
の
活
動
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
い

ま
す
。
２
０
０
７
年
に
株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
へ
新
卒

入
社
し
、
約
10
年
勤
め
ま
し
た
。
最
後
の
４
年
半
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
子
会
社
の
立
ち
上
げ
で
、
実
質
的
な
社
長
と

し
て
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
駐
在
。
こ
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
駐
在
が
私

を
公
務
員
と
い
う
深
淵
か
つ
艶
美
な
世
界
に
手
招
き
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
駐
在
期
間
中
、
日
本
で
は
起
こ
り
え
な
い

出
来
事
を
い
く
つ
も
経
験
し
ま
し
た
。
荒
れ
た
道
路
、
異

常
な
渋
滞
、
頻
繁
な
停
電
、
東
京
・
丸
の
内
の
よ
う
な
エ

リ
ア
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
ま
し
た
が
、
そ
の
都
心
部
で
す

ら
洪
水
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ビ
ザ
を
申
請
す
る
の
に
も
、

袖
の
下
を
ゴ
ニ
ョ
ゴ
ニ
ョ
と
求
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
こ
と

も
聞
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
経
験
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
や
が
て
日
本
の

公
務
員
は
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
頑
張
っ
て
仕
事
を
し

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
元
石
川
県
羽
咋
市
職
員
の
高

野
誠
鮮
さ
ん
や
、
佐
賀
県
庁
職
員
の
円
城
寺
雄
介
さ
ん
が

出
版
し
た
書
籍
を
読
み
、
豊
か
な
個
性
を
発
揮
し
て
成
果

を
上
げ
る
公
務
員
が
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

公
務
員
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を 

世
の
中
に
伝
え
る

２
人
の
書
籍
を
読
ん
だ
後
、
地
味
派
手
問
わ
ず
活
躍
し

て
い
る
公
務
員
は
全
国
に
い
る
と
考
え
、
２
０
１
６
年
７

月
に
一
つ
目
の
事
業
で
あ
る
地
方
自
治
体
を
応
援
す
る
メ

デ
ィ
ア
「
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ
ｅ
ｓ 

ｏ
ｆ 

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｇ
ｏ
ｖ
ｅ

公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
な
い
原
因

い
ま
、
こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
公
務
員
の
皆
さ
ん
、

ご
自
身
の
力
が
最
大
限
発
揮
で
き
な
い
の
は
組
織
の
せ
い

だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ

ん
、
そ
の
責
任
は
あ
な
た
に
あ
り
ま
す
…
。

な
ー
ん
て
書
か
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
や
自
己
啓
発
本
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
99
％
が
組
織
の
責
任
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
歴
史
的
背
景
が
あ
る
こ
と

な
の
で
、
そ
の
責
任
追
及
や
犯
人
捜
し
を
す
る
意
味
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
に
、
こ
の
時
代
に
役
所
に
求
め

ら
れ
て
い
る
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

い
ま
、「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
例
踏
襲
で
毎
年
同
じ

こ
と
を
や
る
だ
け
で
は
、
今
後
行
政
経
営
が
成
り
立
た
な

い
か
ら
で
す
。

「
い
や
い
や
改
革
な
ど
必
要
な
い
。
公
務
員
は
い
ま
目

の
前
で
行
っ
て
い
る
役
割
を
果
た
せ
ば
よ
い
」
と
い
っ
た

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、
自
治
体
の
財
源
は
有
限

で
す
。
直
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
出
る

で
し
ょ
う
し
、
今
後
、
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
り
ま
す
。

目
の
前
の
業
務
を
そ
の
ま
ま
進
め
る
だ
け
で
は
、５
年
後
、

10
年
後
に
事
業
の
量
と
質
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
。「
も
っ
と
お
金
を
使
っ
て
、
も
っ

と
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
」
と
い
う
時
代
は
終
わ

り
ま
し
た
。「
お
金
が
絞
ら
れ
て
も
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維

持
す
る
、
あ
わ
よ
く
ば
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
」
と
い

う
高
難
度
の
成
果
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

あ
い
に
く
、
本
稿
は
過
去
の
権
威
あ
る
多
く
の
筆
者
と

は
異
な
り
、
論
文
と
言
え
る
ほ
ど
の
精
緻
さ
は
持
ち
合
わ

せ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、「
公
務
員
オ
タ
ク
」

と
呼
ば
れ
、
日
本
一
公
務
員
に
ま
み
れ
て
い
る
民
間
人
と

し
て
、
あ
る
い
は
週
一
テ
レ
ワ
ー
ク
で
奈
良
県
生
駒
市
の

会
計
年
度
任
用
職
員
（
人
事
改
革
担
当
）
と
し
て
働
く
視

点
か
ら
、「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

を
役
所
内
外
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
分
け
て
論
じ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

加
藤
　
年
紀

株
式
会
社
ホ
ル
グ
代
表
取
締
役
社
長

―
役
所
内
外
か
ら
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
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ｒ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）」
を
個
人
の
活
動
と
し
て
立
ち
上
げ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
活
躍
す
る

地
方
公
務
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、
成
果
や
考
え
、

行
動
な
ど
を
幅
広
く
聞
い
て
い
ま
す
。

事
業
の
目
的
は
読
者
層
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
地
方

公
務
員
に
は
記
事
の
情
報
が
目
の
前
の
仕
事
に
活
か
せ
る

よ
う
に
。
ま
た
、
市
民
に
は
高
い
成
果
を
挙
げ
る
公
務
員

の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
安
易
な
公
務
員
バ
ッ

シ
ン
グ
を
減
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
11
月
に
株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
を
退
職

し
、
株
式
会
社
ホ
ル
グ
を
設
立
。
前
述
し
た
「
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ

ｅ
ｓ
ｏ
ｆ
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
Ｇ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
」
を

同
社
で
運
営
し
て
い
く
過
程
で
、
活
躍
す
る
地
方
公
務
員

や
首
長
の
膨
大
な
知
見
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
同
時
に
「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
」
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
と

い
う
の
も
、
取
材
し
た
公
務
員
の
多
く
が
、
記
事
の
内
容

に
対
す
る
同
僚
や
上
司
の
目
を
懸
念
し
て
い
た
の
で
す
。

市
民
で
は
な
く
同
僚
の
目
を
気
に
し
て
お
蔵
入
り
に
な
っ

た
部
分
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
懸
念
と
い
う
よ
り
恐
れ
と

呼
ぶ
べ
き
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
地
味
派
手
問
わ
ず
活
躍
す
る
職
員
に
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
光
が
当
た
る
よ
う
に
、「
地
方
公
務
員
が
本
当
に

す
ご
い
！
と
思
う
地
方
公
務
員
ア
ワ
ー
ド
」
を
２
０
１
７

年
か
ら
毎
年
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
で
４

年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
累
計
50
人
の
受
賞
者
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。
地
方
公
務
員
が
他
薦
を
し
て
応
募
し
、
そ
れ

を
地
方
公
務
員
が
審
査
す
る
ス
キ
ー
ム
に
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
普
段
は
目
立
た
な
く
て
も
す
ご
い
地
方
公
務
員
が

表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
同
ア
ワ
ー
ド
の
受
賞
者
に
は
多

く
の
取
材
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
の
メ
デ
ィ
ア
掲
載
は
70

件
。
全
国
紙
を
は
じ
め
、
地
方
紙
や
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
な

ど
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
し
ま
し
た
が
、
最
も
取
材
数

が
多
い
の
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
し
た
。
受
賞
者
が
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
活
動
が
広
が
っ
た
り
、
身
近
な
人
か
ら
祝

っ
て
も
ら
え
た
り
す
る
こ
と
が
彼
ら
の
力
に
も
な
り
ま

す
。
推
薦
し
て
く
れ
た
同
僚
や
ご
家
族
、
あ
る
い
は
市
民

か
ら
も
祝
福
さ
れ
る
こ
と
が
「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き

る
環
境
づ
く
り
」
に
貢
献
で
き
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

２
０
１
８
年
以
降
は
、
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
公

務
員
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
も
増
え
ま

し
た
。「
地
方
公
務
員
が
本
当
に
す
ご
い
！
と
思
う
地
方

公
務
員
ア
ワ
ー
ド
」
の
理
念
に
共
感
し
て
下
さ
っ
た
「
ｆ

ｏ
ｒ
ｂ
ｅ
ｓ
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
．
ｃ
ｏ
ｍ
」
で
「
公
務
員
イ
ノ

ベ
ー
タ
列
伝
」
と
い
う
連
載
を
担
い
、
活
躍
す
る
公
務
員

の
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
オ
ン

ラ
イ
ン
」
で
地
方
自
治
体
の
好
事
例
や
、
人
事
・
組
織
な

ど
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
も
書
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
二

つ
の
媒
体
に
寄
稿
す
る
と
、
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
や
ｍ
ｓ
ｎ

ニ
ュ
ー
ス
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
様
々

な
読
者
を
抱
え
る
メ
デ
ィ
ア
に
転
載
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

普
段
、
行
政
に
興
味
を
持
た
な
い
方
や
バ
リ
バ
リ
の
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
公
務
員
の
情
報
を
届
け
ら
れ
る
こ
と

は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
公
務
員
像
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
２
０
１
９
年
８
月
に
、
公
務
員
向
け
の
書
籍
を

数
多
く
出
版
す
る
学
陽
書
房
か
ら
、
活
躍
す
る
10
人
の
公

務
員
の
考
え
や
行
動
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る
書
籍
「
な
ぜ
、

彼
ら
は
『
お
役
所
仕
事
』
を
変
え
ら
れ
た
の
か
？
」
を
出

版
し
ま
し
た
。
書
籍
の
場
合
、
管
理
職
世
代
に
も
届
き
や

す
く
な
る
の
で
、
管
理
職
の
視
点
か
ら
「
公
務
員
が
力
を

発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
を
意
識
し
て
も
ら
え
る
こ
と

も
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

知
識
と
元
気
を
得
ら
れ
る
場
所
が
必
要

や
が
て
情
報
発
信
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
身
近
で
公
務

員
を
支
援
し
た
い
と
い
う
想
い
が
強
く
な
り
、
２
０
１
９

年
４
月
に
地
方
公
務
員
限
定
の
有
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
地

方
公
務
員
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

公
務
員
が
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
気
軽
に
「
知
識
」

HOLGjp ロゴ

地方公務員アワードロゴ
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と
「
元
気
」
が
得
ら
れ
る
場
所
が
必
要
だ
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

当
初
は
ど
れ
だ
け
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
る
の
か
ひ
ど

く
お
び
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
地
方
公
務
員
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
に
は
約
４
０
０
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
を
創
っ
た
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
８
年
９
月
に
長

崎
県
平
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
「
九
州
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
と
い
う
地
方
公
務
員
向
け
の
勉
強
会
に
呼
ば
れ

た
こ
と
。
50
人
以
上
の
公
務
員
が
平
戸
に
集
ま
り
、
北
海

道
名
寄
市
か
ら
も
職
員
が
４
人
参
加
。
往
復
の
移
動
に
20

時
間
、
１
人
10
万
円
弱
の
費
用
を
か
け
て
参
加
し
た
彼
ら

に
情
熱
を
感
じ
る
の
と
同
時
に
、
全
国
に
は
勉
強
会
に
参

加
し
た
い
け
ど
で
き
な
い
方
が
多
く
い
る
の
だ
と
も
感
じ

ま
し
た
。

地
方
公
務
員
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
で
は
、
活
躍
す
る
首

長
や
公
務
員
を
お
呼
び
し
て
、
毎
月
10
回
近
い
イ
ベ
ン
ト

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
特
に
人
気
が
あ
る

の
は
、「
自
治
体
実
務
を
知
る
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ

ー
で
、
過
去
に
広
報
、
徴
収
、
用
地
取
得
、
上
下
水
道
、

官
民
連
携
な
ど
を
実
務
レ
ベ
ル
で
２
時
間
み
っ
ち
り
学
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
現
役
の
人
事
担
当
者
と
人
事
経
験
者
だ
け
が
参

加
で
き
る
「
超
・
人
事
研
究
会
」
も
毎
月
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
教
え
て
！
み
ん
な
の
仕
事
！
」
と
い
う
新
規

歓
迎
会
や
、「
気
楽
に
自
由
に
好
き
な
こ
と
を
発
表
す
る

会
」
と
い
う
緩
く
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
、
初
め
て
リ
ア
ル
で
会
う
会
員
同
士
に
は
１
人

１
５
０
０
円
ま
で
ラ
ン
チ
代
を
補
助
し
た
り
、
公
務
員
向

け
勉
強
会
を
開
催
す
る
際
に
は
協
賛
金
と
し
て
２
万
円
を

受
け
取
れ
た
り
す
る
ス
キ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｍ
社

が
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
が
割
引
に
な

っ
た
り
、
定
期
的
に
公
務
員
向
け
の
書
籍
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
り
、
公
務
員
が
交
流
を
広
げ
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
を

様
々
な
か
た
ち
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
一
度
、「
地
方
公
務
員
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
」
と
検

索
し
て
み
て
下
さ
い
。

こ
こ
ま
で
が
役
所
の
外
か
ら
「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で

き
る
環
境
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
活
動
で
す
。

役
所
が
抱
え
る
三
つ
の
課
題

株
式
会
社
ホ
ル
グ
の
活
動
を
進
め
て
い
く
中
、
職
員
の

立
場
か
ら
地
方
自
治
体
の
実
態
を
知
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
日
に
日
に
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０

２
０
年
４
月
か
ら
、
公
務
員
マ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
た
私
は
念

願
の
地
方
公
務
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
生
駒
市
の
「
プ
ロ
人
材
公
募
」
と
い
う
、

２
０
１
９
年
10
月
に
行
わ
れ
た
採
用
活
動
で
す
。「
人
事

改
革
」「
収
益
確
保
」「
首
都
圏
Ｐ
Ｒ
」「
観
光
企
画
」「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
推
進
」「
教
育
改
革
」「
地
域
活
力
」
と
い
う
７
職
種

の
公
募
が
あ
り
、
私
は
「
人
事
改
革
」
担
当
と
し
て
入
庁

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
人
事
の
課
題
は
ど
の
組
織
で

も
あ
り
ま
す
が
、
ト
ッ
プ
が
本
気
で
や
ら
な
け
れ
ば
全
く

進
み
ま
せ
ん
。
生
駒
市
の
小
紫
雅
史
市
長
は
人
事
に
対
す

る
思
い
入
れ
が
強
く
、
生
駒
市
な
ら
力
に
な
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

庁
内
で
携
わ
っ
た
業
務
は
「
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

バ
リ
ュ
ー
」
の
素
案
作
り
や
、
人
事
評
価
の
素
案
作
り
。

そ
の
後
、
採
用
す
べ
き
人
物
像
の
提
案
や
、
人
事
評
価
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
新
規
事
業
案
を
ま
と
め
た
り
、

市
長
と
の
会
議
資
料
を
作
成
し
た
り
細
か
な
業
務
も
経
験

し
ま
し
た
。

生
駒
市
で
働
い
て
得
ら
れ
た
知
見
や
、
前
述
し
た
地
方

公
務
員
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
の
「
超
・
人
事
研
究
会
」
な

ど
で
得
ら
れ
た
情
報
か
ら
鑑
み
る
と
、「
公
務
員
が
力
を

発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
を
進
め
る
余
地
は
全
国
で
多

分
に
残
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

特
に
懸
念
す
べ
き
三
つ
の
課
題
が
「
情
報
共
有
の
不
足
」

「
決
裁
フ
ロ
ー
の
多
層
化
」「
心
理
的
安
全
性
の
欠
如
」で
す
。

ま
ず
「
情
報
共
有
の
不
足
」
に
つ
い
て
。
最
も
共
有
が

不
足
し
て
い
る
情
報
は
、
組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
バ
リ
ュ
ー
と
い
っ
た
大
方
針
で
す
。
こ
れ
が
な
け
れ

ば
、
組
織
の
目
指
す
方
向
と
現
在
地
が
わ
か
ら
ず
、
各
職

員
が
目
の
前
の
仕
事
を
作
業
と
し
て
こ
な
す
こ
と
に
な
り

なぜ、彼らは「お役所仕事」を変えられたのか？ 表紙
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も
、
ま
ず
縦
の
ラ
イ
ン
を
ス
リ
ム
化
す
る
こ
と
有
効
な
手

段
と
な
り
ま
す
。

三
つ
目
の
「
心
理
的
安
全
性
の
欠
如
」
も
由
々
し
き
問

題
で
す
。
自
治
体
職
員
は
率
直
に
対
話
す
る
こ
と
が
な
か

な
か
で
き
な
い
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
理
由

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
前
述
し
た
組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ

ッ
シ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
が
共
有
で
き
て
い
な
い
た
め
に
、

対
話
を
す
る
う
え
で
の
土
俵
や
ル
ー
ル
が
曖
昧
で
、
上
職

者
の
意
見
が
優
位
に
な
る
と
い
う
背
景
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

課
長
が
先
に
意
見
を
出
す
と
部
下
が
異
論
を
唱
え
ら
れ

な
く
な
る
た
め
、
会
議
前
に
各
自
が
意
見
を
付
箋
に
ま
と

め
て
く
る
自
治
体
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
ま
で
し
な
い

と
意
見
が
出
な
い
と
い
う
の
は
、
組
織
と
し
て
明
ら
か
に

不
健
全
で
す
。
グ
ー
グ
ル
は
チ
ー
ム
が
成
果
を
挙
げ
る
た

め
に
最
も
重
要
な
要
素
に
こ
の
「
心
理
的
安
全
性
」
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
心
理
的
安
全
性
は
メ
ン
タ
ル
不

調
な
ど
に
よ
る
休
職
者
数
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
有
用
で

す
。「

公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
の
た
め

に
は
、上
記
の
三
つ
に
ま
ず
着
手
し
、加
え
て
「
採
用
」「
配

置
」「
評
価
」「
給
与
」「
代
謝
（
退
社
）」
な
ど
の
人
事
機

能
の
あ
り
方
が
戦
略
的
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
全
て

の
物
事
に
は
長
所
短
所
が
あ
る
よ
う
に
、
完
璧
な
人
事
制

度
や
運
用
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
移
行

コ
ス
ト
や
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
ま
で
踏
ま
え
て
、
い
ま

の
組
織
に
最
適
な
人
事
機
能
を
常
に
模
索
し
続
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。
個
別
の
人
事
機
能
に
つ
い
て
語
る
こ
と

は
割
愛
し
ま
す
が
、ビ
ジ
ョ
ン
な
き
「
採
用
」、乱
暴
な
「
配

置
」、
や
ら
さ
れ
感
の
あ
る
「
評
価
」、
頑
張
っ
た
人
が
報

わ
れ
な
い
「
報
酬
」
な
ど
は
、
公
務
員
の
力
を
削
い
で
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
仕
事
の
意
義
を
感
じ
な
け
れ
ば
自
己
効
力
感
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
当
然
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
ら
ず
、

潜
在
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
こ
の

状
況
を
脱
す
る
た
め
に
は
、
ト
ッ
プ
や
管
理
職
が
何
度
も

組
織
の
使
命
を
発
信
し
、
目
の
前
の
仕
事
の
意
義
を
伝
え

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

二
つ
目
は
「
決
裁
フ
ロ
ー
の
多
層
化
」
で
す
。
昨
今
で

は
、
テ
ィ
ー
ル
組
織
と
呼
ば
れ
る
階
層
の
な
い
組
織
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
地
方
自
治
体
が
そ

の
ま
ま
導
入
す
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
地
方
自
治
体
が
す
べ
き
こ
と
は
前

例
踏
襲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
挑
戦
を
進
め
る
た
め

に
、
何
人
も
の
関
係
者
を
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
た
ら
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
頃
に
は
既
に
時
代
か
ら
遅

れ
た
施
策
と
な
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
態
で
は
多
く
の

職
員
は
決
裁
を
取
る
こ
と
を
諦
め
、
や
が
て
意
見
を
出
す

こ
と
す
ら
控
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
職
員
の
本
来

の
能
力
が
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
は
決
裁
者

の
数
を
ス
リ
ム
に

し
、
権
限
を
部
下

に
委
譲
し
て
い

く
。
さ
ら
に
は
各

役
職
に
求
め
ら
れ

る
役
割
を
明
確
に

し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
役
所

が
課
題
と
し
て
掲

げ
る
こ
と
の
多
い

縦
割
り
に
対
し
て

「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
」
は

つ
く
れ
る

少
し
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
を
掘
り
下
げ
ま
し
た
が
、
実

は
日
本
は
既
に
大
き
な
社
会
課
題
解
決
を
達
成
し
て
い
る

国
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
役
所
も
社
会
課
題

解
決
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
残
さ
れ
た
課

題
は
多
様
化
し
た
課
題
で
す
。
常
に
社
会
が
悪
く
な
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
方
は
名
著
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
フ
ァ
ク
ト
フ
ル
ネ
ス
）」（
日
経
Ｂ
Ｐ
）
に
目
を

通
し
て
み
て
下
さ
い
。
い
か
に
生
き
や
す
い
世
界
、
社
会

に
な
っ
て
い
る
の
か
デ
ー
タ
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
多
様
化
し

た
課
題
を
発
見
し
、
き
め
細
か
な
解
決
策
を
企
画
・
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
公
務
員
が
そ
の
持
ち
場
で
最
大
の

力
を
細
や
か
に
発
揮
で
き
る
環
境
が
必
要
で
す
。

組
織
全
体
の
仕
組
み
、
風
土
、
文
化
を
変
え
て
い
く
こ

と
は
し
か
る
べ
き
役
職
者
の
力
が
不
可
欠
で
す
が
、
目
の

前
の
仕
事
の
意
義
を
後
輩
に
伝
え
る
こ
と
や
、
周
囲
の
心

理
的
安
全
性
を
醸
成
す
る
こ
と
は
、
意
識
す
れ
ば
誰
で
も

今
日
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
決
裁
も
不
要
で
す
か

ら
、で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
「
公
務
員
が
力

を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
は
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る

営
み
で
す
。
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
地
方
公
務
員
や
地
方
自

治
体
に
は
あ
る
か
ら
で
す
。
今
後
も
役
所
の
内
外
か
ら
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

も
し
、同
じ
世
界
観
を
実
現
し
た
い
と
い
う
方
が
い
れ
ば
、

ぜ
ひ
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。
ご
高
覧
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生駒市プロ人材公募

特 集
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運
用
し
た
方
が
費
用
は
抑
え
ら
れ
る
が
、

送
金
の
確
定
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
問

題
が
残
る
。

ඈ
ଭ
৴
は
α
ồ
ό
ồ
؅
ཧ
ํ
ࣜ
に

飛
騨
信
は
、
岐
阜
県
高
山
市
に
本
店
を

置
く
信
用
組
合
だ
。

飛
騨
高
山
地
域
の
訪
日
観
光
客
は
年
間

50
万
人
ほ
ど
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
導
入
に
よ
り
さ
ら
に
外
国
人
の
利
用
者

加
す
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で

き
る
シ
ス
テ
ム
。
ポ
イ
ン
ト
の
受

け
渡
し
に
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の

技
術
を
使
用
し
た
ア
プ
リ
を
利
用

し
て
い
る
。
獲
得
し
た
ポ
イ
ン
ト

は
、
市
内
の
取
扱
店
で
買
い
物
や

飲
食
に
利
用
で
き
る
た
め
、
市
内

外
の
人
の
イ
ベ
ン
ト
参
画
や
地
域

内
消
費
を
喚
起
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
た
。
ま
た
、
取
扱
店
が
ユ
ー

ザ
ー
に
広
く
周
知
さ
れ
る
と
見
込

ま
れ
た
。

様
々
な
効
果
を
期
待
し
て
導
入

さ
れ
た
湖
山
ウ
ォ
レ
ッ
ト
だ
が
、

運
用
開
始
か
ら
１
年
半
を
迎
え
た

２
０
１
９
年
７
月
時
点
で
、
ユ
ー

ザ
ー
数
は
人
口
の
２
・
５
％
の
１

０
４
７
人
、
取
扱
店
も
10
店
舗
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
操
作
に
不
慣
れ
な
市
民
が

多
い
中
、
ユ
ー
ザ
ー
や
取
扱
店
を

い
か
に
増
や
す
か
が
課
題
だ
と
い

う
。ま

た
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
活

用
の
利
点
と
し
て
サ
ー
バ
ー
が
不
要
な
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
か
す
み
が
う
ら
市

で
は
ク
ラ
ウ
ド
上
に
サ
ー
バ
ー
を
用
意
し

た
。
湖
山
ウ
ォ
レ
ッ
ト
の
よ
う
に
限
ら
れ

た
地
域
で
使
用
す
る
場
合
に
は
、
サ
ー
バ

ー
を
用
意
す
る
こ
と
に
よ
り
処
理
速
度
が

速
く
な
り
、
瞬
時
に
取
引
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
だ
。「
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
」
の
よ
う
に
ユ
ー
ザ
ー
が
全

世
界
に
及
ぶ
場
合
は
、
サ
ー
バ
ー
な
し
で

ϒ
ϩ
ỽ
Ϋ
ν
ỻ
ồ
ϯ
と
は

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
は
、
取
引
デ
ー

タ
を
記
録
す
る
台
帳
の
よ
う
な
も
の
で
、

暗
号
技
術
を
ベ
ー
ス
に
デ
ー
タ
を
格
納
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
が
、
前
後
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
チ

ェ
ー
ン
の
よ
う
に
つ
な
が
る
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
チ
ェ
ー
ン
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
参
加
す
る
全
員
で
共
有
す
る
。
デ
ー

タ
は
ユ
ー
ザ
ー
の
端
末
に
保
存
さ
れ
、
ユ

ー
ザ
ー
同
士
が
相
互
に
監
視
す
る
の
で
、

改
ざ
ん
が
不
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
い
わ
れ

て
い
る
。
大
容
量
の
サ
ー
バ
ー
を
用
意
す

る
必
要
が
な
い
の
で
、
保
守
費
用
な
ど
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
掛
か
ら
ず
安
価
に

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

͔
͢
Έ
が
͏
Β
ࢢ
の 

ބ
ࢁ
ϙ
Π
ϯ
τ

か
す
み
が
う
ら
市
は
、
２
０
１
６
年
度

に
地
域
経
済
循
環
分
析
を
実
施
し
、
民
間

消
費
の
域
外
流
出
が
問
題
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
た
。
そ
こ
で
、
電
子
ク
ー
ポ
ン
の

「
湖
山
ポ
イ
ン
ト
」
を
導
入
し
て
観
光
拡

大
や
健
康
増
進
、子
育
て
な
ど
を
支
援
し
、

消
費
喚
起
と
地
域
内
経
済
循
環
の
確
立

や
、
市
外
か
ら
の
定
住
・
交
流
人
口
の
増

加
を
目
指
し
た
。

湖
山
ポ
イ
ン
ト
は
、「
湖
山
ウ
ォ
レ
ッ

ト
」（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
対
象
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
参

ブロックチェーン構造イメージ（情報通信白書 for kids より）

２
０
１
９
年
度
国
内
調
査
報
告

茨
城
県
か
す
み
が
う
ら
市　

飛
騨
信
用
組
合

―かすみがうら市はポイント事業で活用―
地域経済循環にブロックチェーン

日本の中ؒࢁ地域では地ܗ的৚݅など͔らਓྲྀޱ出が進み、地域ࡁܦが॥؀ͤͣ、͞らなるਓྲྀޱ出
をੜΉとい͏ѱ॥؀がىこͬている。こ͏したঢ়گの中、「ϒϩοΫνΣーン」を׆༻してѱ॥؀͔ら
の୤٫をࢼみる地域が͋る。ϒϩοΫνΣーンは、ٕज़の特ੑ্、ߴいセΩϡϦティが୲อ͞れ、ۚ༥
にݶらͣ、ݸਓ৘ใを取りѻ͏ߦ੓αーϏεでの׆༻もظ଴͞れている。
本調査では、ϒϩοΫνΣーンを׆༻して地域ϙΠンτۀࣄをӡ༻しているҵ৓͔͢ݝみが͏ら市と、
ϒϩοΫνΣーンを࢖Θͣに地域௨՟੍౓をಋೖしたذෞݝのඈଭ৴༻組߹の取り組みを௨してϒϩο
ΫνΣーンの༗ޮੑを考࡯した。
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本
格
的
に
活
用
す
る
日
も
近
い
だ
ろ
う
。

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
活
用
法
を
見
い
だ

し
、
早
期
の
実
用
化
に
向
け
て
行
政
と
地

元
企
業
、金
融
機
関
な
ど
が
連
携
し
、様
々

な
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
副
参
事
　
笹
木 

和
美

 

（
秋
田
県
大
館
市
よ
り
派
遣
）

　
副
参
事
　
吉
岡 

実
紀

 

（
島
根
県
松
江
市
よ
り
派
遣
）

　
前
副
参
事
　
咲
間 

琴

 

（
現
兵
庫
県
三
田
市
）

路
や
不
動
産
の
管
理
な
ど
、
幅
広
い
分
野

で
そ
の
技
術
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、
カ
ル
テ
や
処
方
箋

を
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
に
記
録
し
、
患

者
と
国
内
全
て
の
医
師
・
看
護
師
が
共
有

し
て
い
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
活
用

し
た
処
方
箋
の
交
付
に
つ
い
て
は
患
者
の

99
％
が
活
用
し
て
お
り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
の
減
少
や
通
院
回
数
の
減
少
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
の
調
査
報
告
も
あ
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
活
用
・
運
用
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
る
が
国
内
外
で
進
ん
で
い
る
。
こ

の
技
術
を
地
域
活
性
化
分
野
に
お
い
て
も

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
方
式
は
サ
ー
バ
ー
管

理
方
式
よ
り
決
済
処
理
に
多
く
の
時
間
を

要
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ブ
ロ

ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
方
式
を
用
い
る
メ
リ
ッ
ト

は
少
な
い
と
判
断
し
、
サ
ー
バ
ー
管
理
方

式
で
の
運
用
と
な
っ
た
。

ν
ỻ
ồ
ϯ
ಋ
ೖ
΁
஍
Ҭ
Ͱ
࿈
ܞ
Λ

日
本
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
活

用
す
る
取
り
組
み
の
多
く
が
実
証
試
験
段

階
で
止
ま
っ
て
い
る
。そ
の
理
由
と
し
て
、

情
報
処
理
速
度
が
遅
い
と
い
う
技
術
面
の

問
題
と
、
法
律
な
ど
制
度
面
の
問
題
が
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
制
度
面
で
は
問
題

解
決
に
向
け
た
研
究
が

進
ん
で
お
り
、
技
術
面

で
も
「
Ｒ
ｅ
ｄ 

Ｂ
ｅ

ｌ
ｌ
ｙ
」
と
い
う
高
速

処
理
シ
ス
テ
ム
の
実
験

が
成
功
す
る
な
ど
情
報

処
理
速
度
は
大
幅
に
向

上
す
る
見
込
み
だ
。

世
界
に
目
を
向
け
る

と
、
金
融
分
野
に
と
ど

ま
ら
ず
、
商
品
供
給
経

を
取
り
込
み
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ら
れ
な
い
か
と
い
う
考
え
か
ら
、
地

域
通
貨
「
さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
」
が
誕
生
し

た
。さ

る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
上
で
取
り
扱
う
電
子
地
域
通

貨
で
あ
り
、
高
山
市
、
飛
騨
市
、
白
川
村

で
利
用
で
き
る
。
事
前
に
お
金
を
チ
ャ
ー

ジ
す
る
プ
リ
ペ
イ
ド
方
式
で
、
チ
ャ
ー
ジ

時
に
金
額
の
１
％
が
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
付
与
さ
れ
る
。

さ
る
ぼ
ぼ
コ
イ
ン
は
、
加
盟
店
が
店
先

で
提
示
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
者

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
か
ら
読
み

取
る
こ
と
で
決
済
が
で
き
る
。
店
舗
側
の

負
担
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
提
示
の
み
で
、
読

み
取
り
機
な
ど
の
導
入
コ
ス
ト
が
か
か
ら

な
い
こ
と
が
強
み
だ
。
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

か
ら
順
調
に
利
用
数
が
伸
び
て
お
り
、
２

０
１
９
年
７
月
時
点
の
ユ
ー
ザ
ー
数
は
約

８
３
０
０
人
、
加
盟
店
数
は
約
１
１
０
０

店
舗
に
達
す
る
。

飛
騨
信
は
実
証
試
験
で
、
従
来
型
の
サ

ー
バ
ー
管
理
と
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
両

方
式
を
並
行
し
て
検
証
し
た
。そ
の
結
果
、

飛騨信用組合を取材

「湖山ポイント」取扱店

湖山ウォレットアプリ
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【
講
義
Ⅰ
】 

で
き
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
実
施

総
務
省
地
域
通
信
振
興
課
の
植
村
昌
代

氏
が
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体
に
向
け
た
国
や

地
方
自
治
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。
人
口
減
少
が
深
刻
化
し
て
も
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
す
る
た
め
に
は
、

仕
事
の
抜
本
的
見
直
し
と
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
必
要
で
あ
る
と
指

摘
。
地
方
自
治
体
に
お
け
る
導
入
状
況
と

課
題
、
業
務
の
見
直
し
や
体
制
整
備
な
ど

Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
し

た
。
国
は
、
特
別
交
付
税
措
置
や
地
域
情

報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
な
ど
各
種

導
入
支
援
制
度
を
整
備
し
て
お
り
、
今
後

は
導
入
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
も
予
定
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
講
義
Ⅱ
】 

今
の
ま
ま
で
は
成
り
立
た
な
い

つ
く
ば
市
の
三
輪
修
平
氏
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

デ
ー
タ
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
共
創
事
業
『
つ
く

ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
イ
ッ
チ
』」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
２
０
４
０
年
に
は
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
高
齢
者
に
な
り
労
働

力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
着

目
し
、
共
同
研
究
か
ら
本
番
活
用
に
至
っ

た
経
緯
を
説
明
。「
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ

ン
」（
リ
ス
ク
を
恐
れ
な
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
精

神
の
持
ち
主
）
を
見
つ
け
、
庁
内
で
成
功

事
例
を
つ
く
る
こ
と
の
重
要
性
に
言
及
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
と
情
報
担
当

部
署
の
人
間
が
協
力
・
連
携
し
て
い
く
こ

と
や
、
自
治
体
間
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

【
講
義
Ⅲ
】 

３
分
の
１
の
仕
事
が
Ｒ
Ｐ
Ａ
に

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
社
会
基
盤
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
本
部
の
里
田
有
毅
氏
が
、
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
導
入
事
例
や
効
果
・
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。「
繁
忙
期
の
業
務
負

担
が
平
準
化
さ
れ
た
」
な
ど
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
導

入
企
業
が
行
っ
た
ユ
ー
ザ
ア
ン
ケ
ー
ト
の

内
容
や
、
手
書
き
の
く
せ
字
も
解
読
可
能

な
「
Ａ
Ｉ

－

Ｏ
Ｃ
Ｒ
」（
人
工
知
能
搭
載
型

光
学
式
文
字
読
み
取
り
シ
ス
テ
ム
）
に
つ

い
て
紹
介
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
Ａ
Ｉ

－

Ｏ
Ｃ
Ｒ
を

組
み
合
わ
せ
、
住
民
か
ら
の
申
請
書
類
を

見
て
デ
ー
タ
を
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す

る
業
務
を
自
動
化
で
き
る
可
能
性
を
指
摘

し
た
ほ
か
、
自
治
体
間
の
共
通
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
化
す
る

「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」
の
導
入
に
つ
い

て
も
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て
】

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、「
Ｒ
Ｐ
Ａ
導

入
に
は
、
現
場
で
の
業
務
効
率
に

関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
視
し
、

ス
キ
ル
よ
り
巻
き
込
む
力
が
あ
る

人
材
が
必
要
だ
」「
フ
ァ
ー
ス
ト

ペ
ン
ギ
ン
発
掘
の
ヒ
ン
ト
と
し
て

ゲ
ー
マ
ー
は
目
を
輝
か
せ
る
」「
現

物
を
見
せ
な
が
ら
ス
モ
ー
ル
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
大
切
だ
」

な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
や
質
疑

応
答
が
あ
り
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
効
果
や

実
現
可
能
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

◆
本
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

総
務
省
情
報
流
通
行
政
局 

地
域
通
信
振
興
課 

課
長
補
佐 

 

植
村 

昌
代 

氏

茨
城
県
つ
く
ば
市
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

推
進
課 

係
長 

三
輪 

修
平 

氏

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
社
会
基
盤
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
本
部 

課
長 

里
田 

有
毅 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
企
画
グ
ル
ー
プ

　
●
宮
崎 

真
菜

 

（
静
岡
県
牧
之
原
市
か
ら
出
向
）

２
０
２
０
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
熱
意
の
あ
る
方
を
対
象
に
「
新
た
な

知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
」（
旧
「
土
日
集
中
セ
ミ
ナ
ー
」）
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
８
月
21
日
（
金
）
に
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
事
例
か
ら
学
ぶ
業
務
効
率
化
に
よ

る
働
き
方
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、
全
国
各

地
か
ら
自
治
体
職
員
な
ど
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、「
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
略
称
で
、

従
来
人
間
が
行
っ
て
い
た
単
純
・
定
型
的
な
作
業
を
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
手
順
を
記

し
た
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
い
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
が
代
行
し
、
業
務
行
程
の
自

動
化
を
図
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

オンライン開催に 19人が参加

業
務
効
率
化
に
よ
る
働
き
方
改
革

〜
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
事
例
か
ら
学
ぶ
〜
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広報室
だより

基
調
講
演

大
和
エ
ナ
ジ
ー
・
イ
ン
フ
ラ
株
式
会
社

投
資
事
業
第
三
部
副
部
長
（
大
和
総
研
よ

り
出
向
）
の
鈴
木
文
彦
氏
が
「
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
時
代
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
経
営
〜

地
元
Ｐ
Ｒ
・
ふ
る
さ
と
郷
愁
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
か
ら
育
成
思
考
の
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
へ
〜
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
〝
ア
ン
テ
ナ
〞

と
は
何
を
指
す
の
か
？
」
と
い
う
問
い
か

け
で
始
ま
り
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
役

割
に
焦
点
を
当
て
た
話
を
展
開
。
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、「
地
産
商
品
を
オ
ス
ス

メ
す
る
」「
観
光
や
移
住
情
報
を
お
届
け

す
る
」
な
ど
の
発
信
機
能
の
他
、 

立
地
を

活
か
し
て
都
民
ら
の
感
覚
や
意
見
を
取
り

入
れ
る
と
い
う
受
信
機
能
が
重
要
で
あ
る

と
強
調
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
商
品
を
手
に
取
る
客
の

年
代
な
ど
の
情
報
や
買
い
た
い
商
品
の
傾

向
を
知
り
、
生
産
者
や
自
治
体
に
還
元
す

る
こ
と
で
、
今
後
の
商
品
改
善
や
販
路
拡

大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

質
疑
応
答
の
時
間
に
も
、
商
品
選
定
や

体
験
型
の
「
コ
ト
消
費
」
に
つ
い
て
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、有
意
義
な
講
演
に
な
っ
た
。

事
例
発
表

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
２
店
舗
が
発
表
し

た
。１

店
舗
目
は
、島
根
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
「
日
比
谷
し
ま
ね
館
」。
県
東
京
事
務

所
産
業
振
興
部
部
長
の
佐
々
木
文
雄
氏
と

日
比
谷
し
ま
ね
館
長
の
安
達
昌
明
氏
が
、

移
転
オ
ー
プ
ン
し
た
日
比
谷
し
ま
ね
館
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。

日
比
谷
し
ま
ね
館
は
、
日
本
橋
の
路
面

店
か
ら
日
比
谷
の
商
業
施
設
（
日
比
谷

シ
ャ
ン
テ
）
内
に
移
転
し
て
今
年
５
月
29

日
に
オ
ー
プ
ン
。
新
店
舗
は
、
生
産
者
や

職
人
の
実
演
販
売
が
行
わ
れ
る
「
ご
縁
ス

テ
ー
ジ
」、
移
住
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

が
配
置
さ
れ
た
「
移
住
観
光
コ
ー
ナ
ー
」

な
ど
、
新
た
に
交
流
や
「
ご
縁
」
に
も
焦

点
を
当
て
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
掲
げ
た
の
が

「
顧
客
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
訴
求
・
ワ
ン

チ
ー
ム
」。
安
達
氏
は
、ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
の
役
割
・
意
義
に
つ
い
て
理
解
度
を
常

に
確
か
め
、
売
り
上
げ
拡
大
を
目
標
に
、

日
比
谷
し
ま
ね
館
を
島
根
県
産
品
へ
の
理

解
や
興
味
を
顧
客
に
醸
成
さ
せ
る
東
京
の

窓
口
と
し
て
再
構
築
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
ワ

ン
チ
ー
ム
と
な
り
、
常
に
チ
ャ
ン
レ
ジ
す

る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
体
現
し
て
い
く

と
語
っ
た
。

２
店
舗
目
は
、高
知
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
「
ま
る
ご
と
高
知
」。
店
長
の
佐
々
木

誠
氏
が
「
ま
る
ご
と
高
知
の
オ
ン
ラ
イ
ン

商
談
会
」
に
つ
い
て
話
し
た
。

今
年
８
月
21
日
に
10
周
年
を
迎
え
た
ま

る
ご
と
高
知

は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
注

文
・
決
済
が
で

き
る
電
子
商
取

引
（
Ｅ
Ｃ
）
サ

イ
ト
「
お
う
ち
で
ま
る
ご
と
高
知
」
を
設

立
。
ネ
ッ
ト
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
配
信
す

る
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
だ

の
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
」
だ
。「
リ

ア
ル
な
商
談
会
」
で
は
、
物
理
的
な
距
離

の
問
題
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
事
業
者
も

い
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
地
元

の
高
知
市
、
四
万
十
市
で
の
商
談
会
で
は

こ
う
し
た
点
も
解
消
さ
れ
て
い
た
。

佐
々
木
氏
は
、
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
な
ど

の
課
題
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し

て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会
の
取
り
組
み
は

続
け
、
さ
ら
な
る
活
性
化
を
求
め
て
い
く

と
語
っ
た
。

◇

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
変
化
す
る
環

境
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今

後
も
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
運
営
に
関
わ
る
情
報
を
発

信
し
、
参
加
者
同
士
で
の
情
報
交
換
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

情
報
・
広
報
グ
ル
ー
プ

●
石
原 

歩
美

 

（
岡
山
県
真
庭
市
よ
り
派
遣
）

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
８
月
31
日
、
第
21
回
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
情
報
交
換
会

を
開
催
し
た
。
同
会
は
、
自
治
体
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
間
の
情
報
共
有
、
交
流
・
連
携
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
年
２
回
開
催
し
て
い
る
。

第
21
回
の
テ
ー
マ
は
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
運
営
」。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
、
今
年
の
４
〜
８
月
は
旅
行
な
ど
で
東
京
と
地

方
間
を
往
来
す
る
人
が
減
り
、
そ
の
結
果
、
注
目
を
浴
び
た
の
が
都
内
に
あ
る
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
だ
。
東
京
に
居
な
が
ら
地
方
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
、特
産
品
も
購
入
で
き
る
と
あ
っ

て
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
特
集
を
組
む
メ
デ
ィ
ア
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
「
こ
れ
か
ら
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
運
営
」
に
焦
点
を
当
て
、
基
調
講
演
と
事
例
発

表
を
行
っ
た
。

講演資料はここから

―
第
21
回
ࣗ
࣏
ମ
Ξ
ン
ς
ナ
シ
ョ
ỽ
プ
৘
ใ
ަ
׵
ձ
―

΢
ỹ
ζ
ί
ロ
ナ
࣌
୅
の
ӡ
Ӧ
য
఺
ʹ
ߨ
ԋ
ɾ
ࣄ
ྫ
ൃ
ද

19 2020・11月号 地域づくり 本編 セクション地域づくり 本編 PB



地
域
概
要

静
岡
県
南
伊
豆
町
は
、
伊
豆
半
島
の
最

南
端
に
あ
る
人
口
約
８
０
０
０
人
の
町
で

す
。
東
京
都
心
か
ら
は
自
動
車
で
約
３
時

間
半
、
電
車
で
約
２
時
間
50
分
の
距
離
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
、
本
州
随
一
の
透
明
度
を
誇

る
秘
境
「
ヒ
リ
ゾ
浜
」、
日
本
の
渚
百
選

「
弓
ヶ
浜
」、
青
野
川
沿
い
に
植
え
ら
れ
た

約
８
０
０
本
の
早
咲
き
の
河
津
桜
の
ほ

か
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
た
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
構
成
す

る
数
多
く
の
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
自

然
豊
か
な
地
域
特
性
を
活
か
し
た
観
光
業

が
盛
ん
で
す
。

一
方
で
、
全
国
の
多
く
の
自
治
体
と
同

様
に
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
現
在
で
は
人
口
の
半
数
近
く
が

高
齢
者
と
な
り
、
自
然
減
少
を
中
心
に
毎

年
約
２
０
０
人
近
く
が
減
っ
て
い
ま
す
。

活
動
状
況

私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
未
来
塾
は
、

そ
の
美
し
い
自
然
を
守
る
こ
と
を
主
な
目

的
と
し
て
平
成
14
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
海
中
・
海
岸
清
掃
イ
ベ
ン
ト

の
ほ
か
、
移
住
支
援
事
業
と
し
て
首
都
圏

で
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
、
南
伊
豆

現
地
セ
ミ
ナ
ー
（
移
住
ツ
ア
ー
）
な
ど
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
14
年
に
初
め
て
開
催
し
た
南
伊
豆

現
地
セ
ミ
ナ
ー
は
、
準
備
不
足
の
た
め
参

加
者
に
は
大
変
不
評
で
し
た
が
、
そ
の
反

省
点
を
踏
ま
え
、
複
数
の
コ
ー
ス
を
設
定

し
て
ス
タ
ッ
フ
や
先
輩
移
住
者
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
機
会
を
多
く
す

る
な
ど
、
改
善
を
図
り
な
が
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
町
か
ら
の
受

託
事
業
と
し
て
、
年
間
を
通
じ
た
移
住
現

地
案
内
（
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
町
内
案
内
）

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
活
動
の
成
果
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
最
近
で
は
目
に
見
え
て
移
住
者
が
増

え
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

移
住
支
援
で
見
え
た
課
題

交
流
・
定
住
事
業
を
続
け
て
い
く
中
で

見
え
て
き
た
課
題
が
、
実
際
に
移
住
し
て

き
た
方
々
の
居
場
所
問
題
で
し
た
。
既
に

地
元
に
知
り
合
い
が
い
る
方
は
良
い
の
で

す
が
、
孤
立
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
移

住
者
も
多
い
こ
と
が
分
か
り
、
地
元
住
民

と
移
住
者
が
一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

開
催
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
移
住
・
定
住
の
推
進
に
合
わ

せ
、
地
元
住
民
と
移
住
者
の
交
流
機
会
を

増
や
し
て
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
移

住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業
を
活
用

し
、
令
和
元
年
度
に
次
の
二
つ
の
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

①
移
住
・
交
流
推
進
窓
口
の
開
設

ま
ず
、
南
伊
豆
町
の
中
心
に
あ
る
下
賀

茂
地
区
の
下
賀
茂
熱
帯
植
物
園
に
移
住
・

交
流
推
進
窓
口
を
設
置
し
、
移
住
や
そ
の

後
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
る

体
制
を
整
え
ま
し
た
。

こ
の
窓
口
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ

シ
を
作
成
し
て
町
内
に
配
布
す
る
こ
と

で
、
南
伊
豆
町
を
訪
れ
る
人
の
目
に
と
ま

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
告
知
も

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
静
岡
県
南
伊
豆
町
）

地
元
住
民
と
移
住
者
の
交
流
機
会
を
拡
大

―
推
進
窓
口
を
開
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
も
―石

川
　
憲
一

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
未
来
塾
理
事
長

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の

柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推
進

支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す

る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
令
和
元
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
静
岡
県
南
伊
豆
町
の
取
り
組
み
を
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
未
来
塾
理
事
長
の
石
川
憲
一
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

 
（
企
画
グ
ル
ー
プ
）
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行
い
ま
し
た
。

最
初
の
う
ち
は
窓
口
を
訪
れ
る
人
は
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

相
談
者
が
増
え
、
さ
ら
に
現
地
案
内
を
希

望
す
る
人
も
多
く
な
り
、
成
果
と
し
て
６

組
の
移
住
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

②
移
住
・
交
流
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

続
い
て
、
８
月
か
ら
町
の
活
性
化
と
地

域
住
民
・
移
住
者
な
ど
の
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン

ト
を
８
回
開
催
し
ま
し
た
。
最
初
の
イ
ベ

ン
ト
は
「
あ
い
あ
い
岬
夕
陽
の
カ
フ
ェ
で

の
マ
ル
シ
ェ
」
で
す
。
太
平
洋
に
沈
む
夕

日
が
き
れ
い
な
あ
い
あ
い
岬
で
、
夕
日
を

見
な
が
ら
マ
ル
シ
ェ
を
楽
し
む
と
い
う
も

の
で
、
町
内
外
か
ら
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
ク

ラ
フ
ト
や
物
販
な
ど
た
く
さ
ん
の
出
店
者

が
集
ま
り
、多
く
の
来
客
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
下
賀
茂
熱
帯
植
物
園
で
行
っ
た

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
交
流
会
や
、
地
元
漁
師
に

よ
る
地
魚
の
さ
ば
き
方
講
習
会
に
も
、
そ

れ
ぞ
れ
20
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
移
住

者
か
ら
は
、「
日
ご
ろ
話
す
機
会
が
少
な

い
地
元
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
好
評
で
し
た
。

そ
の
後
も
、
南
伊
豆
町
と
交
流
の
あ
る

東
京
都
杉
並
区
在
住
の
落
語
家
を
招
い
た

「
落
語
の
会
」、
町
内
に
移
住
し
た
シ
ェ
フ

に
よ
る
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
講
習

会
、
町
内
飲
食
店
の
い
ろ
い
ろ
な
カ
レ
ー

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
「
カ
レ
ー
フ
ェ

ス
」、
南
伊
豆
町
の
近
海
で
採
れ
る
タ
カ

ア
シ
ガ
ニ
の
試
食
会
な
ど
を
開
催
し
ま
し

た
。中

で
も
カ
レ
ー
フ
ェ
ス
は
、
用
意
し
た

５
０
０
食
分
の
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
が
数
日

で
完
売
し
て
し
ま
い
、
急
き
ょ
当
日
券
を

作
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
下
賀
茂
熱
帯
植
物
園
の
運
営
者
か

ら
も
、
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
と
い
う
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

町
内
の
飲
食
店
を
一
堂
に
集
め
る
こ
と

で
、
参
加
者
は
こ
れ
ま
で
行
っ
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
店
と
出
会
い
、
イ
ベ
ン
ト
後

に
も
そ
の
店
を
利
用
し
て
も
ら
え
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。今

回
実
施
し
た
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
す
る
に
当
た
っ
て
気
を
つ
け
た
こ
と

は
、
移
住
者
と
地
元
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
興

味
を
持
ち
そ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
つ
く
る
こ

と
で
し
た
。
例
え
ば
、
移
住
者
の
シ
ェ
フ

に
よ
る
地
元
食
材
を
調
理
す
る
講
習
会
で

は
、
地
元
の
あ
り
ふ
れ
た
食
材
を
ど
う

や
っ
て
新
し
い
料
理
に
仕
上
げ
て
い
く
か

が
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
が

参
加
者
の
興
味
を
引
き
、
地
元
住
民
か
移

住
者
か
に
関
わ
ら
ず
意
見
を
交
換
す
る
場

面
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
未
来
塾
は
、
地
域
で

暮
ら
す
人
々
の
活
躍
の
場
を
つ
く
り
、
地

域
や
町
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
回
の
移
住
・
交
流
推
進
窓

口
お
よ
び
移
住
・
交
流
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
事
業
を
通
じ
て
、
人
や
店
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
で
き
た
た
め
、
こ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
交
流
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
活
躍
の
場
を
つ
く
り
、
そ
れ

を
町
の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
参
加
者

同
士
が
知
り
合
い
に
な
り
、
イ
ベ
ン
ト
以

外
で
も
交
流
し
て
い
る
例
が
あ
る
よ
う

に
、
仲
間
づ
く
り
を
通
じ
て
移
住
者
の
定

住
支
援
に
も
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
思
う
よ
う
に
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
来
年
１

月
に
は
好
評
を
博
し
た
カ
レ
ー

フ
ェ
ス
を
感
染
防
止
に
配
慮
し
た

運
営
方
法
で
開
催
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
関
係
者
で
協
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
つ

い
て
は
先
が
見
通
せ
な
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
新
た
な

生
活
様
式
に
対
応
し
た
方
法
を
考

え
な
が
ら
、
私
た
ち
が
目
指
す
理

想
に
向
け
て
ま
い
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

南伊豆食材を楽しむ会

南伊豆生活を楽しもうBBQ交流会

あいあい岬夕陽のカフェ

移住・交流推進窓口
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体
制
を
構
築
す
る
。

②
就
労
機
会
の
拡
大

農
福
連
携
と
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
企
業

の
視
点
を
組
み
合
わ
せ
た
農
業
経
営
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
就
労
機
会
の
拡
大

を
図
る
。

③
表
彰
制
度
の
導
入

障
害
者
雇
用
の
取
り
組
み
を
周
知
し
、

雇
用
者
の
意
識
を
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
他
事
業
者
の
参
考
と
な
る
よ
う
な
企

業
や
作
業
所
を
表
彰
す
る
。

前
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

 

●
須
藤 

宇
道
（
現
新
潟
県
上
越
市
）

れ
の
特
性
に
合
わ
せ
て
い
か
に
仕
事
を
で

き
る
よ
う
に
す
る
か
、
と
い
う
視
点
に
立

っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、

従
業
員
一
人
一
人
が
企
業
を
支
え
る
人
材

と
し
て
役
割
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

が
社
会
参
加
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

্
ӽ
ࢢ
΁
の
ఏ
Ҋ

ド
イ
ツ
で
の
調
査
結
果
か
ら
、
上
越
市

に
対
し
て
次
の
３
点
を
提
案
し
た
い
。

①
協
働
体
制
の
構
築

障
害
者
の
就
労
斡
旋
か
ら
就
労
後
の
ケ

ア
ま
で
を
一
体
的
に
行
う
た
め
、
関
係
機

関
の
得
意
分
野
を
活
か
せ
る
よ
う
な
協
働

ௐ
ࠪ
݁
Ռ 

法
定
雇
用
率
を
比
較
す
る
と
ド
イ
ツ
の

方
が
高
く
、
調
整
金
も
重
度
障
害
者
が
社

会
参
加
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
重
度
障
害
者

の
就
業
を
支
援
す
る
第
三
者
機
関
が
あ
る

な
ど
様
々
な
支
援
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
ド
イ
ツ

で
は
、
障
害
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
社

会
的
包
摂
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
）
の
意
識
が
高
く
、
障
害
者
に
は

働
く
た
め
の
多
く
の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
、
障
害

者
の
一
般
就
労
へ
の

移
行
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
「
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
企
業
」
が

挙
げ
ら
れ
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
企
業
は
、
一
般
企

業
に
比
べ
て
法
人
税

が
低
く
、
助
成
金
の

種
類
が
多
い
な
ど

様
々
な
面
で
優
遇
さ

れ
て
お
り
、
重
度
障

害
者
の
第
３
の
働
く

場
と
な
っ
て
い
る
。

調
査
に
訪
れ
た
２
社

は
、
従
業
員
そ
れ
ぞ

訪問したインクルージョン企業がレンタル用品を保管する巨大な倉庫。
障害者でも働きやすい環境が整えられている

訪問したインクルージョン企業が経営するホテルのレストラン。
重度障害者がウェイターなどに従事

海
外
調
査
報
告

ド
イ
ツ

―社会的包摂の意識高いドイツ―
障害者就労へ協働体制構築を

චऀの೿ݩݣで͋る৽্ׁݝӽ市は、োऀ֐の৬܇ۀ࿅΍৬৔։୓、৬৔ఆணなどのҰ؏したब࿑支
援・ޏ༻ଅ進に取り組Μでいる。োऀ֐のब࿑はࣾձ参Ճのػձで͋り、ਓखෆ଍が໰୊となる地ํに
おいては୲いखの֬อにもつながる。し͔し、๏ఆޏ༻཰が̎ɽ̎ ˋにҾ্͖げられたものの、࣮ޏ༻
཰は·だ·だ௿いのがݱঢ়だ。ࡏݱもब࿑ܧଓ支援αーϏεのར༻ऀは૿Ճしており、োऀ֐がࣾձで
自ཱ͢ることはґવとして೉しいঢ়گに͋る。
こ͏したഎ͔ܠら、ޙࠓの্ӽ市におけるোऀ֐のҰൠब࿑ଅ進の参考と͢ることを໨的に、ドΠπ
のোऀ֐のब࿑・ޏ༻にؔ͢る取り組みについて調査した。
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り
、
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
保
障
さ

れ
て
い
る
。

子
育
て
家
庭
と 

早
期
に
つ
な
が
る
た
め
に

調
査
の
結
果
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
子

育
て
家
庭
の
ネ
ウ
ボ
ラ
利
用
を
促
す
た
め

に
、
訪
問
の
た
め
の
動
機
付
け
や
設
置
場

所
に
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
妊
娠
・
出
産
後
の
早
期
に
ネ
ウ
ボ
ラ

を
訪
問
し
て
も
ら
い
、
保
健
師
が
家
族
全

員
と
対
話
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
問

題
が
大
き
く
な
る
前
に
対
処
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

前
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

 

●
新 

大
毅
（
現
京
都
府
井
手
町
）

つ
い
て
把
握
し
た
上
で
相
談
に
乗
り
、
必

要
に
応
じ
て
助
言
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
妊
娠
初
期
の
総
合

健
診
に
は
、
妊
婦
と
と
も
に
夫
の
同
席
が

求
め
ら
れ
、
家
族
全
員
で
ネ
ウ
ボ
ラ
を
訪

問
す
る
。
そ
の
際
、
家
族
全
員
に
健
康
状

態
や
生
活
状
況
、
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て

尋
ね
、
保
健
師
が
個
々
の
家
庭
に
あ
っ
た

支
援
計
画
を
作
成
す
る
。

ネ
ウ
ボ
ラ
の
保
健
師
は
相
談
に
あ
た

り
、
特
に
対
話
を
重
視
し
て
い
る
。
対
話

を
重
ね
る
こ
と
で
、
妊
婦
や
家
族
の
不
安

を
和
ら
げ
る
と
と
も
に
、
健
康
状
態
や
生

活
環
境
な
ど
の
多
く
の
情
報
を
引
き
出

し
、
問
題
が
深
刻
に
な
る
前
に
対
処
し
て

い
る
。
ネ
ウ
ボ
ラ
内
に
は
、
保
健
師
ご
と

に
相
談
の
た
め
の
個
室
が
設
け
ら
れ
て
お

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は

ネ
ウ
ボ
ラ
は
「
助
言
・
ア
ド
バ
イ
ス
の

場
」
を
意
味
し
、
か
か
り
つ
け
の
保
健
師

が
担
当
の
母
子
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添

い
、
妊
娠
か
ら
就
学
前
ま
で
を
支
え
る
制

度
だ
。
子
育
て
家
庭
が
身
近
に
サ
ポ
ー
ト

を
得
ら
れ
る
地
域
の
拠
点
の
名
称
で
も
あ

る
。
ネ
ウ
ボ
ラ
の
特
徴
は
、
年
齢
や
社
会

的
・
経
済
的
地
位
に
関
係
な
く
全
家
庭
が

無
料
で
保
健
師
か
ら
子
育
て
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

専
任
の
保
健
師
が
妊
婦
の
妊
娠
初
期
か
ら

個
別
に
対
話
を
積
み
重
ね
、
一
人
一
人
に

丁
寧
に
寄
り
添
っ
て
い
る
。

ネ
ウ
ボ
ラ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
内
に
約

８
５
０
カ
所
設
置
さ
れ
て
お
り
、
妊
婦
の

利
用
率
は
99
・
７
％
、
出
産
後
の
利
用
率

は
99
・
５
％
と
非
常
に
高
い
。

ネ
ウ
ボ
ラ
の
特
色

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
ネ
ウ
ボ
ラ
で
発

行
さ
れ
る
妊
娠
証
明
書
の
提
出
と
妊
婦
健

診
の
受
診
を
母
親
手
当
の
受
給
要
件
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
病
院
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ネ
ウ
ボ

ラ
も
あ
り
、
妊
娠
・
子
育
て
家
庭
に
ネ
ウ

ボ
ラ
の
訪
問
を
促
す
た
め
に
様
々
な
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
。

ネ
ウ
ボ
ラ
は
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族

関
係
や
子
育
て
に
あ
た
っ
て
の
見
通
し
に

ネウボラ視察の様子。右端が筆者

ネウボラの相談室

海
外
調
査
報
告

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

―出産・子育て支援の先進国―
フィンランドのネウボラに学ぶ

フィンランドは、北欧諸国の中でも特に子育て支援の分野で先進的な国だ。出産・子育て世代への支
援施策の中で、特徴的な取り組みとして各自治体における「ネウボラ」の設置が挙げられる。日本の自
治体でも、フィンランドのネウボラを参考に「子育て世代包括支援センター」の設置が進められている。
そこで、フィンランド・ラハティ市を訪れ、ネウボラが地域で果たしている役割などについて調査した。
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100年先まで地域を笑顔に
―デジタルプラットフォーム「wallabee」で課題解決―

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

（
ｊ
ｅ
ｋ
ｉ
）
に
関
す
る
世
間
一
般
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
駅
や
電
車
内
の
交

通
媒
体
を
管
理
す
る
媒
体
社
と
い
う
方
が

ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
現
に
日
本
の
総

合
広
告
業
界
に
お
い
て
は
、電
通
、博
報
堂
、

Ａ
Ｄ
Ｋ
に
次
ぐ
実
績
（
２
０
１
９
年
度
末
）

と
な
っ
て
お
り
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ

専
門
」
や
「
交
通
媒
体
部
門
」
の
代
理
店

と
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
独
自
の
事
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
武
器
に
国
や

地
方
自
治
体
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、

新
た
な
価
値
創
造
も
行
っ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
観
光
型
М
ａ
ａ
Ｓ
（
マ
ー

ス
、
次
世
代
交
通
サ
ー
ビ
ス
）
に
端
を
発

し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ア
で
あ
る
デ
ジ

タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
ｗ
ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｅ
ｅ
（
ワ
ラ
ビ
ー
）」
の

機
能
や
、
地
域
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
役

立
て
て
い
る
の
か
を
実
例
と
併
せ
て
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
Ｉ
ｚ
ｕ
ｋ
ｏ
」
で 

見
え
て
き
た
こ
と

日
本
初
の
観
光
型
М
ａ
ａ
Ｓ
と
し
て
実
証

実
験
を
実
施
し
た
静
岡
県
伊
豆
エ
リ
ア
は
、

「
天
城
越
え
」
に
代
表
さ
れ

る
浄
蓮
の
滝
や
堂
ヶ
島
な

ど
数
多
く
の
自
然
に
恵
ま

れ
た
魅
力
的
な
観
光
地
で

す
。
住
民
の
年
齢
構
成
に

目
を
向
け
る
と
、
他
の
地

域
と
同
様
に
高
齢
化
率
は

約
３
割
に
上
り
、
人
口
の

減
少
も
進
み
、
公
共
交
通

を
は
じ
め
、
観
光
に
携
わ

る
担
い
手
の
確
保
が
厳
し

い
状
況
で
す
。そ
の
一
方
で
、

鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

の
公
共
交
通
機
関
は
数
多

く
存
在
し
て
い
な
が
ら
、

観
光
客
の
来
訪
手
段
は
８

割
が
マ
イ
カ
ー
と
い
う
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
状
況
に
あ

り
、
地
域
全
体
の
モ
ビ
リ

テ
ィ
戦
略
の
見
直
し
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が

不
可
欠
な
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
東
急
、
ｊ
ｅ

ｋ
ｉ
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
地
域
の
公
共
交

通
機
関
な
ら
び
に
、
伊
豆
エ
リ
ア
７
市
６

町
の
観
光
を
リ
ー
ド
す
る
「
美
し
い
伊
豆

創
造
セ
ン
タ
ー
」
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
の
大

型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
静
岡
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
開
催
さ

れ
る
期
間
に
観
光
型
М
ａ
ａ
Ｓ
「
Ｉ
ｚ
ｕ

ｋ
ｏ
（
イ
ズ
コ
）」
を
実
施
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
１
台
で
移
動
手
段
の
検

索
、
予
約
、
決
済
を
可
能
と
し
、
見
せ
る

だ
け
で
乗
車
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
フ
リ
ー
パ

ス
の
取
り
扱
い
を
始
め
る
と
と
も
に
、
観

光
客
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
も
利
用
で
き

る
「
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
乗
合
交
通
」
を

運
行
し
ま
し
た
。

当
時
、
日
本
に
お
け
る
「
М
ａ
ａ
Ｓ
」

と
い
え
ば
、
福
岡
で
展
開
し
て
い
る
「
ｍ

ｙ 

ｒ
ｏ
ｕ
ｔ
ｅ
（
マ
イ
ル
ー
ト
）」
の
み

で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
М
ａ
ａ
Ｓ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
存
在
し
な
い
状
況

で
し
た
の
で
、１
回
目
の
「
Ｉ
ｚ
ｕ
ｋ
ｏ
」

は
海
外
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用

し
、
ア
プ
リ
で
実
施
し
ま
し
た
。
シ
ー
ム

レ
ス
な
移
動
の
実
現
や
、
周
遊
効
果
に
よ

る
地
域
経
済
へ
の
貢
献
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
の
対
応
、
地
元
高
校
生
に
よ
る
「
Ｉ
ｚ

ｕ
ｋ
ｏ
」
を
題
材
と
し
た
「
観
光
甲
子
園
」

へ
の
出
場
な
ど
、
次
代
を
担
う
若
者
た
ち

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
一
定
の
効
果

株式会社ジェイアール東日本企画　
ソーシャルビジネス開発局部長 福田　暢英

株式会社ジェイアール東日本企画まちづくりコラボ

ソーシャルビジネスの事業案内
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を
得
ま
し
た
。
し
か
し
、
旅
行
者
に
と
っ

て
１
年
に
何
回
そ
の
地
を
訪
れ
る
か
定
か

で
は
な
い
旅
行
に
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
負
担
や
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実

施
、
実
証
実
験
終
了
後
を
視
野
に
入
れ
た

際
に
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
、
果
た
し
て
「
ア
プ
リ
で
よ

い
の
か
」
と
い
う
思
い
が
我
々
の
中
に
芽

生
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
誕
生
し
た
の
が
、

「
ｗ
ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｅ
ｅ
」
で
す
。

ｗ
ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｅ
ｅ
で 

地
域
を
デ
ジ
タ
ル
に

ｗ
ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｅ
ｅ
は
従
来
の
紙
チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
・
利
用
の
流
れ
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
者
と
、
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
・
利
用

す
る
お
客
さ
ま
の
利
便
性
を
高
め
た
デ
ジ

タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

す
。
特
徴
と
し
て
は
、
専
用
ア
プ
リ
が
不

要
で
、
ス
マ
ホ
の
ブ
ラ
ウ
ザ
で
動
作
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
の
消
し
込

み
方
式
は
、
電
子
ス
タ
ン
プ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
、
画
面
ス
ワ
イ
プ
な
ど
多
彩
な
方
法
か

ら
の
選
択
が
可
能
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
に
お
け
る
非
接
触
と
い
う
観
点
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
何
よ
り
も
従
来
の
紙
チ
ケ
ッ

ト
で
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
利
用
デ
ー
タ

が
入
手
可
能
と
な
り
、
現
状
把
握
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
今
後
の
戦
略
の
策
定
な
ら

び
に
最
大
効
果
を
期
待
す
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

清
算
も
ス
ム
ー
ズ
と
な
り
、
後
方
業
務
を

下
支
え
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
導
入
し
て
い
た
だ
い
た
ユ
ー

ザ
ー
さ
ま
か
ら
は「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、

ど
の
店
で
何
が
、
ど
の
く
ら
い
売
れ
た
の

か
を
オ
ン
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」（
新
潟
県
の
古
町
花
街
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
）や
、

「
紙
の
チ
ケ
ッ
ト
で
実
施
し
て
い
た
際
は
、

チ
ケ
ッ
ト
を
ホ
チ
キ
ス
止
め
し
、
レ
ジ
内

な
ど
で
保
管
し
て
い
ま
し
た
が
、
回
収
時

に
枚
数
と
報
告
実
績
が
合
わ
な
い
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
実
績
が
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
く

な
り
、
清
算
業
務
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
ま

し
た
」（
宮
城
県
の
国
分
町
街
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
な
ど
、
様
々
な
声
を
頂
戴

し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
今
で
は

日
本
各
地
で
「
ｗ
ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｅ
ｅ
」
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

専
用
サ
イ
ト
の
ス
マ
ホ
版
で
は
、
エ
ン
ト

リ
ー
か
ら
ス
タ
ン
プ
入
手
、
ス
タ
ン
プ
を
集

め
た
後
の
懸
賞
チ
ャ
レ
ン
ジ（
ス
ク
ラ
ッ
チ
）

ま
で
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
（
動
作
デ

モ
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
「
ｗ
ａ
ｌ
ｌ

ａ
ｂ
ｅ
ｅ
」
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

「
心
豊
か
な
生
活
」
の 

実
現
に
向
け
て

「
ｗ
ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｅ
ｅ
」
は
М
ａ
ａ
Ｓ
や

観
光
分
野
に
限
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、

駅
ビ
ル
や
商
業
施
設
の
ほ
か
、
全
く
異
な

る
事
業
形
態
に
も
対
応
し
て
お
り
、
地
域

が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
伺
い
な
が
ら
、

と
も
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で

す
。
私
ど
も
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
「
心

豊
か
な
生
活
」
の
実
現
を
掲
げ
、
と
も
に

歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「wallabee」のスマホサイト
（QRコード）

「wallabee」導入事例

「wallabee」の利用シーン

「wallabee」の機能紹介
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広報室
だより

カ
ギ
は
地
域
の
人

木
川
氏
は
「
地
域
の
魅
力
を
発
掘
し
映

像
化
す
る
手
法
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
さ
れ

ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
観
光
映
像
で

撮
影
さ
れ
る
よ
う
な
景
色
で
は
な
く
、
生

活
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
視
聴
者
の
心
を
う
つ

②
生
活
の
リ
ア
リ
テ
ィ
こ
そ
が
地
域
の
魅

力
を
表
現
す
る
③
地
域
の
魅
力
は
、「
ま

ち
へ
の
思
い
入
れ
」
が
な
け
れ
ば
決
し
て

見
え
て
こ
な
い
④「
ま
ち
へ
の
思
い
入
れ
」

は
地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
で
生
ま
れ
て

く
る
―
の
四
つ
で
、
地
域
の
魅
力
を
映
像

化
す
る
に
は
「
地
域
の
人
を
巻
き
込
む
」

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
カ
ギ
だ
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
「『
ロ
ー
カ
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
×
自

治
体
』
共
創
コ
ン
テ
ン
ツ
の
可
能
性
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
松
丸
氏
が
講
義
。
実
際
に

松
丸
氏
が
制
作
に
携
わ
っ
た
番
組
を
事
例

に
次
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
ま
し
た
。

・
地
元
に
詳
し
く
、
ロ
ー
カ
ル
ラ
イ
フ
を

楽
し
む
「
ロ
ー
カ
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
を

巻
き
込
む

・
地
域
の
み
ん
な
で
映
像
を
つ
く
る

・
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
に
必
ず
あ
る
「
素
敵

な
物
語
」
そ
の
も
の
を
コ
ン
テ
ン
ツ
に

地
域
の
デ
ィ
ー
プ
な
人
脈
や
情
報
、
楽

し
み
方
を
知
っ
て
い
る
ロ
ー
カ
ル
プ
レ
ー

ヤ
ー
を
巻
き
込
み
、
ま
た
、
制
作
の
プ
ロ

セ
ス
そ
の
も
の
も
コ
ン
テ
ン
ツ
に
す
る
と

い
う
話
に
、
多
く
の
参
加
者
が
頷
い
て
い

ま
し
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に

村
多
氏
に
は
「
地
域
の
ク
ー
ル
な
表
現

法
」
と
し
て
、
自
身
が
手
掛
け
た
自
治
体

Ｐ
Ｒ
映
像
の
事
例
を
基
に
コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
の
ツ
ボ
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
①
「
誰
に
届
け
た
い
」
と
い

う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
す
る
②
コ
ン
テ

ン
ツ
作
成
に
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
属
性
の

理
解
と
配
慮
を
反
映
さ
せ
る
③
映
像
を
印

象
づ
け
る
「
音
楽
」
が
と
て
も
大
事
だ
―

と
い
う
こ
と
。
特
に
、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

明
確
化
」
は
、
何
度
も
繰
り
返
し
強
調
さ

れ
て
お
り
、
特
に
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

自
治
体
Ｐ
Ｒ
映
像
は
、
地
域
の
魅
力
を

視
聴
者
に
届
け
切
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

映
像
制
作
は
そ
の
手
段
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
明
確
で
な

い
ま
ま
映
像
を
制
作
す
る
と
、
手
段
そ
の

も
の
が
目
的
化
し
て
し
ま
う
こ
と
は
往
々

に
し
て
あ
り
得
る
こ
と
で
す
。
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
明
確
に
し
、
手
段
と
目
的
を
明
瞭
に

意
識
す
る
こ
と
を
制
作
の
初
期
段
階
か
ら

心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の 

新
し
い
セ
ミ
ナ
ー
形
式

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
も
あ
っ
た
当

セ
ミ
ナ
ー
で
す
が
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
介

し
た
質
疑
応
答
な
ど
、
講
師
と
受
講
者
が

双
方
向
で
交
流
を
図
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
受
講
者
か
ら
「
満
足
で
き
た
」「
ど

こ
か
ら
で
も
参
加
で
き
る
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
を
継
続
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声

も
複
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
高
い
満
足
度

だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、

主
催
者
と
し
て
も
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
セ
ミ
ナ
ー
の
形

を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

 

●
赤
松 

亮
（
奈
良
県
生
駒
市
よ
り
派
遣
）

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
８
月
24
日
、
令
和
２
年
度
第
１
回
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
地
域
の
魅
力
の
発
掘
法
や
表
現
法
を
学
ぶ
も
の

で
す
。
第
１
回
は
、「
地
域
の
魅
力
を
映
像
ス
ト
ー
リ
ー
で
描
く
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
映

像
」
に
特
化
し
て
実
施
。
和
歌
山
大
学
観
光
学
部
教
授
の
木
川
剛
志
氏
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送

局
放
送
部
番
組
制
作
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
松
丸
慶
太
氏
、
ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
経
営

本
部
エ
リ
ア
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
部
長
の
村
多
正
俊
氏
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

講
義
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
て
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
全
国
各
地
の
１
０
０
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

地域プロモーションセミナー参加者の集合画面地域プロモーションセミナー講義の様子

―
第
１
回
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催
―

地
域
の
魅
力
を
映
像
で
伝
え
る

PB セクション 地域づくり 本編 2020・11月号地域づくり 本編 26



ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
の
始
ま
り

新
見
市
は
、
岡
山
県
の
北
西
端
に
位
置

し
、
市
域
の
約
86
％
が
森
林
と
い
う
自
然

豊
か
な
地
域
で
す
。
そ
の
森
林
の
う
ち
人

工
林
の
面
積
が
約
６
割
を
占
め
て
お
り
、

ヒ
ノ
キ
72
％
、
ス
ギ
25
％
、
そ
の
他
３
％
の

割
合
で
す
。
全
国
的
に
見
て
も
ヒ
ノ
キ
の

割
合
が
高
い
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
豊
か
な
森
林
資
源
に
恵
ま

れ
た
本
市
で
は
、
毎
年
、
多
く
の
木
材
が

生
産
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
特
性
を
活

か
し
て
木
材
の
利
活
用
を
さ
ら
に
拡
大
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

地
産
地
消
と
な
る
木
の
お
も
ち
ゃ
を
市
内

で
製
作
し
、
乳
幼
児
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

こ
と
で
、
幼
い
頃
か
ら
木
に
親
し
み
を
持

て
る
よ
う
木
育
の
推
進
を
図
る
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し

た
。
市
内
の
木
材
需
要
の
拡
大
や
、
木
工

分
野
の
活
性
化
に
も
反
映
さ
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

新
見
ピ
オ
ー
ネ
つ
み
き
を
製
作

本
市
は
、
平
成
31
年
３
月
18
日
に
ウ
ッ

ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を
行
い
、
同
年
４
月
か

ら
誕
生
祝
い
品
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

誕
生
祝
い
品
と
し
て
、
東
京
お
も
ち
ゃ
美

術
館
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
協
力
の
も
と
、
市

内
の
木
育
団
体
、
林
業
・
木
材
加
工
業
、

そ
の
他
関
係
部
署
と
会
議
を
重
ね
、
本
市

特
産
品
の
ピ
オ
ー
ネ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
新

見
産
ヒ
ノ
キ
を
用
い
た
「
新
見
ピ
オ
ー
ネ
つ

み
き
」
を
製
作
。
健
診
を
受
診
す
る
１
歳

６
カ
月
児
を
対
象
に
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
誕
生
祝
い
品

事
業
を
通
し
て
、
木
の
お
も
ち
ゃ
に
対
す

る
関
心
度
が
向
上
し
た
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。

木
育
円
卓
会
議
の
開
催

令
和
元
年
８
月
９
日
、
本
市
は
東
京
お

も
ち
ゃ
美
術
館
の
馬
場
清
副
館
長
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
招
き
、
市
内
木
育
団
体

や
林
業
・
木
材
加
工
業
者
、
新
見
公
立
大

学
な
ど
多
業
種
の
方
が
一
堂
に
会
し
た
木

育
円
卓
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
で

は
、
ま
ず
市
か
ら
事
業
説
明
が
あ
り
、
続

い
て
馬
場
副
館
長
が
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト

第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
〜
全
国
の
事
例
か
ら
〜
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
事
例
を
参
考
に
、「
新
見

ピ
オ
ー
ネ
つ
み
き
を
今
後
ど
う
活
用
し
て

い
く
の
か
」「
こ
れ
か
ら
の
新
見
市
ら
し

い
木
育
推
進
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
会
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
新
見
ピ
オ
ー
ネ

つ
み
き
の
広
報
に
課
題
が
あ
る
こ
と
、
公

共
施
設
や
保
育
施
設
に
木
の
お
も
ち
ゃ
で

遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
を
常
設
し
た
方
が
よ
い

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
市
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
に
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
を
掲
載
し
て

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

木
の
お
も
ち
ゃ
と
触
れ
合
う
機
会
を
創
出

す
る
た
め
、
市
内
保
育
施
設
に
新
見
産
の

ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
を
使
用
し
た
木
の
お
も

ち
ゃ
を
今
年
度
に
配
付
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

木
育
を
通
じ
て
、

に
い
み
再
発
見
！

本
市
は
、
木
育
イ
ベ
ン
ト
を
市
内
の
木

育
団
体
に
委
託
し
た
う
え
で
、
11
月
17
日

に
「
森
の
ゆ
う
え
ん
ち
in
に
い
み
２
０
１

９
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、「
木

の
お
も
ち
ゃ
」「
木
工
体
験
」「
誕
生
祝
い

品
事
業
Ｐ
Ｒ
」
な
ど
22
の
ブ
ー
ス
を
開
設

し
、
約
６
５
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
木
に
触
れ
て
、
香

り
や
音
を
感
じ
る
と
い
っ
た
五
感
に
よ
る

体
験
を
通
し
て
、
木
育
の
理
解
や
学
び
を

深
め
、
市
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
次
世
代

に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
来
場
者
か
ら

は「
木
と
触
れ
合
う
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
顔
が
見

ら
れ
た
」
な
ど
と
好
評
を
博
し
、
運
営
側

の
思
い
が
し
っ
か
り
伝
わ
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
人
が
木
の
お
も

ち
ゃ
と
触
れ
合
え
る
機
会
を
創
出
で
き
る

よ
う
関
係
団
体
に
協
力
を
求
め
、
木
育
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

―
地
産
地
消
の
木
の
お
も
ち
ゃ
を
誕
生
祝
い
に
―

「
新
見
ピ
オ
ー
ネ
つ
み
き
」
で

豊
か
な
心
を
育
む

　
地
方
創
生
へ
〜
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言

岡
山
県
新
見
市

石
畑
　
恵

岡
山
県
新
見
市
産
業
部

農
林
課
林
業
振
興
係
主
事

森のゆうえんち in にいみ 2019

誕生祝い品「新見ピオーネつみき」

新見市ウッドスタート宣言書調印式
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上
三
川
町
は
、
首
都
東
京
か
ら
北
に
90
㌔
、
栃
木
県
の
南
東
部

に
位
置
す
る
人
口
約
３
万
１
０
０
０
人
、
面
積
54
・
39
平
方
㌔
の

町
で
す
。
町
内
に
は
鬼
怒
川
・
江
川
・
田
川
の
三
つ
の
大
き
な
河

川
が
流
れ
て
い
て
、
古
く
は
「
三み

川か
わ

の
郷さ

と

」
と
呼
ば
れ
、
平
坦
で

肥
沃
な
土
地
を
活
用
し
た
農
業
が
町
の
基
幹
産
業
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
昭
和
40
年
代
に
株
式
会
社
日
産
自
動
車
の
工
場

が
操
業
し
た
こ
と
に
よ
り
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、
各
産
業
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
発
展
し
た
田
園
工
業
の
町
と
し
て
歩
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
交
通
面
で
は
、
首
都
圏
と
東
北
圏
を
結
ぶ
新
４
号
国
道

と
、
北
関
東
各
県
の
中
核
市
を
連
携
す
る
北
関
東
自
動
車
道
が
交

差
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
、
宇
都
宮
上
三
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設

置
さ
れ
る
な
ど
、
広
域
交
通
網
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
立
地
に
も
恵
ま
れ
、
令
和
元
年
は
県
内
で
も
数
少
な

い
社
会
動
態
人
口
が
増
加
し
た
自
治
体
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た

が
、
町
民
の
皆
様
に
安
定
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
は
、
財
政
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

行
政
改
革
の
推
進
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
移
住
・
定
住
の
促
進

な
ど
を
目
指
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
行
政
改
革
に
関
し
ま
し
て
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
取
り

組
み
と
し
て
、
日
産
自
動
車
の
業
務
改
善
の
手
法
を
取
り
入
れ
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
民
間
企
業
出
身
の
私
が

そ
の
改
善
手
法
を
行
政
に
導
入
し
て
町
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
日
産
自
動

車
の
協
力
を
い
た
だ
き
実
現
し
た
も
の
で
す
。
職
員
一
人
ひ
と
り

が
「
町
民
の
皆
様
の
た
め
に
」
を
意
識
し
、「
日
本
一
高
品
質
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供
を
目
標
に
掲
げ
て
、
業
務
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

続
い
て
、
産
業
の
振
興
に
関
し
ま
し
て
は
、
大
規
模
な
自
然
災

害
リ
ス
ク
が
少
な
い
こ
と
や
、
新
４
号
国
道
等
を
は
じ
め
と
し
た

広
域
交
通
網
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
新
た
な
産
業
団
地
の
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平

成
31
年
度
に
着
手
し
た
産
業
団
地
の
造
成
工
事
は
令
和
３
年
度
に

完
成
予
定
で
、
現
在
は
立
地
企
業
の
誘
致
等
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
産
業
団
地
の
整
備
が
完
了
し
て
企
業
立
地
が
進
む
こ
と

に
よ
り
、
雇
用
の
創
出
や
移
住
・
定
住
の
促
進
、
安
定
し
た
税
収

の
確
保
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
農
業
の
活
性
化
に
関
し
ま
し
て
は
、
恵
ま
れ
た
土
壌
を

活
か
し
て
昔
か
ら
米
や
麦
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
で
は
国
内
最
大
の
消
費
地
で
あ
る
首
都
圏
に
近
い
と
い

う
地
理
的
優
位
性
を
活
か
し
て
、
イ
チ
ゴ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ニ

ラ
な
ど
多
様
な
園
芸
作
物
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
優
良
な
農
作
物
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
町
の
魅
力
あ
る
生
産
物
を
認
定
す
る
制
度
「
か
み
の
か
わ
ブ

ラ
ン
ド
」
を
立
ち
上
げ
、
認
定
品
を
イ
ベ
ン
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
周
知
す
る
こ
と
で
、
本
町
お
よ
び
認
定
品
の
知
名
度
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
等
を
中
心
に
取
り
扱
う
直

売
所
を
町
公
共
施
設
の
敷
地
内
に
新
装
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
、
販
路

拡
大
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
な
ど
の
取
り
組
み
も
進
め
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
農
業
の
担
い
手
の
確
保
や
農
作
業
の
効
率
化

な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
農
地
集
積
の
促
進
や
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
等
を
図
り
な
が
ら
、「
稼
げ
る
農
業
」
の
実

現
に
向
け
て
施
策
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
面
で
は
、
本
町
は
日
本
の
創
作
折
り
紙
の
第
一
人
者
で
あ

り
、
折
り
紙
（
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
）
の
世
界
的
な
普
及
に
尽
力
さ

れ
た
吉よ

し

澤ざ
わ

章あ
き
ら

氏
（
１
９
１
１
〜
２
０
０
５
）
の
出
身
地
で
あ
り
ま

す
。
折
り
紙
を
活
用
し
た
本
町
な
ら
で
は
の
ま
ち
お
こ
し
を
目
指

し
て
、
先
日
、
公
募
に
よ
る
参
加
者
と
町
若
手
職
員
ら
が
中
心
と

な
り
、
ア
イ
デ
ア
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
会
議
に
お

い
て
い
た
だ
い
た
福
祉
や
教
育
、
観
光
、
産
業
な
ど
幅
広
い
分
野

で
の
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
精
査
し
て
、
事
業
化
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

結
び
に
、
町
に
潜
在
す
る
資
源
に
一
層
磨
き
を
か
け
、
新
た
な

創
造
力
を
加
え
て
次
の
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
、
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
全
力
で
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

栃木県上三川町長 星野　光利

地域資源を活用したまちづくり
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表
紙

紅
葉
の
瀞
峡
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

観光船から息をのむような絶景を望む

特　集 イノベーターを志す若手公務員

11２０２０-

1 巻頭エッセー／市制施行100周年に思う 熊谷俊人（千葉市長）

（
和
歌
山
県
）

紀
伊
半
島
南
部
に
位
置
す
る
和
歌
山
県
は
、「
高
野

山
」「
熊
野
」
の
二
大
聖
地
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
世

界
遺
産
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
を
は
じ
め
、

海
・
山
・
川
が
も
た
ら
す
、
豊
富
な
種
類
の
温
泉
や
味

わ
い
深
い
グ
ル
メ
な
ど
、
多
彩
な
魅
力
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
お
す
す
め
す
る
「
瀞ど

ろ

峡き
ょ
う」（

新

宮
市
）
は
、
吉
野
熊
野
国
立
公
園
内
に
あ
る
日
本
屈
指

の
渓
谷
で
、国
の
特
別
名
勝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
い
年
月
を
か
け
て
形
作
ら
れ
た
壮
大
な
渓
谷
が
、
こ

の
時
期
、
カ
ラ
フ
ル
な
紅
葉
に
彩
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
う
っ
そ
う
と
し
た
原
生
林
の
谷
と
奇
岩
と
の

組
み
合
わ
せ
は
、
ま
さ
に
太
古
の
自
然
が
作
り
出
す
壮

大
な
芸
術
と
も
い
え
ま
す
。
観
光
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
船
に
乗
っ
て
、
息
を
の
む
よ
う
な
圧
倒
的
ス
ケ
ー
ル

の
絶
景
を
望
む
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

現
在
、
和
歌
山
県
で
は
、
抽
選
で
現
金
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
や
和
歌
山
な
ら
で
は
の
特

産
品
等
が
当
た
る
「
蘇
り
の
地
、

わ
か
や
ま
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
中
。詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ

Ｐ
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
（
公
社
）
和
歌
山
県
観
光
連
盟

（
０
７
３
‐
４
２
２
‐
４
６
３
１
）

写
真
提
供
＝
和
歌
山
県
観
光
連
盟

レギュラーリポート

2 地域創生と人財養成の本質 木村俊昭（東京農業大学教授・博士（経営学）
東京大学客員教授、日本地域創生学会会長）

6 青森県六ヶ所村 一公務員として、一村民として 中村咲輝

8 神奈川県横浜市 誰も置き去りにしない情報発信 瀬戸　勇

10 沖縄県久米島町 「夢つむぐ島」へのチャレンジ 島袋陽子

12 公務員が力を発揮できる環境づくり 加藤年紀（株式会社ホルグ
代表取締役社長）

基調論文

副基調論文

2019年度 国内調査報告　茨城県かすみがうら市 飛騨信用組合
地域経済循環にブロックチェーン
2020年度 地方創生セミナー
業務効率化による働き方改革
広報室だより
ウィズコロナ時代の運営焦点に講演・事例発表
移住・定住・交流推進支援事業　静岡県南伊豆町
地元住民と移住者の交流機会を拡大 石川憲一

海外調査報告　 ドイツ
障害者就労へ協働体制構築を
海外調査報告　 フィンランド
フィンランドのネウボラに学ぶ

まちづくりコラボ　株式会社ジェイアール東日本企画
100年先まで地域を笑顔に 福田暢英

広報室だより
地域の魅力を映像で伝える
地方創生へ―ウッドスタート宣言　岡山県新見市
「新見ピオーネつみき」で豊かな心を育む 石畑　恵

首長の思い

地域資源を活用したまちづくり
 星野光利（栃木県上三川町長）

●北海道岩見沢市 出会いと経験が主体性育む 東出幸太
●秋田県羽後町 ワクワクする地域のみらい 佐藤正和
●千葉県 ６時から「も」本番 仁平貴子
●東京都港区 「ご近所」のつながりを再生 榮　友美
●山梨県北杜市 公務員として、地域の人としてできること 齊藤ゆか
●長野県 We Rep NAGANO, That’s all. 宮嶋拓郎
●兵庫県神戸市 個のつながりと経験をフル活用 長井伸晃
●島根県江津市 やりたいことが実現できるまちに 堀江亮輔
●愛媛県内子町 高校と地域をつなぐコーディネーター職員 室岡康平
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  グラビア

表3 手前みそですが… 【長崎県壱岐市】

壱岐市

長
崎
県

261

壱岐の島（長崎県壱岐市）は、東西約15㌔、南北約17㌔、周囲は
約140平方㌔のなだらかな島で、現在、約2万6000人が暮らし

ています。九州最大の都市である福岡市の博多港から高速船で約1時間
という位置にあり、アクセスが良く、気候的にも過ごしやすい島です。　
歴史は古く、日本最古の歴史書とされる「古事記」には、日本で5番

目に生まれた島とされております。また、中国の歴史書「魏志倭人伝」
には「一支国」として登場します。弥生時代、日本とアジアの交易に欠
かせない重要な役割を担っていたゆえか、壱岐の島には150もの格式
のある神社があり、小さな祠

ほこら

、神社を合わせると1000以上あるといわ
れており、島全体がパワースポットです。
周りを海に囲まれた環境により、ウニやイカ、ブリ、マグロといった

海産物が豊富なのはもちろん、長崎県で2番目に広い平野での米作も盛
ん。そのほか、アスパラガスやメロン、そして各地のブランド牛と肩を
並べる壱岐牛など農畜産物も多く産出されています。
また、「麦焼酎発祥の地」でもあり、島内には七つの酒蔵があります。
観光地では、壱岐のシンボルとも言える「猿岩」、国の特別史跡に指定された「原の辻遺跡」、壱岐の歴史をまるごと体感で

きる「一支国博物館」、日本の海水浴場100選に選ばれた「筒城浜海水浴場」と「辰の島」など、数多くの名所があります。
平成30年6月には、離島で初めて「SDGs未来都市」に選定されました。SDGsの達成を市政の柱として、地方創生の促進

に取り組んでいます。

実りの島、壱岐
█辰の島
本島から離れた最北端に
ある無人島。海水の透明
度の高さは、まるで船が
水面に浮いているよう

█寒ブリ
豊かな海ではイカやウニ、あわび、さざえ
など様々な海の幸が楽しめる。冬場の寒ブ
リは脂がのって美味

█壱岐焼酎
壱岐の島は麦焼酎発祥の地。地理的表示の
産地に指定された「壱岐焼酎」は、麦の香
りと米の甘みが特長

█壱岐市立一支国博物館
巨匠・故黒川紀章が設計を手がけた建物。
発掘された土器などに触ることもでき、
体験しながら楽しく学べる

█夕映え美しい湯ノ本湾
心を癒やした後は、近くの温泉郷で体を
ほぐして

█小島神社（壱岐のモン・サン・ミシェル）
潮が引き、参道が姿を現している干潮の
ときのみ渡ることができる

█猿岩
波の激しい浸食によって自然が作り上げ
た高さ45㍍の見ごたえある猿の岩
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イノベーターを志す若手公務員

青森県六ヶ所村・中村咲輝（p８-９）
東北大学との連携事業で村内の中学生が同大訪問し「キャンパス
ツアー」

2
北海道岩見沢市・東出幸太（p６-７）

人とのつながりを広げる「エコラブごみ拾い」の参加者
1

東京都港区・榮　友美（p14-15）
地域交流拠点「芝の家」で来場者がおやつづくり
5神奈川県横浜市・瀬戸　勇（p16-17）

「横浜消防出初式2020」での防災大道芸
6

1

2

3

4

5

6

8
秋田県羽後町・佐藤正和（p10-11）

みらいの学校が主催する、小学生の職業体験イベント
「しごとーいうご」の集合写真

3

千葉県・仁平貴子（p12-13）
公共に親しみを！ユニークな啓発で関心を集める
（「ニコニコ超会議」でのダンスパフォーマンス）

4

も
、
ま
ず
縦
の
ラ
イ
ン
を
ス
リ
ム
化
す
る
こ
と
有
効
な
手

段
と
な
り
ま
す
。

三
つ
目
の
「
心
理
的
安
全
性
の
欠
如
」
も
由
々
し
き
問

題
で
す
。
自
治
体
職
員
は
率
直
に
対
話
す
る
こ
と
が
な
か

な
か
で
き
な
い
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
理
由

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
前
述
し
た
組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ

ッ
シ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
が
共
有
で
き
て
い
な
い
た
め
に
、

対
話
を
す
る
う
え
で
の
土
俵
や
ル
ー
ル
が
曖
昧
で
、
上
職

者
の
意
見
が
優
位
に
な
る
と
い
う
背
景
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

課
長
が
先
に
意
見
を
出
す
と
部
下
が
異
論
を
唱
え
ら
れ

な
く
な
る
た
め
、
会
議
前
に
各
自
が
意
見
を
付
箋
に
ま
と

め
て
く
る
自
治
体
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
ま
で
し
な
い

と
意
見
が
出
な
い
と
い
う
の
は
、
組
織
と
し
て
明
ら
か
に

不
健
全
で
す
。
グ
ー
グ
ル
は
チ
ー
ム
が
成
果
を
挙
げ
る
た

め
に
最
も
重
要
な
要
素
に
こ
の
「
心
理
的
安
全
性
」
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
心
理
的
安
全
性
は
メ
ン
タ
ル
不

調
な
ど
に
よ
る
休
職
者
数
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
有
用
で

す
。「

公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
の
た
め

に
は
、上
記
の
三
つ
に
ま
ず
着
手
し
、加
え
て
「
採
用
」「
配

置
」「
評
価
」「
給
与
」「
代
謝
（
退
社
）」
な
ど
の
人
事
機

能
の
あ
り
方
が
戦
略
的
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
全
て

の
物
事
に
は
長
所
短
所
が
あ
る
よ
う
に
、
完
璧
な
人
事
制

度
や
運
用
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
移
行

コ
ス
ト
や
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
ま
で
踏
ま
え
て
、
い
ま

の
組
織
に
最
適
な
人
事
機
能
を
常
に
模
索
し
続
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。
個
別
の
人
事
機
能
に
つ
い
て
語
る
こ
と

は
割
愛
し
ま
す
が
、ビ
ジ
ョ
ン
な
き
「
採
用
」、乱
暴
な
「
配

置
」、
や
ら
さ
れ
感
の
あ
る
「
評
価
」、
頑
張
っ
た
人
が
報

わ
れ
な
い
「
報
酬
」
な
ど
は
、
公
務
員
の
力
を
削
い
で
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
仕
事
の
意
義
を
感
じ
な
け
れ
ば
自
己
効
力
感
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
当
然
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
ら
ず
、

潜
在
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
こ
の

状
況
を
脱
す
る
た
め
に
は
、
ト
ッ
プ
や
管
理
職
が
何
度
も

組
織
の
使
命
を
発
信
し
、
目
の
前
の
仕
事
の
意
義
を
伝
え

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

二
つ
目
は
「
決
裁
フ
ロ
ー
の
多
層
化
」
で
す
。
昨
今
で

は
、
テ
ィ
ー
ル
組
織
と
呼
ば
れ
る
階
層
の
な
い
組
織
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
地
方
自
治
体
が
そ

の
ま
ま
導
入
す
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
地
方
自
治
体
が
す
べ
き
こ
と
は
前

例
踏
襲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
挑
戦
を
進
め
る
た
め

に
、
何
人
も
の
関
係
者
を
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
た
ら
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
頃
に
は
既
に
時
代
か
ら
遅

れ
た
施
策
と
な
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
態
で
は
多
く
の

職
員
は
決
裁
を
取
る
こ
と
を
諦
め
、
や
が
て
意
見
を
出
す

こ
と
す
ら
控
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
職
員
の
本
来

の
能
力
が
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
は
決
裁
者

の
数
を
ス
リ
ム
に

し
、
権
限
を
部
下

に
委
譲
し
て
い

く
。
さ
ら
に
は
各

役
職
に
求
め
ら
れ

る
役
割
を
明
確
に

し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
役
所

が
課
題
と
し
て
掲

げ
る
こ
と
の
多
い

縦
割
り
に
対
し
て

「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
」
は

つ
く
れ
る

少
し
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
を
掘
り
下
げ
ま
し
た
が
、
実

は
日
本
は
既
に
大
き
な
社
会
課
題
解
決
を
達
成
し
て
い
る

国
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
役
所
も
社
会
課
題

解
決
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
残
さ
れ
た
課

題
は
多
様
化
し
た
課
題
で
す
。
常
に
社
会
が
悪
く
な
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
方
は
名
著
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
フ
ァ
ク
ト
フ
ル
ネ
ス
）」（
日
経
Ｂ
Ｐ
）
に
目
を

通
し
て
み
て
下
さ
い
。
い
か
に
生
き
や
す
い
世
界
、
社
会

に
な
っ
て
い
る
の
か
デ
ー
タ
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
多
様
化
し

た
課
題
を
発
見
し
、
き
め
細
か
な
解
決
策
を
企
画
・
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
公
務
員
が
そ
の
持
ち
場
で
最
大
の

力
を
細
や
か
に
発
揮
で
き
る
環
境
が
必
要
で
す
。

組
織
全
体
の
仕
組
み
、
風
土
、
文
化
を
変
え
て
い
く
こ

と
は
し
か
る
べ
き
役
職
者
の
力
が
不
可
欠
で
す
が
、
目
の

前
の
仕
事
の
意
義
を
後
輩
に
伝
え
る
こ
と
や
、
周
囲
の
心

理
的
安
全
性
を
醸
成
す
る
こ
と
は
、
意
識
す
れ
ば
誰
で
も

今
日
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
決
裁
も
不
要
で
す
か

ら
、で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
「
公
務
員
が
力

を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
は
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る

営
み
で
す
。
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
地
方
公
務
員
や
地
方
自

治
体
に
は
あ
る
か
ら
で
す
。
今
後
も
役
所
の
内
外
か
ら
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

も
し
、同
じ
世
界
観
を
実
現
し
た
い
と
い
う
方
が
い
れ
ば
、

ぜ
ひ
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。
ご
高
覧
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生駒市プロ人材公募
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長野県・宮嶋拓郎（p20-21）
6000人が来場する長野県内音楽フェスへ出演
8

山梨県北杜市・齊藤ゆか（p1�-1�）
毎週金曜日は北杜エールシャツを着て感謝と応援の気持ちを表し
ます

7

島根県江津市・堀江亮輔（p24-25）
今年１月に開催した「ごうつ特産品グランプリ」
10

愛媛県内子町・室岡康平（p26-27）
小田高校版起業家教育プログラム（全校会議 Odako Conference）
11沖縄県久米島町・島袋陽子（p2�-2�）

町民とチームを組んだ「ドリー部チャレンジ」の活動報告会
12

7

9
10

11

8

12

兵庫県神戸市・長井伸晃（p22-23）
全国初のeスポーツによる課題解決プロジェクトにも
取り組む

9



特 集
は
じ
め
に

こ
の
15
年
間
、
私
は
年
に
１
０
０
カ
所
ほ
ど
、
日
本
や

海
外
の
地
域
創
生
の
現
場
を
訪
ね
て
き
た
。
２
０
２
０
年

３
月
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、
そ

の
後
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
あ
り
、
直
接
、
現
場
入
り

す
る
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
は
変
わ
り
、
主
に
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
講
義
や
研
修
講
師
、
ア
ド
バ
イ
ス
と
な
っ
た
。

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
一
日
も
早
く
収
ま
る
こ
と
を
切
に

願
う
も
の
で
あ
る
。

私
が
依
頼
を
受
け
地
域
創
生
を
担
当
す
る
場
合
、ま
ず
、

あ
な
た
の
住
み
暮
ら
す
ま
ち
に
は
「
ラ
ー
メ
ン
店
、
う
ど

ん
店
、
そ
ば
屋
は
何
軒
あ
り
ま
す
か
？
」「
そ
こ
で
、
な

ぜ
商
売
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」、
ま
た
、「
ま
ち
の

希
少
性
あ
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」「
基
幹
産
業
は

ど
の
業
種
で
す
か
？
」「
多
く
の
人
を
雇
用
し
、
給
料
を

払
い
、
税
金
を
納
め
て
い
る
業
種
は
何
で
す
か
？
」
と
い

う
質
問
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
の
問
い
を
す
る
と
、
長
年
、
住
み
暮

ら
す
人
で
も
「
よ
く
は
分
か
り
ま
せ
ん
」

と
の
回
答
が
多
い
。
そ
こ
で
、
行
政
職
員

に
同
じ
問
い
と
、
さ
ら
に
「
障
害
者
施
設

で
は
何
人
の
方
が
ど
ん
な
仕
事
を
希
望
し

て
い
ま
す
か
？
」「
車
イ
ス
の
方
は
何
人

で
、
ど
ん
な
仕
事
な
ら
で
き
る
と
言
っ
て

い
ま
す
か
？
」と
尋
ね
て
み
る
。
す
る
と
、

「
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
の
回
答
。
健

常
者
の
み
で
地
域
創
生
を
す
る
の
で
は
な

い
。
担
当
者
に
お
い
て
も
、
日
々
の
ル
ー

チ
ン
で
忙
し
い
た
め
、
全
く
現
場
を
把
握

し
て
い
な
い
こ
と
を
、
と
て
も
残
念
に
感

じ
て
い
る
。

地
域
創
生
の
基
本
と
は
何
な
の
か
？　

１
９
８
０
年
４
月
、
私
は
大
学
生
時
に
地

域
創
生
に
関
す
る
「
仮
説
」
を
立
て
、
地

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

஍
Ҭ
૑
ੜ
ͱ
ਓ
ࡒ
ཆ
੒
ͷ
ຊ
࣭

―
産
官
学
金
公
民
連
携
で
『
五
感
六
育
』
の
「
ひ
と
育
て
」「
ま
ち
育
て
」―

筆者プロフィール

木村 俊昭氏
（きむら・としあき）

北海道生まれ。慶應義塾大学大学院博士課程。1984年小樽市
入庁。当時、「斜陽のまち」と呼ばれていた小樽市の地域活性に
黒子役の行政職員として奔走。全国初の歴史的建造物のライトアッ
プ、切子職人の招致や地場産業振興のための企業誘致などを実現。
2006年から内閣官房・内閣府にて、地域再生策の策定や政府広
報活動、調査研究等を担当。2009年から農林水産省にて、担い
手養成、地域ビジネス創出、6次産業化等を担当。2011年から「スー
パー公務員塾」「地域創生リーダー・プロデューサー人財塾」を開
講。現在、東京農業大学教授・博士（経営学）、東京大学客員教授、
日本地域創生学会会長、実践総合農学会理事等として、国内外に
て「五感六育® 」事業、講演や現地アドバイスを実施中。NHK
プロフェッショナル「仕事の流儀 木村俊昭の仕事」ほかに出演。
単著「決定版！地域創生の本質」（ぱるす出版）ほか多数。
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域
の
現
場
へ
赴
き
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
そ
の
仮

説
で
は
、
地
域
創
生
と
は
①
産
業
・
歴
史
・
文
化
を
掘
り

起
こ
し
、
よ
く
研み

が

き
、
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
キ
ラ
リ

と
光
る
「
ま
ち
育
て
」
と
、
②
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
地
域
へ
の
愛
着
心
を
育
む
「
ひ
と
育
て
」
を
実
践
す
る

こ
と
と
定
義
し
た
。
今
想
え
ば
「
ま
ち
育
て
」
が
持
続
す

る
た
め
に
は
、「
ひ
と
育
て
」が
重
要
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

い
か
に
し
て
行
政
職
員
を
黒
子
と
な
り
地
域
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
、
ま
と
め
上
げ
、
実
践
し
得
る
「
地
域
創

生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
人
財
」
と
し
て
養
成
す

る
か
が
、
カ
ギ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

自
分
の
ま
ち
の
大
切
な
現
場
を
回
ら
ず
、
対
話
で
多
く

の
声
を
聴
か
ず
し
て
、「
私
の
ま
ち
に
は
特
徴
あ
る
も
の

が
な
い
」「
他
の
ま
ち
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
」「
生
産
や
加

工
、
販
売
を
し
た
い
が
難
し
い
」
な
ど
と
言
う
。「
で
き

る
！
」
こ
と
も
「
で
き
な
い
」
と
考
え
、
本
当
に
実
践
行

動
を
で
き
な
く
し
て
し
ま
う
。

地
域
創
生
の
は
じ
め
の
一
歩
は
、「
な
い
も
の
ね
だ
り
」

で
は
な
く
、
情
熱
を
持
ち
、
徹
底
し
て
「
あ
る
も
の
探
し
」

を
す
る
こ
と
、
産
業
・
歴
史
・
文
化
を
徹
底
的
に
掘
り
起

こ
し
て
よ
く
研
く
こ
と
、「
で
き
な
い
」
を
現
時
点
の
「
で

き
る
！
」
に
変
え
る

こ
と
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
こ
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
は
じ

め
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
や
小
中
高

校
な
ど
の
教
職
員
、

産
官
学
金
公
民
の
皆

さ
ん
が
で
き
る
限
り

関
わ
る
こ
と
な
の
で

あ
る
。

地
域
創
生
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
展
開

新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
何
ら
決
断
せ
ず
に
不
安
感
の
み
を
持

ち
、
前
に
進
ま
な
け
れ
ば
、
地
域
活
性
化
も
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
も
す
べ
て
人
任
せ
で
、
で
き
な
い
理
由
探
し
の
国
や
地

域
と
な
る
。オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
在
宅
勤
務
が
で
き
る
か
ら
、

地
域
へ
移
住
し
て
も
仕
事
は
で
き
る
と
は
い
え
、
生
活
環

境
や
教
育
な
ど
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば
決
断
し
に
く
い
と

い
え
よ
う
。

想
え
ば
、
こ
れ
ま
で
も
、
私
た
ち
は
様
々
な
厳
し
い
環

境
を
経
験
し
て
き
た
。
今
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
る
が
、
世
界
か
ら
み
て
、
日
本
は
先
進
国
と
は
言
い
難

い
状
況
に
あ
る
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
特
に
人
口
減

少
が
進
み
、
地
場
の
基
幹
産
業
の
衰
退
や
少
子
高
齢
化
な

ど
、
ま
ち
の
底
力
が
弱
体
化
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
度

重
な
る
災
害
を
受
け
た
被
災
地
、
人
口
減
少
が
急
速
に
進

む
過
疎
地
域
や
離
島
で
は
、
必
死
に
努
力
す
る
も
の
の
、

な
か
な
か
先
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。

一
方
、
海
外
か
ら
は
人
口
増
加
に
よ
る
食
料
確
保
対
策

や
地
域
開
発
な
ど
の
協
力
依
頼
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。

地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
強
み
」「
弱
み
」
が
あ
る
が
、

日
本
の
「
弱
み
」
と
み
え
る
も
の
が
他
の
国
や
地
域
か
ら

み
る
と
魅
力
、
希
少
性
あ
る
も
の
と
な
る
場
合
も
あ
る
こ

と
に
、
そ
ろ
そ
ろ
知
り
気
づ
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

そ
こ
で
、
地
域
創
生
の
課
題
を
鑑
み
る
に
、
ま
ず
は
現

場
で
、
年
間
を
通
じ
て
の
「
食
べ
る
」「
観
る
」「
体
験
す

る
」「
聴
く
」「
香
り
」
の
希
少
性
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
、
私
の
主
張
す
る
「
五
感
（
感
動
・
四
季
）

分
析
」
を
し
て
み
る
。
次
に
、
地
場
産
業
の
「
基
幹
産
業

（
付
加
価
値
額
ラ
ン
キ
ン
グ
）
分
析
」
を
し
、
再
度
、
産

業
現
場
を
よ
く
歩
き
、
広
聴
・
傾
聴
・
対
話
を
通
じ
て
よ

く
聴
き
つ
つ
、
最
新
情
報
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
民
間
に
は
で
き
な
い
、
行
政
職
員
に
し
か
で

き
得
な
い
重
要
な
仕
事
な
の
で
あ
る
。

次
に
、
地
元
の
大
切
な
「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も
の
」
に

注
目
し
、
①
過
去
に
あ
り
・
今
も
あ
る
②
過
去
に
あ
り
・

今
は
な
し
③
過
去
に
な
し
・
今
は
あ
る
④
過
去
に
な
し
・

今
も
な
し
―
を
整
理
し
、
直
ち
に
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の

「
ま
ち
分
析
一
覧
表
」
を
官
民
協
働
で
作
成
す
る
こ
と
で

あ
る
（
図
表
１
参
照
）。

そ
こ
か
ら
、未
来
へ
向
け
て
、知
り
気
づ
き
の
「
知
育
」、

バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
環
境
（
五
味
の
体
感
）
の
「
食
育
」、

木
に
親
し
み
自
然
環
境
保
全
の
「
木
育
」、
遊
び
か
ら
考

菜の花畑にて。実践現場は 1000 カ所超に

図表１　「ストーリー（物語）」戦略

⑴ 過去にあり 今もあり

⑵ 過去にあり 今はなし

⑶ 過去になし 今はあり

⑷ 過去になし 今もなし

五感（感動・四季）分析　（例えばテーマ「食」）

1月 2月 3月 4月 5月 12月

食 農産物

海産物

例えば、食のひとつずつを五感分析（強み・弱み）

食 観る 体験 聴く 香り ひと・こと・もの

菜の花

※ 「ひと」「こと」「もの」を入れた「一覧表」の作成（まちの希少性・あるもの探し）」
「ストーリー（物語）」・脚本の作成と実践

特 集
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え
る
力
を
養
う
「
遊
育
」、
ダ
ン
ス
・
足
指
運
動
や
回
想

法
に
よ
る
健
康
増
進
の
「
健
育
」、
健
常
者
と
障
害
者
が

共
に
働
く
環
境
形
成
の
「
職
育
」
の
「
六
育
」
に
関
す
る

「
バ
ラ
ン
ス
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
ス
ピ
ー
ド
、
パ
ワ
ー
、
ひ

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
よ
る
事
業
構
想
を
真
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
指も

の
さ
し標

を
決
め
、「
ス
ト
ー
リ
ー
」（
脚
本
）
を
役
割
分

担
し
て
作
成
の
う
え
、
出
番
創
出
し
、
実
践
行
動
す
る
こ

と
な
の
で
あ
る
。

持
続
す
る
地
場
産
業
振
興
の
基
本
は
、
第
１
次
産
業
と

第
２
次
産
業
の
振
興
で
あ
り
、
決
し
て
、
安
易
に
観
光
産

業
や
企
業
誘
致
に
走
っ
て
は
い
け
な
い
。
基
本
を
整
え
て

か
ら
、
応
用
の
第
３
次
産
業
が
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、

２
０
２
０
年
５
月
、「
地
域
創
生　

事
業
承
継
に
関
す
る

実
態
調
査
」
を
創
業
１
０
０
年
以
上
の
地
場
の
老
舗
中
小

企
業
を
対
象
に
、
東
京
農
業
大
学
木
村
研
究
室
と
東
京
大

学
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
研
究
機
構
持
続
的
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
が
共
同
で
調
査
研
究
し
た
。
民
間
の
企
業
経
営
に
明
確

な
理
念
や
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
重
要
な
よ
う
に
、
行
政
に

お
い
て
も
ま
ち
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」（
脚
本
）
が
重
要
と

の
回
答
を
得
て
い
る
。

地
域
創
生
と
人
財
養
成
の
本
質

私
の
約
û0
年
間
に
わ
た
る
地
域
創
生
に
関
す
る
調
査
研

究
で
は
、
地
域
創
生
の
本
質
と
は
、
①
実
学
・
現
場
重
視

の
視
点
②
全
体
最
適
思
考
③
産
官
学
金
公
民
連
携
に
よ
る

「
ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）」
戦
略
―
の
実
践
で
あ
る
。
地
域

が
持
続
す
る
に
は
、「
ス
ト
ー
リ
ー
」（
脚
本
）
の
作
成
・

実
践
と
同
時
に
地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

人
財
の
養
成
・
定
着
が
急
務
な
の
で
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
は
「
フ
ロ
ニ
ー
モ
ス
」
と
呼
び
、
心
を
研
ぎ
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
す
人
財
養
成
の
あ
る
べ
き
姿
を
思
考
し

て
い
た
。

人
財
養
成
の
本
質
と
は
、
五
感
六
育
分
析
、
基
幹
産
業

分
析
や
人
間
関
係
づ
く
り
な
ど
の
人
財
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
践
で
あ
り
、
三
つ
の
要
件
と
し
て
「
地
域
性
」「
総

合
性
」「
具
体
性
」
を
挙
げ
た
い
。
地
域
性
と
は
、
そ
の

地
域
の
「
ひ
と
」「
こ
と
」「
も
の
」
を
徹
底
的
に
知
り
気

づ
く
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
総
合
性
と
は
、
地
域
創
生
を

実
践
す
る
た
め
の
実
学
ス
キ
ル
を
包
括
的
に
会
得
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
具
体
性
と
は
、
地
域
創
生
の
現
場
で
使
え
る

方
法
・
ツ
ー
ル
を
習
得
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
あ
る

（
図
表
２
参
照
）。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
だ
け
で

な
く
、
実
学
・
現
場
重
視
の
「
脚
本
」
書
き
な
の
で
あ
る
。

登
場
人
物
、
季
節
、
時
間
や
音
響
・
Ｂ
Ｇ
Ｍ
な
ど
、
総
合

的
に
構
想
す
る
こ
と
で
ス
ト
ー
リ
ー
に
実
現
性
、
現
実
性

を
生
む
こ
と
に
な
る
。
プ
ロ
ッ
ト
（
ｐ
ｌ
ｏ
ｔ
、
物
語
の

筋
・
し
く
み
）
に
具
体
的
な
登
場
人
物
の
動
作
、
セ
リ
フ
、

設
定
シ
ー
ン
、
情
景
な
ど
、
動
画
映
像
の
脚
本
・
シ
ナ
リ

オ
次
第
な
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
観
察
力
、
洞

察
力
、
引
き
出
し
力
な
ど
を
研
く
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
実
学
と
し
て
、
①
順
番
（
重
要
性
と
緊
急
性
、

現
状
に
疑
問
を
持
て
！
）
②
視
点
（
固
定
観
念
を
捨
て

ろ
！
）
③
全
体
最
適
な
希
少
性
あ
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」（
脚

本
）
―
を
「
Ｗ
ｈ
ｙ 

ｓ
ｏ
？  
Ｓ
ｏ 

ｗ
ｈ
ａ
ｔ
？
」
を

繰
り
返
し
、
よ
く
対
話
を
し
、
習
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
期
限
（
時
間
）
は
、（
３
＋
３
＋
６
＋
６
）
カ
月
×

２
回
＝
３
年
間
。
ま
ず
は
３
カ
月
で
課
題
整
理
（
現
場
ヒ

ア
リ
ン
グ
）、
次
の
３
カ
月
で
政
策
立
案
の
う
え
、
全
体
調

整
し
、
政
策
決
定
す
る
。
次
の
６
カ
月
で
実
践
と
検
証
、

そ
し
て
、
次
の
６
カ
月
で
再
度
、
実
践
。
こ
れ
を
２
回
実

施
し
、
先
駆
的
な
事

例
を
創
発
す
る
。
こ

の
経
験
を
、
現
場
で

対
話
を
通
じ
何
度
も

繰
り
返
し
て
積
む
こ

と
で
あ
る
。

例
え
ば
奈
良
県
御

所
市
で
は
、
私
が
総

合
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
し
、
農
業
者
の

所
得
向
上
や
作
付
面

積
の
増
、
地
域
の
ブ

ラ
ン
ド
化
、
後
継
者

養
成
な
ど
の
地
域
課

題
解
決
に
向
け
、
Ｊ

Ａ
・
農
家
・
国
・
県
・

市
が
連
携
し
て
地
域

農
業
再
生
協
議
会
を

結
成
し
、
運
営
協
力

し
て
い
る
。

農
業
者
と
連
携
し
、「
御ご

所せ

芋い
も

」
か
ら
焼
酎
「
み
か
け

に
よ
ら
ず
」
製
造
や
、「
御ご

所し
ょ

柿が
き

」
か
ら
「
柿
蜜
シ
ロ
ッ
プ
」

の
６
次
産
業
化
や
、
ワ
ケ
ギ
、「
紫
と
う
が
ら
し
」、「
宝

楽
し
し
と
う
」、
オ
ク
ラ
な
ど
の
野
菜
を
同
協
議
会
か
ら

共
同
出
荷
・
販
路
開
拓
し
た
。
こ
の
他
、
生
産
物
を
御
所

野
菜
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
認
証
制
度
や
、
農
林
水
産

省
の
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
申
請
な
ど
を
通
じ
、
農
産
物

の
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
て
い
る
。

部
会
・
チ
ー
ム
に
よ
る
実
践
で
は
、
人
間
関
係
づ
く
り

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
と
な
る
。
自
己
分
析
、

自
己
理
解
、
他
者
理
解
か
ら
相
互
理
解
の
プ
ロ
セ
ス
が
必

図表２　木村流 地域創生モデルの概要

（上位） ←　　　概念　　　→ （下位） 方　　　法

新地域
パラダイム

⑴真心、恕、志 全体最適・価値共創思考

⑵事業構想

地域情報

産業歴史文化 付加価値額分析
強み弱み 他地域の比較検討

人的ネットワーク パートナー・ブレーン
ネットワーク図

事業内容 広聴・傾聴・対話、
「五感六育」モデル

事業プロセス （３＋３＋６＋６）ケ月×２回、
３つの要件、産官学金公民連携
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要
と
な
る
。
組
織
理
解

も
大
切
で
あ
り
、
各
自

の
対
話
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
こ
と
で
あ
る
。
自
己

主
張
し
て
い
て
も
、
チ

ー
ム
・
組
織
の
成
果
は

上
が
ら
な
い
も
の
な
の

で
あ
る
。

こ
の
実
学
に
接
す
る

機
会
と
し
て
、
２
０
２

０
年
度
か
ら
は
、
東
京

農
業
大
学
、
東
京
大
学

大
学
院
、
兵
庫
大
学
大
学
院
な
ど
に
「
地
域
創
生
講
座
」

を
開
講
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
本
地
域
創
生
学
会
の
設
立
と

地
域
創
生
の
モ
デ
ル
化

２
０
１
７
年
８
月
2ý
日
、
日
本
地
域
創
生
学
会
は
、
以

上
の
地
域
課
題
を
踏
ま
え
、
全
体
最
適
、「
五
感
六
育
」

思
考
で
、
学
術
的
研
究
や
政
策
提
言
を
実
践
し
、
地
域
の

未
来
を
担
う
地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
人

財
の
養
成
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
に
設
立
し
た
。

自
治
体
の
先
駆
的
モ
デ
ル
を
創
発
す
る
た
め
、
①
全
体

最
適
思
考
に
よ
る
地
域
創
生
・
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
形
成
（
環
境
省
等
と
の
連
携
）
②

「
五
感
六
育
 」
事
業
に
よ
る
地
元
で
創
る
映
画
制
作
（
５

分
も
の
）
③
働
き
方
改
革
「
快
適
な
オ
フ
ィ
ス
環
境
」（
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
）
④
非
接
触
型
自
販
機
に
よ
る
被
災
地
・

離
島
や
過
疎
地
域
の
商
品
販
売
戦
略
・
調
査
研
究
⑤
地
域

創
生
講
座
の
開
講
に
よ
る
地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
人
財
の
養
成
・
定
着
―
な
ど
を
推
進
中
で
あ
る
。

結
果
・
実
績
は
、
２
０
２
０
年
８
月
29
日
、
12
時
ú0
分

か
ら
の
同
学
会
総
会
・
研
究
大
会
（
北
海
道
文
教
大
学
・

恵
庭
市
）
に
て
、会
長
講
話
、基
調
講
演
、分
科
会
（
行
政
・

経
済
・
社
会
・
地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
）
で
発
表
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
２
１
年
度
は
兵
庫
県
で
の
開
催

で
あ
り
、
被
災
地
、
過
疎
地
域
や
離
島
支
援
の
非
接
触
型

地
域
創
生
物
産
展
な
ど
を
準
備
中
で
あ
る
。

な
お
、
私
の
関
係
す
る
自
治
体
で
の
モ
デ
ル
化
は
、
１

年
目
は
、
官
民
協
働
に
よ
る
現
場
の
調
査
・
分
析
「
五
感

六
育
」、
市
町
村
民
対
象
の
結
果
発
表
、
２
年
目
は
現
場

の
調
査
・
分
析
の
徹
底
、
そ
の
結
果
に
基
づ
く
政
策
立
案

（
二
つ
以
上
）
と
各
所
調
整
、ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
作
成
、

市
町
村
民
対
象
の
公
開
発
表
。
３
年
目
は
、
政
策
決
定
と

ス
ト
ー
リ
ー
の
実
践
・
検
証
・
実
践
を
し
、
持
続
性
あ
る

地
域
形
成
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
人
財
と
し
て
、

行
政
職
員
の
黒
子
役
と
し
て
の
役
割
分
担
、
実
学
・
現
場

重
視
の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」（
脚
本
）
作
成
と
実
践
行
動
が

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

さ
い
ご
に

私
た
ち
は
、「
あ
な
た
は
、
ど
の
分
野
の
何
を
ど
こ
ま

で
明
ら
か
に
し
、
ど
こ
か
ら
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぎ
、
進

化
、
発
展
を
託
す
の
か
？
」
が
重
要
と
な
る
。
地
域
の
知

恵
を
最
大
限
に
生
か
し
、
国
内
外
の
課
題
解
決
に
向
け
て

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
ス
ー
パ
ー
公
務
員
と
は
、
人
間
関
係
づ
く
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
く
、「
黒
子
役
」
に
徹
し

た
地
域
創
生
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
人
財
の
こ
と
で

あ
る
。
２
０
２
０
年
３

月
、「
決
定
版
！
地
域

創
生
の
本
質
」（
ぱ
る
す

出
版
）
を
出
版
し
た
が
、

実
学
実
践
テ
キ
ス
ト
と

し
て
、
行
政
職
員
の
あ

る
べ
き
姿
、
秘
訣
を
記

載
し
て
い
る
。
地
域
創

生
の
先
駆
的
モ
デ
ル
創

発
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
場
産
業
を

活
性
化
す
る
た
め
、
全

国
の
創
業
１
０
０
年
以

上
の
老
舗
中
小
企
業
を

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
経
営

学
ほ
か
の
視
点
か
ら

「
事
業
承
継
の
真
実
」

（
仮
題
）
を
出
版
準
備
中
で
あ
る
。
一
度
の
人
生
、
私
た

ち
は
地
域
創
生
と
人
財
養
成
の
「
あ
る
べ
き
姿
」
を
、
着

実
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
は
、
国
・
自
治
体
、
大
学
や
研
究

機
関
な
ど
と
共
に
、
日
本
の
地
域
を
は
じ
め
、
ア
セ
ア
ン

諸
国
な
ど
、
地
域
創
生
の
事
業
構
想
と
実
践
、
リ
ー
ダ
ー
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
人
財
の
養
成
・
定
着
を
、
真
心
、「
恕じ

ょ

」

と
志
を
持
ち
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、「
好
き
・

楽
し
い
・
お
も
し
ろ
い
」、
笑
顔
・
感
動
と
感
謝
を
大
切
に
、

「
で
き
な
い
」を「
で
き
る
！
」に
変
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
、「
急
ぐ
な
、
焦
る
な
、
慌
て
る
な
、
お

ご
る
な
、
近
道
す
る
な
、
決
し
て
諦
め
る
な
」
を
信
条
と

し
、
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
・
ブ
レ
ー
ン
と
共
に
、
一
歩
ず
つ

着
実
に
「
地
域
創
生
の
本
質
」
を
歩
ん
で
い
き
た
い
。

（左）御所芋の収穫　（右）御所柿（農林水産省GI 申請中）

日本地域創生学会設立時（2017 年 8月 26 日）
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地
方
公
務
員
へ
の
入
口

北
海
道
岩
見
沢
市
役
所
に
奉
職
し
て
９
年
が
経
過
し

た
。
こ
の
間
、
農
政
部
門
、
人
事
部
門
を
経
て
、
東
京
・

日
本
橋
の
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
移
住
・
交
流
推
進
機

構
（
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
）
へ
の
２
年
間
の
出
向
を
経
験
し
た
。
現

在
は
地
元
の
岩
見
沢
市
に
戻
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
移
住

事
業
を
所
管
す
る
企
画
部
門
で
勤
務
し
て
い
る
。

私
が
職
業
と
し
て
自
治
体
職
員
を
選
択
し
た
理
由
は
三

つ
あ
る
。
ま
ず
第
１
志
望
だ
っ
た
消
防
士
の
夢
を
諦
め
た

こ
と
、
次
に
父
親
が
自
治
体
職
員
で
あ
っ
た
こ
と
。
最
後

は
、
安
定
し
た
職
業
だ
と
い
う
短
絡
的
な
理
由
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
公
務
員
に
な
っ
て
何
が
や
り
た
い
か
、
ど

ん
な
公
務
員
に
な
り
た
い
か
を
考
え
る
こ
と
も
な
く
入
庁

し
た
た
め
、
将
来
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
不
安
を
感
じ
な

が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
、
上
司
か
ら
背
中
を
押
し
て
も
ら
い
、
２

０
１
６
年
６
月
に
市
役
所
内
の
組
織
横
断
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
（
以
下
、
Ｐ
Ｔ
）
へ
応
募
し
た
こ
と
が
、
公
務

◆◆◆

員
の
仕
事
に
対
す
る
考
え
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

多
く
の
出
会
い
で
価
値
観
が
転
換

Ｐ
Ｔ
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
た
め
の

も
の
で
、
市
の
魅
力
発
信
の
た
め
の
方
法
を
企
画
提
案
す

る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。
チ
ー
ム
と
し
て
の
主
な
活
動
は

「
ま
ち
の
魅
力
」
を
棚
卸
し
す
る
た
め
に
住
民
の
声
を
聴

く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
岩
見
沢
に
関
心
を

持
つ
人
同
士
が
つ
な
が
り
、
気
軽
に
想
い
や
ア
イ
デ
ア
を

共
有
す
る
た
め
の
対
話
の
場
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
ザ
ワ
ト
ー
ー
ク
」
と
名
付
け
ら
れ
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
は
、
２
０
１
６
年
９
月
か
ら
２
０
２
０
年
２
月
ま
で
に

1₇
回
開
催
し
、
延
べ
４
５
９
人
が
参
加
す
る
定
番
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
同
士
が

自
主
的
に
つ
な
が
り
、
新
た
な
活
動
を
始
め
る
と
い
う
予

想
外
の
副
産
物
も
生
ま
れ
て
い
る
。
私
自
身
も
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
の
時
間
を
使
っ
て
彼
ら
の
活
動
を
応
援
す
る
ほ
か
、

仲
間
と
一
緒
に
新
た
な
企
画
を
考
え
る
機
会
が
増
え
た
。

Ｐ
Ｔ
に
参
加
し
て
得
た
経
験
は
、
私
自
身
が
主
体
的
な

◆◆◆

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
活
動
を
行
う
原
点
と
な
り
、
人
や
ま
ち
に

関
わ
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
人
の
声
を
聴
く
こ
と
の
大
切
さ

を
知
っ
た
こ
と
だ
。
ま
た
、
自
ら
を
磨
く
こ
と
へ
の
意
欲

が
生
ま
れ
、
ま
ち
の
外
を
知
る
た
め
に
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
へ
の
出
向
を
希
望
す
る
な
ど
、
価
値
観
や
姿
勢
が
大

き
く
転
換
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
地
続
き

◆◆◆

๺
ւ
ಓ
ؠ
ݟ
୔
ࢢ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

౦
ग़
　
޾
ଠ

๺
ւ
ಓ
ؠ
ݟ
୔
ࢢ
ا
ը
ࡒ
੓
෦�

ا
ը
ࣨ�

ओ
ࣄ

―
自
分
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
―

ग़
ձ
͍
ͱ
ܦ
ݧ
が
ओ
ମ
ੑ
ҭ
Ή

ここがス
ゴイ！

東出幸太君とは2016年から始まった市役所の組織横断型プロジェクトで出
会った。プロジェクトの活動の基本は対話であり、まちに対する市民の本意を引
き出し、その想いを実現するための創造的な提案をすることが目的だった。
そのためには、対話に臆しないこと、人の暮らしや活動に興味を持つこと、人

とつながることを楽しむことがメンバーに求められる姿勢であり、東出君は正に
適任だった。
地域活性化センターへの出向を経て見識と経験を深めた彼は、学びをいかに

実践につなげるかを意識しているはずだが、大学生や地域おこし推進員の取り
組みに寄り添う現在の姿を見ていると、これから先の彼の活動が非常に楽しみだ。

ର࿩にԲͤͣɺ
ਓͱのͭͳ͕ΓΛָ͠Ή
岩見沢市防災対策室　相澤智生
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Ｐ
Ｔ
や
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
の
経
験
で
学
ん
だ
こ

と
の
一
つ
と
し
て
、
出
会
い
の
数
と
質
に
比
例
し
て
新
し

い
情
報
や
刺
激
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
出
会

う
数
が
少
な
け
れ
ば
、
得
ら
れ
る
情
報
は
少
な
く
、
ま
た

出
会
っ
た
人
と
の
つ
な
が
り
が
弱
け
れ
ば
、
刺
激
を
得
る

こ
と
も
少
な
い
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
か
ら
は
、
公
私

共
に
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
何
気
な
い
会
話
か
ら
、
仕
事
上

で
の
ヒ
ン
ト
や
ア
イ
デ
ア
を
得
る
こ
と
も
増
え
て
い
っ

た
。つ

な
が
り
を
広
げ
る
機
会
と
し
て
、
４
年
前
か
ら
月
１

回
の
「
エ
コ
ラ
ブ
ご
み
拾
い
」
活
動
を
仲
間
と
一
緒
に
行

っ
て
い
る
。「
ご
み
拾
い
」
は
あ
く
ま
で
手
段
で
、
参
加

者
と
何
気
な
い
会
話
を
交
わ
す
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
こ

の
活
動
の
本
質
的
な
目
的
で
あ
る
。

ま
た
、
地
元
の
大
学
生
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
の

活
動
を
手
伝
う
機
会
も
増
え
て
き
た
ほ
か
、
最
近
で
は
公

務
員
、
学
生
、
移
住
者
な
ど
多
職
種
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成

す
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
も
始
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
や
仲
間
は
、
自
分
が
持
っ
て
い

な
い
知
識
や
経
験
を
補
完
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
頼
る
こ
と
が
で
き
る
人
脈
も
立
派
な
個

人
の
能
力
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

育
ま
れ
た
主
体
性

こ
れ
ま
で
の
経
験
は
、
日
々
の
仕
事
の
中
で
活
き
て
い

る
。
例
え
ば
、
仕
事
を
行
う
上
で
は
、
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
既
存
の
仕
組
み
は
適
切
か
、
今
後
求
め
ら
れ
る
も

の
は
何
か
、
自
分
の
役
割
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
る
。
物
事
を
し
っ
か
り
と
考
え
る
癖
が
つ
い
た
こ

と
も
あ
り
、
よ
う
や
く
今
で
は
将
来
ど
う
な
り
た
い
か
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

自
身
の
主
体
性
が
育
ま
れ
た
き
っ
か
け
を
振
り
返
る

◆◆◆

と
、
そ
れ
は
Ｐ
Ｔ
や
出
向
先
の
環
境
に
恵
ま
れ
、
志
を
共

有
で
き
る
上
司
や
仲
間
が
周
り
に
い
た
こ
と
が
大
き
い
。

し
か
し
、
同
僚
や
後
輩
と
話
す
と
、「
職
場
で
は
理
想
や

ア
イ
デ
ア
を
気
軽
に
話
し
づ
ら
い
、
ど
う
せ
ダ
メ
出
し
を

受
け
る
な
ら
言
わ
な
い
方
が
い
い
」と
い
っ
た
声
も
聞
く
。

そ
の
よ
う
な
感
覚
を
抱
く
職
場
環
境
で
は
、
主
体
性
は
育

ま
れ
な
い
だ
ろ
う
。

私
は
、
主
体
性
が
育
ま
れ
る
た
め
に
は
、
職
場
の
中
で

気
軽
に
想
い
や
ア
イ
デ
ア
を
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
心
理
的
安
全
性
」
が
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る
地
域
づ
く

り
、
組
織
づ
く
り
」
が
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
る
。
そ
し

て
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
活
動
に
お
い
て
も
主

体
性
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
将

来
の
ま
ち
を
担
う
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

最
後
に

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
た
当
時
の

上
司
の
言
葉
に
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
、
百
見

は
一
動
に
如
か
ず
」
と
い
う
印
象
的
な
言
葉
が
あ

る
。
改
革
を
起
こ
す
人
と
は
、
主
体
的
な
行
動
を

大
切
に
し
て
い
て
、失
敗
し
た
経
験
を
多
く
持
ち
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
志
を
持
つ
仲
間

と
共
に
理
想
の
実
現
に
向
け
て
挑
戦
し
続
け
る
人

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

私
は
そ
ん
な
自
治
体
職
員
を
目
指
し
、
誰
か
の

役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
続
け
る
と

と
も
に
、
自
分
自
身
と
地
域
の
幸
せ
を
追
求
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆◆◆

地域おこし協力隊が手掛けるBMXの
コースづくりをお手伝い

多職種のメンバーで構成されるコミュニティを９月に立ち上げ

定番のトークイベントとなった「ザワトーーク」
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ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
で
子
育
て
支
援

私
は
平
成
2ÿ
年
４
月
か
ら
平
成
ú1
年
３
月
ま
で
の
３
年

間
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
か
ら
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
へ
研

修
生
と
し
て
出
向
し
て
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
出

向
は
通
常
２
年
間
で
す
が
、期
間
を
１
年
延
長
し
ま
し
た
。

延
長
し
た
理
由
は
、
私
が
目
指
し
て
い
た
六
ヶ
所
村
で
の

「
木
育
推
進
」
の
た
め
で
し
た
。

木
育
に
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
が
木
育
を
推
進
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造
協

会
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。「
木
育

と
は
？
」「
木
の
お
も
ち
ゃ
で
子
ど
も
た
ち
の
心
を
育
む

と
は
？
」
―
。
最
初
は
ぼ
ん
や
り
と
し
か
想
像
で
き
な
い

く
ら
い
木
育
を
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

知
識
の
な
い
私
で
し
た
が
、
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
や

芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
の
皆
さ
ん
と
出
会
い
、
木
の
お
も

ち
ゃ
や
木
育
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
、
自
分
の
故
郷
で
あ
る
六
ヶ
所
村
に
木
育
を
導
入

し
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に
育
む
子
育
て
支
援
を
推

◆◆◆

進
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

六
ヶ
所
村
で
は
子
育
て
支
援
策
と
し
て
多
く
の
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
の
村
の
事
業
に
は
親

へ
の
経
済
的
支
援
は
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊

か
に
育
む
こ
と
を
主
に
し
た
支
援
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
村
で
木
育
を
始
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
動
い
て

い
け
ば
い
い
の
か
考
え
て
い
た
矢
先
、
こ
う
し
た
自
分
の

思
い
を
運
よ
く
村
側
に
伝
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
私
が
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
早

く
事
業
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
芸
術

と
遊
び
創
造
協
会
と
連
携
し
て
木
育
を
進
め
て
い
く
「
ウ

ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
」
で
す
。
平
成
ú1
年
３
月
、
六
ヶ
所

村
は
青
森
県
と
し
て
初
の
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を
行

い
、「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
か
ら
は
じ
ま
る
子
育
て
支
援
」

を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

木
育
が
紡
ぐ

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
の
所
管
は
「
子
ど
も
支
援
課
」

で
す
。
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
木
の
お
も
ち
ゃ
「
Ｍ
Ｙ 

Ｖ
Ｉ

◆◆◆

Ｌ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
マ
イ
ビ
レ
ッ
ジ
）」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

誕
生
祝
品
事
業
、
世
界
の
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
、
木
育
推
進
に
必

要
な
人
財
を
育
て
る
木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
、
私
は

ま
だ
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
出
向
し
て
い
ま
し
た
。
自

分
が
言
い
出
し
て
始
ま
っ
た
事
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子

ど
も
支
援
課
に
預
け
て
し
ま
う
形
に
な
り
、
申
し
訳
な
い

気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
支
援
課
の
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
が
六
ヶ
所
村

の
木
育
の
柱
だ
と
し
た
ら
、
村
の
様
々
な
団
体
や
人
が
自

発
的
に
推
進
す
る
木
育
は
、
柱
を
囲
む
プ
レ
イ
ヤ
ー
だ
と

੨
৿
ݝ
࿡
ἃ
ॴ
ଜ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

―
つ
な
が
り
と
学
び
を
活
か
し
実
践
―

த
ଜ
　
࡙
ً

੨
৿
ݝ
࿡
ἃ
ॴ
ଜ
੓
ࡦ
ਪ
ਐ
՝�

ओ
ࣄ

Ұ
公
務
員
ͱ
͠
ͯ
ỏ
Ұ
ଜ
ຽ
ͱ
͠
ͯ

ここがス
ゴイ！

自己評価では謙遜したりするものの、私から見れば思考、
行動、結果ともに申し分なくとても頼もしい。
斬新なアイデアを豊富に持ち、アイデアを業務と融合させ

る高度なスキルを持つほか、他職員担当の業務に関しても協
力を惜しまず連携するなど、逆に楽しんでいる様子。地域活
性化センターでは友人たちとこんな感じで執務していたんだ
ろうなということがなんとなくわかる。
緻密な分析で、様々な事業創出・業務改善を実施しており、

他職員の業務水準の向上にも貢献。自信を持って推薦します。

৬һの業຿ਫ४޲上に΋Ұ໾
六ヶ所村政策推進課長　吉岡主悦
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思
い
ま
す
。
私
が
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
出
向
を
１
年
延

長
し
た
理
由
は
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
村
の
木
育
を
推
進

し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
し
た
。

芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
が
運
営
す
る
東
京
お
も
ち
ゃ
美

術
館
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
、
日
本
で
唯
一
の
総
合
的
な
お
も

ち
ゃ
の
認
定
資
格
「
お
も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
」

の
取
得
な
ど
、
村
へ
帰
任
し
た
後
の
こ
と
を
考
え
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
経
験
が
、
帰
任
し

た
現
在
の
個
人
的
な
活
動
や
、
所
属
す
る
政
策
推
進
課
の

仕
事
に
活
か
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
財
育
成
を
常
に
意
識

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
と
木
育
の
学
び
の
共

◆◆◆

通
点
と
し
て
、「
人
財
育
成
」の
重
要
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

帰
任
後
、
政
策
推
進
課
で
は
婚
活
支
援
事
業
や
東
北
大
学

と
の
連
携
事
業
を
担
当
し
ま
し
た
。婚
活
支
援
事
業
で
は
、

結
婚
意
欲
の
あ
る
男
女
の
出
会
う
場
を
設
定
す
る
だ
け
で

な
く
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
自
分
を
好
き
に
な
る
・
多
様
な
経

験
が
で
き
る
・
今
後
に
繋つ

な

が
る
婚
活
支
援
」
で
し
た
。
従

来
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
会
い
だ
け
で
な
く
、
参
加
者

の
幸
せ
に
つ
な
が
る
学
び
に
な
れ
ば
と
思
い
、
身
だ
し
な

み
や
話
し
方
、
メ
イ
ク
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
講
座
を
男

女
２
回
ず
つ
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
大
学
と
の
連
携
事
業
で
は
、「
共
育
の
場

が
紡
ぐ
未
来
の
人
財
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
双

方
に
と
っ
て
宝
と
な
る
人
財
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
様
々

な
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
大
学
生
や
村
内
の
高
校
生
、

中
学
生
が
今
後
の
人
生
で
必
要
と
さ
れ
る
対
話
力
を
育
て

る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
全
て
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。両

事
業
と
も
人
財
育
成
を
意
識
し
企
画
し
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
、
出
会
い
が
、
参
加
者
の
幸

せ
や
人
生
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
担

当
す
る
業
務
で
も
、
必
ず
人
財
育
成
を
意
識
し
な
が
ら
事

業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
自
ら
が
学
び
続
け
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
ず
、
一
公

務
員
と
し
て
日
々
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

木
育
推
進
は
、
自
分
の
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
る
仲
間

と
共
に
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
も

ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
資
格
を
活
か
し
な
が

ら
、
村
内
で
過
ご
す
楽

し
み
が
増
え
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
や
子
ど
も
た

ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
、
村

の
木
育
が
伝
わ
る
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
一
村

民
・
木
育
推
進
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
し
て
引
き
続

き
創
り
出
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
先
に
村
に
住

む
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
た

く
さ
ん
あ
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。

婚活支援でビューティーアドバイザーがメイクレッスン

おもちゃコンサルタントとして企画した初イベント
「一心不乱に積み木を磨くワークショップ」

ウッドスタート事業の誕生祝品「MY VILLAGE」
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「
何
か
を
成
す
」
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン

「
ワ
カ
モ
ノ
・
バ
カ
モ
ノ
・
ヨ
ソ
モ
ノ
」
―
。
地
域
活

性
化
の
三
種
の
神
器
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
が

「
死
語
」に
な
る
前
、秋
田
県
羽
後
町
は
安
藤
豊
町
長
の「
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
く
の
は
若
い
世
代
。

私
た
ち
よ
り
上
の
世
代
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
に
回
り
、
若

い
世
代
が
主
体
に
な
っ
て
、
自
分
た
ち
の
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
」
と
の
想
い
か
ら
、
人
口
減
少
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。「
お
め
、
や
っ
て
み
ね
が
？
」
と
当
時
の

所
属
課
長
か
ら
指
名
を
受
け
、
二
つ
返
事
で
快
諾
し
た
の

を
思
い
出
し
ま
す
。

特
に
詳
細
な
指
示
は
な
く
、
若
手
職
員
の
課
を
横
断
す

る
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
何
か
を
成
す
こ
と
が
入
庁
２
年
目

（
６
年
前
）
の
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
仲
間
探
し
。
若
い
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す

た
め
に
、
商
工
会
青
年
部
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
、
高
校
生
、
母

校
の
大
学
の
後
輩
な
ど
思
い
つ
く
ま
ま
手
当
た
り
次
第
に

◆◆◆

連
絡
し
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
内
で
も
、
産
業
振
興
・
生
活
イ
ン
フ
ラ
・
少
子
化

対
策
・
地
域
Ｐ
Ｒ
と
分
野
別
４
班
に
分
か
れ
、
多
方
向
か

ら
の
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
並
行
し
て
、
人
口
移
動
や
人

口
減
少
の
要
因
研
究
も
進
め
、
平
成
2ý
年
12
月
に
は
中
間

報
告
書
と
し
て
12
の
事
業
を
提
案
し
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
事
業
は
実
際
に
事
業
運
営
が
行
わ
れ
、
現

状
も
継
続
し
て
い
る
事
業
が
あ
る
こ
と
は
、
地
方
創
生
の

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
お
か
げ
で
す
。

そ
し
て
、
総
合
戦
略
の
策
定
準
備
か
ら
現
所
属
課
に
異

動
と
な
り
ま
し
た
。
す
で
に
中
間
報
告
に
て
人
口
減
少
の

要
因
分
析
な
ど
を
終
え
て
い
た
た
め
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
入
れ
ず
に
想
い
を
込
め
た
手
づ
く
り
の
総
合
戦
略
を

早
々
に
起
草
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
時
の
担
当
分
野
は
、「
地
方
創
生
」「
移
住
・
定
住
」「
少

子
化
対
策
」「
大
規
模
土
地
取
引
」「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

な
ど
と
て
も
幅
広
く
、
そ
し
て
新
た
な
情
報
や
ワ
ー
ド
が

神
出
鬼
没
す
る
状
況
だ
っ
た
た
め
、
頭
の
中
が
整
理
さ
れ

な
い
ま
ま
、
と
に
か
く
〝
や
っ
て
み
る
〞
精
神
で
、「
交

付
金
や
予
算
を
ど
う
消
化
す
る
か
」
と
い
う
予
算
あ
り
き

の
思
考
で
先
走
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

地
方
創
生
を
一
手
に

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
実
験
的
・
調
査
的
事
業
で
終
わ
っ

て
し
ま
う
」
と
い
う
危
機
感
に
加
え
、
交
付
金
頼
み
の
運

営
で
は
継
続
性
が
な
い
と
感
じ
、
地
方
創
生
を
一
手
に
担

う
事
業
を
構
想
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
、「
羽
後
町
し
ご
と

改
革
（
通
称
：
う
ご
ま
ち
未
来
の
学
校
）」
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
で
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
、「
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
は
分
か
る
が
、
本
質
が

何
な
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
住
民
の
声
を
解
決
す
る

た
め
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
め
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
国
際
交

流
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）・
地
域
経
済
活
性
と
い
う
今
ま
で
や
っ
て

き
た
事
業
を
５
カ
年
計
画
に
ま
と
め
ま
し
た
。

◆◆◆

ळ
ా
ݝ
Ӌ
ޙ
ொ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

―
今
あ
る
当
た
り
前
を
魅
力
化
す
る
―

ࠤ
藤
　
ਖ਼
࿨

̣
̥
̤
๏
ਓ
Έ
Β
͍
ͷ
ֶ
ߍ
ࣄ
຿
ہ
長

ϫ
Ϋ
ϫ
Ϋ
͢
る
஍
Ҭ
ͷ
Έ
Β
͍

ここがス
ゴイ！

羽後町ほど、役場職員と町長、地域の事業者、地元
高校の先生や生徒、さらには子供たちまでが一緒にな
ってもがきあっている地域を他に知らない。
その拠点がNPOみらいの学校。
地方創生の先頭ランナー、それとも周回遅れ？　い

やそうじゃない、そんな同質的なレース観こそを否定
する運動だ。新たな流れ、新たな地域、そして新たな
自分を一緒に創っていきましょう。

৽ͨͳྲྀΕɺ৽ͨͳ஍Ҭɺ
৽ͨͳࣗ෼Λ

NPO法人みらいの学校 理事　柿崎 平
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で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
「
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
る
」
感

は
拭
え
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
飛
び
込
ん
で
は
飛
び
火

し
、
直
前
ま
で
修
正
を
行
う
な
ど
、
常
に
浮
足
立
っ
て
い

る
状
態
で
し
た
。

絶
対
モ
ノ
に
し
た
い

事
業
へ
の
愛
着
が
湧
い
た
こ
と
も
一
因
で
す
が
、
地
域

外
の
民
間
企
業
へ
の
委
託
費
が
大
半
を
占
め
て
い
た
状
況

も
あ
り
、
地
元
に
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
資
産
を
残
す
た

め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ら
い
の
学
校
を
立
ち
上
げ
、
事
業
実

施
主
体
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

以
前
は
人
口
減
少
対
策
Ｐ
Ｔ
が
そ
の
役
割
を
担
う
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
役
場
内
組
織
で
あ
る
と
い
う

活
動
範
囲
・
時
間
の
限
界
を
感
じ
た
こ
と
と
、
メ
ン
バ
ー

◆◆◆

の
人
事
異
動
な
ど
に
よ
る
一
人
一
人
の
負
担
増
を
考
え
る

と
、
ど
う
し
て
も
先
行
き
が
見
え
な
か
っ
た
た
め
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
卒
業
者
や
地
元
企
業
の
経
営
者
な
ど
と

と
も
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

立
ち
上
げ
に
際
し
て
、
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
密
に
取
り
、
交
付
金
終
了
後
の
リ
ス
ク
を
と
も

に
背
負
う
こ
と
、
こ
の
事
業
は
絶
対
に
モ
ノ
に
し
た
い
こ

と
、
そ
の
想
い
を
共
有
で
き
て
い
る
こ
と
は
私
た
ち
の
か

け
が
え
の
な
い
財
産
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
が
得
意
と
す
る
の
は
、「
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
や

社
会
的
ニ
ー
ズ
を
、
羽
後
町
ら
し
く
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
」
と
「
町
外
か

ら
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
リ
ソ
ー
ス
を
駆
使
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
込
む
こ
と
」
で
す
。

理
想
の
未
来
か
ら
逆
算
し
て
、
戦
略
・
戦
術
を
立
て
、

焦
ら
ず
着
実
に
一
歩
一
歩
前
進
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
、

常
に
動
き
続
け
た
結
果
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
と
の
共
創
に

よ
る
「
お
む
す
び
に
合
う
ビ
ー
ル
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
羽
後
町
産
あ
き
た
こ
ま
ち
を
使
っ
た
商
品
（
和
ｍ
ｕ

ｓ
ｕ
ｂ
ｉ
）
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
係
人
口
も
地
域
の
担
い
手
に

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
こ
と
だ
か
ら
自
分
た
ち
が
責
任
を

持
っ
て
つ
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
通
り
な
の
で
す
が
、

地
域
に
は
〝
し
ご
と
〞
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
草
刈
や

側
溝
掃
除
、
祭
事
や
葬
祭
と
い
っ
た
集
落
活
動
だ
け
で
な

く
、
小
学
校
登
下
校
の
交
通
安
全
活
動
、
高
齢
者
の
見
守

り
な
ど
全
て
１
人
で
担
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
活
動
な
の
で

協
力
お
願
い
し
ま
す
！
と
言
わ
れ
て
も
…
。

私
た
ち
の
活
動
も
同
じ
。
10
年
後
、
20
年
後
を
見
据
え

た
と
き
に
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」「
統
合
と
廃
止
」
は

不
可
避
で
す
。
地
域
に
は
課
題
が
山
積
し
て
い
る
の
で
、

優
先
順
位
や
重
要
度
を
見
定
め
、
そ
の
課
題
の
要
因
を
分

析
し
、
解
決
策
を
言
語
化
し
、
実
施
す
る
こ
と
が
最
優
先

で
す
。

今
は
、
そ
の
過
程
す
ら
も
課
題
と
し
て
扱
い
、
関
係
人

口
の
方
々
が
自
ら
地
域
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
「
関
わ

り
し
ろ
」
を
共
創
す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
す
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
と
い
っ
た
資
源
の
持
続
可
能
性

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
域
の
課
題
を
統
一
ブ

ラ
ン
ド
に
ま
と
め
、
地
域
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
魅
力

と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
み
ら
い
を
創
り

た
い
で
す
。

◆◆◆

関係人口の方々が参加した羽後町ツアーの様子

「おむすびに合うビールづくり」プロジェクトでの現地ツアー

NPO法人みらいの学校設立総会
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特 集
「
自
主
研
」
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ

千
葉
県
の
地
方
公
務
員
が
集
ま
り
、
２
０
１
７
年
に
立

ち
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
６
時
の
公
共
」。
全
国
で
も
、

公
務
員
が
中
心
と
な
り
、
広
く
一
般
に
向
け
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
法
人
は
珍
し
い
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
、
私
た
ち
も
い
き
な
り
法
人
設
立
か
ら
始
ま
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
志
の
職
員
が
時
間
外
に
集
ま

り
学
習
す
る
「
自
主
研
」
を
２
年
ほ
ど
続
け
た
と
こ
ろ
、

徐
々
に
民
間
の
方
や
学
生
、
地
方
議
会
議
員
と
い
っ
た
行

政
職
員
以
外
の
割
合
が
増
加
。
立
場
の
異
な
る
人
た
ち
が

同
じ
目
線
で
学
ぶ
ニ
ー
ズ
に
気
づ
い
た
私
た
ち
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ
、
新
し
い
活
動
に
も
着
手
で
き
る
基
盤

を
つ
く
ろ
う
と
法
人
化
に
踏
み
切
っ
た
の
で
す
。

私
は
、
民
間
や
大
使
館
勤
務
、
ア
マ
チ
ュ
ア
社
交
ダ
ン

サ
ー
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
歴
か
ら
培
っ
た
目
線
を
生
か

し
な
が
ら
、
県
庁
で
の
公
務
に
従
事
し
、
ま
た
、
こ
う
し

て
誕
生
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆◆◆

次
の
ス
テ
ー
ジ
は

プ
レ
イ
フ
ル
な
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
づ
く
り

法
人
の
核
と
な
る
活
動
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
政

策
課
題
な
ど
に
関
し
て
、
多
様
な
人
た
ち
が
集
ま
り
共
に

学
ぶ
「
み
ん
な
の
学
習
会
」（
月
１
回
程
度
、
平
日
夜
に

千
葉
市
内
で
開
催
）
で
す
。
大
学
教
授
か
ら
経
営
者
、
各

界
実
務
家
な
ど
を
講
師
に
迎
え
、
白
熱
し
た
議
論
を
重
ね

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
習
会
動
画
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
県

内
の
み
な
ら
ず
本
州
各
地
の
公
務
員
に
も
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
市
民
・
行
政
・
政
治
が
交
わ
り
対
話
し
な

が
ら
、「
自
分
ご
と
」
と
し
て
一
緒
に
制
度
や
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る
、
そ
ん
な
空
気
を
感
じ
さ
せ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。

昨
年
か
ら
注
力
し
て
い
る
の
が
、
中
高
生
を
主
な
対
象

と
し
た
「
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
型
教
材
」
の
開
発
で
す
。
議
会

へ
の
「
請
願
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、
住
民
と
の
協
働
や
民
意

の
練
り
上
げ
方
、
自
治
体
に
意
見
や
政
策
ア
イ
デ
ア
等
を

提
案
す
る
手
法
を
楽
し
く
模
擬
体
験
で
き
る
内
容
で
、
11

月
1û
日
、
都
内
で
開
催
予
定
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
展
示
会
で

◆◆◆

リ
リ
ー
ス
し
、
本
格
的
な
普
及
活
動
に
乗
り
出
し
ま
す
。

な
ぜ
今
、
中
高
生
向
け
教
材
な
の
か

２
０
２
１
年
、
２
０
２
２
年
と
、
中
学
・
高
校
で
は
新

学
習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
流
れ
の
中

で
、学
校
現
場
に
お
い
て
は
、「
社
会
的
な
見
方
や
考
え
方
」

を
働
か
せ
、
社
会
へ
の
関
わ
り
方
等
を
自
ら
考
え
て
主
体

的
に
行
動
す
る
力
を
育
む
「
学
習
方
法
の
構
築
」
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
市
民
教
育
研
究
者
や
中
高
教
諭

に
よ
る
講
義
で
知
り
ま
し
た
。
確
か
に
、
地
域
の
ル
ー
ル

や
政
策
形
成
過
程
、
政
治
手
法
は
若
者
に
と
っ
て
捉
え
に

く
く
、行
政
や
政
治
が
行
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
自
分
ご
と
」

に
な
り
に
く
い
。
本
来
身
近
な
地
方
自
治
を
、
体
験
的
に

◆◆◆

ઍ
༿
ݝ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

―
公
務
員
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
届
け
る
、地
域
を
変
え
て
い
く
エッ
セ
ン
ス
―

ਔ
ฏ
　
و
ࢠ

ಛ
ఆ
ඇ
Ӧ
ར
׆
ಈ
๏
ਓ
̒
࣌
ͷ
ެ
ڞ
代
表
ཧ
ࣄ

̒
࣌
͔
Β
ủ
΋
Ứ
ຊ
൪

ここがス
ゴイ！

仁平貴子さんは、東京2020大会時、千葉県の都市ボラ
ンティアに大活躍してもらい、ボランティアのレガシーを
つくり上げていく企画担当として、平成 29年度の庁内公募
で現在の所属となり、毎日パワフルに業務を進めています。
職場では「あっ！」と皆を気付かせる発言から計画的

で細やかな関係者への根回しまで、NPO経営者（民間）
の感覚を随所にもたらしてくれます。これからも県庁を
舞台にその能力を存分に発揮し、県民のためになる大き
なミッションを成し遂げてください！

ຽのͨΊのେ͖ͳϛογϣϯΛݝ
千葉県庁環境生活部 県民生活・文化課 副課長　今井典史
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特 集

楽
し
く
学
べ
る
授
業
が
あ
っ
た
な
ら
…
。
始
動
し
た
教
材

開
発
チ
ー
ム
で
は
、
さ
っ
そ
く
公
民
や
現
代
社
会
の
教
科

書
を
読
み
込
ん
だ
り
、
社
会
派
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ

し
た
り
、
日
ご
ろ
の
業
務
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
で
培
っ
た
知
識

を
フ
ル
動
員
し
、
教
材
の
形
を
模
索
し
ま
し
た
。

社
会
課
題
を
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
学
ぶ
手
法

は
、
ち
ま
た
で
も
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
で
す
が
、
行
政
関

係
で
は
熊
本
県
庁
の
自
主
研
が
２
０
１
４
年
に
開
発
し
た

「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
熊
本
２
０
３
０
」（
仮
想
市
の

部
長
に
な
り
自
治
体
経
営
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
が
先
駆
け
で
す
。
私
た
ち
も
自
主
研
時

代
、
普
及
や
千
葉
版
づ
く
り
を
通
し
て
多
く
の
学
び
を
得

ま
し
た
。

先
人
た
ち
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
構

造
を
編
み
出
す
の
は
至
難
の
業
で
し
た
が
、
私
た
ち
が
こ

だ
わ
っ
た
の
は
、
①
プ
レ
イ
時
間
・
難
易
度
の
面
で
、
学

校
の
授
業
へ
の
導
入
の
し
や
す
さ
を
追
求
し
た
こ
と
②
終

了
時
に
「
自
分
た
ち
で
も
で
き
る
！
」
と
い
う
、
試
行
錯

誤
の
末
に
到
達
す
る
爽
快
な
プ
レ
イ
感
を
詰
め
込
ん
だ
こ

と
で
す
。

子
ど
も
時
代
、
誰
し
も
「
こ
う
し
た
い
、
な
ぜ
で
き
な

い
の
」
と
い
う
素
朴
な
感
情
や
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
は
あ

る
は
ず
で
す
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
、
諦
め
ず
に
社
会
に
認

め
て
も
ら
い
な
が
ら
実
現
さ
せ
て
い
く
意
識
や
、「
挑
戦

し
て
み
な
よ
」
と
ポ
ン
っ
と
背
中
を
押
さ
れ
る
感
覚
を
、

こ
の
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
伝
え
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
設
計
は
、
私
た
ち
自
身
が
子
ど
も
時
代
を
振

り
返
り
つ
つ
、
社
会
の
仕
組
み
に
触
れ
て
見
え
た
世
界
を

重
ね
合
わ
せ
、
何
度
も
何
度
も
議
論
を
重
ね
た
こ
と
、
ま

た
、
伴
走
役
と
し
て
ゲ
ー
ム
編
集
者
や
学
校
の
先
生
か
ら

助
言
を
頂
い
た
こ
と
の
た
ま
も
の
と
い
え
ま
す
。

昨
年
夏
の
開
発
合
宿
を
経
て
、
今
年
３
月
に
試
作
品
を

作
成
。
テ
ス
ト
を
重
ね
、
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
最

終
調
整
段
階
の
今
秋
、
千
葉
県
内
の
高
校
で
生
徒
に
プ
レ

イ
し
て
も
ら
っ
た
際
の
反
応
を
見
る
の
は
内
心
、
不
安
で

し
た
が
、
カ
ー
ド
選
択
に
う
な
る
顔
、
成
功
時
の
し
た
り

顔
、
ゴ
ー
ル
時
の
歓
喜
の
顔
を
確
認
し
、
手
ご
た
え
を
感

じ
ま
し
た
。
今
後
、
先
生
用
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
登
場
す

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ブ
ッ
ク
の
作
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

「
地
方
自
治
」
に
お
け
る
主
権
者
教
育

選
挙
年
齢
が
1ÿ
歳
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
、

全
国
各
地
で
模
擬
投
票
を
取
り
入
れ
る
主
権

者
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
選
挙
で
一

票
を
投
じ
る
こ
と
」
は
ま
さ
に
政
治
参
加
の

一
つ
で
す
が
、
政
治
参
加
は
他
に
も
、
政
治

家
の
活
動
報
告
会
な
ど
で
考
え
を
述
べ
た

り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
自
治
体
の
窓

口
で
意
見
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と
も
そ
う
。

友
だ
ち
と
意
見
交
換
す
る
の
も
政
治
や
地
域

づ
く
り
に
関
わ
る
事
始
め
で
す
。

◆◆◆

大
事
な
こ
と
は
、
政
治
参
加
の
機
会
は
選
挙
の
と
き
だ

け
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
意
識
す
る
だ
け
で
日
常
生
活
の

中
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
。
本
教
材
に
は
、
そ

ん
な
、
市
民
が
持
つ
地
域
社
会
を
変
え
て
い
く
た
め
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
一
緒
に
、
教
材
を
様
々
な
シ
ー
ン
で
活
用
し

な
が
ら
、
地
域
の
民
主
主
義
を
担
う
主
体
的
な
存
在
を
、

共
に
楽
し
く
育
て
て
い
き
ま
せ
ん
か
。「
地
方
自
治
に
お

け
る
主
権
者
教
育
」
に
新
た
な
学
習
方
法
の
選
択
肢
を
増

や
し
て
い
く
一
助
に
な
れ
た
ら
幸
い
で
す
。

◆
６
時
の
公
共

BEN
JO!

QN
�MQ�PSH

IUUQ���QN
�MQ�PSH�

僕らの基地がほしいんだ ～議会を動かす12ヵ月～

【プレイ時間・人数】 約40分、
８人（２人１組×４組で対戦）

【概要】 近未来、行き過ぎた
管理の果てに、小学生たちは
自分たちの「秘密」を守れる
公園を欲するようになる。自
治体に公園づくりを提言する
ために、地域の様々な人々から協力を得ながら、声やロジック、調整力
といった「三つの力」を集め、セイガンアイデアを導き出そう。いち早
く議会にセイガン書を提出したプレイヤーが勝利だ。

【活用機会例】中学・高校のアクティブラーニング型教材として／主権
者教育の出張授業や子ども議会向け教材として／自治体条例を市民と学
ぶワークショップでの導入として／地方議会議員と市民との対話のツー
ルとしてetc．

学校でテストプレイ。
授業での実践の日を楽しみに

立場を超えた膝詰めの学習会には、
毎回多くの人が集まる
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特 集
港
区
は
東
京
都
心
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
近
代
的
な

街
並
み
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

多
く
の
歴
史
・
文
化
的
資
源
に
も
恵
ま
れ
た
、
最
先
端
と

伝
統
が
調
和
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。
令
和
２
年

３
月
に
Ｊ
Ｒ
山
手
線
に
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
、
同
年
６

月
に
は
地
下
鉄
日
比
谷
線
に
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
駅
が
開
業
す

る
な
ど
、
ま
ち
は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
。

「
区
民
に
信
頼
さ
れ
、
身
近
で
便
利
な
区
役
所
」
を
目

指
し
、
区
は
平
成
1ÿ
年
４
月
に
区
役
所
・
支
所
改
革
を
実

施
。「
芝
」「
麻
布
」「
赤
坂
」「
高
輪
」「
芝
浦
港
南
」
の

総
合
支
所
中
心
の
区
政
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
区

民
に
と
っ
て
身
近
な
総
合
支
所
を
拠
点
に
、
子
ど
も
や
高

齢
者
、
障
害
者
、
外
国
人
な
ど
多
様
な
区
民
に
対
応
し
得

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

私
が
所
属
し
て
い
る
芝
地
区
は
、
増
上
寺
や
東
京
タ
ワ

ー
を
は
じ
め
と
す
る
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
だ
け
で
は
な

く
、
芝
公
園
や
愛
宕
山
な
ど
都
心
に
居
な
が
ら
豊
か
な
自

然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
聖
地
と
呼
ば
れ
る
新
橋
、
慶
応
義
塾
大

学
が
立
地
し
て
い
る
三
田
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん

で
い
る
虎
ノ
門
・
竹
芝
な
ど
、
観
光
客
や
働
く
人
、
学
ぶ

人
で
に
ぎ
わ
う
活
気
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
で
す
。

都
心
で
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

総
合
支
所
中
心
の
区
政
運
営
を
行
う
港
区
は
、
地
区
ご

と
に
計
画
を
策
定
し
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
合
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
芝
地
区
で
は
、
開
発
に
よ
る
ま
ち

並
み
や
生
活
環
境
の
変
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

な
ど
に
よ
り
、
古
く
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て

き
て
い
る
こ
と
を
課
題
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

昭
和
ú0
年
代
に
あ
っ
た
よ
う
な
、
人
と
人
と
の
温
か
い
つ

な
が
り
を
再
生
し
、
地
域
の
課
題
を
地
域
で
解
決
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
平
成
20
年
に
地
域

の
誰
も
が
集
い
、
交
流
で
き
る
拠
点
と
し
て
「
芝
の
家
」

を
設
立
し
ま
し
た
。

慶
應
義
塾
大
学
と
の
協
働
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お

り
、「
ご
近
所
同
士
」
の
関
係
づ
く
り
を
促
進
し
、
つ
な

が
り
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
安
心
し
て
遊
び

回
り
、
高
齢
者
は
孤
立
す
る
こ
と
な
く
暮
ら
す
こ
と
が
で

◆◆◆

き
る
地
域
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

開
設
当
初
は
利
用
者
が
少
な
か
っ
た
芝
の
家
も
、
今
で

は
１
日
平
均
ú0
人
ほ
ど
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
、
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
地
域
の
「
居
場
所
」
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
芝
の
家
で
の
出

会
い
が
き
っ
か
け
で
、
芝
の
家
の
外
で
も
声
を
掛
け
合
う

౦
ژ
౎
ߓ
۠

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

ᒇ
　
༑
ඒ

౦
ژ
౎
ߓ
۠
ࣳ
஍
۠
૯
߹
ࢧ
ॴ�

ڠ
ಇ
ਪ
ਐ
՝
ڠ
ಇ
ਪ
ਐ
܎

―
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
育
ま
れ
る
ま
ち
に
―

ủ
͝
ۙ
ॴ
Ứ
ͷ
ͭ
ͳ
が
り
を
࠶
ੜ

ここがス
ゴイ！

私たちが所属する協働推進課は、地域の皆さんと手を携え、地域の課題解決に取り組み、
より良い地域づくりをめざす部署です。町会・自治会支援、地域が一体となった防災対
策の推進、芝の家のような地域交流拠点の運営や地域コミュニティを担う人材の発掘・
育成など、その業務は多岐にわたります。
榮友美さんは入区して４年目ですが、持ち前の明るいキャラクターとコミュニケーシ

ョン能力を発揮して、業務を通じて関わった様々な世代・立場の人たちと良好な関係を
つくり、協働の輪を広げています。置賜地域との連携など、新たな取り組みに対しても
前向きに挑戦しており、広がるつながりを素直に楽しむ姿勢が備わっています。これか
らも地域に飛び出し、様々な出会いや経験を積み重ね、イノベーターと呼ばれる職員に
なることを期待しています。

໌Δ͍ΩϟϥͰੈ୅ӽ͑ͨڠಇのྠ
港区芝地区総合支所協働推進課地区政策担当係長　辻 剛久
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様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
ま
ち
に
新
し
く
移

っ
て
き
た
人
た
ち
も
地
域
に
な
じ
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。

平
成
2ý
年
に
は
「
芝
の
家
」
の
姉
妹
拠
点
と
し
て
、
新

橋
６
丁
目
に「
ご
近
所
ラ
ボ
新
橋
」を
開
設
し
ま
し
た
。「
こ

こ
か
ら
始
ま
る
ご
近
所
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に

自
分
の
想
い
を
地
域
に
つ
な
げ
、
地
域
や
社
会
を
良
く
す

る
活
動
を
行
う
実
験
室
と
し
て
、
ま
た
、
誰
も
が
気
軽
に

立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

場
づ
く
り
と
人
づ
く
り

芝
地
区
で
は
、
こ
う
し
た
交
流
の
場
の
運
営
に
加
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
し
、
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
「
人

財
」
を
育
成
す
る
講
座
「
ご
近
所
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
校
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
「
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
ま
ち
に
つ
な
げ
る
」
こ
と
で
実
現
す
る
新
し
い
地

域
づ
く
り
（
＝
ご
近
所
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
地
域
に
参
加
し

た
い
け
ど
何
か
ら
始
め
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
、
ご
近
所

◆◆◆

に
気
の
合
う
仲
間
が
ほ
し
い
、
そ
ん
な
人
の
地
域
に
飛
び

出
す
一
歩
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
講
座
と
い
う
と
、
地
域
の
課
題
を
洗
い
出

し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動
を
実
践
、
講
座
を
修
了
す

る
と
活
動
は
終
了
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
活
動
が
続
か
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
そ
の

地
域
の
課
題
が
「
自
分
事
」
で
は
な
い
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ご
近
所
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
校
で
は
、
講
座
を
通
じ
て

「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
」
を
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
、
講
座
を
修
了
し
て
も
地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
暮

ら
す
方
法
を
講
座
の
中
で
見
つ
け
、
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

地
域
を
越
え
た
つ
な
が
り
へ

芝
の
家
、
ご
近
所
ラ
ボ
新
橋
、
ご
近
所
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
学
校
は
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

人
と
人
の
つ
な
が
り
は
、
意
外
な
交
流
へ
と
広
が
っ
て
い

ま
す
。
山
形
県
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
（
置
広
）
が
芝

の
家
を
視
察
に
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
置
賜
と
港

区
と
い
う
地
域
を
越
え

た
交
流
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
港
区
か
ら
も
ご
近

所
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学

校
の
修
了
生
が
置
賜
へ

訪
れ
る
こ
と
で
、
住
民

同
士
の
交
流
へ
と
発
展

し
て
い
ま
す
。

平
成
ú0
年
、
置
賜
と

の
共
同
企
画
「
2û
時
間

◆◆◆

ト
ー
ク
カ
フ
ェ
」
を
新
橋
で
開
催
し
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク

な
ま
ち
づ
く
り
や
交
流
の
場
づ
く
り
を
紹
介
し
、そ
の「
ま

ち
」「
地
域
」「
ひ
と
」
に
出
会
う
企
画
で
す
。
置
賜
の
暮

ら
し
に
触
れ
な
が
ら
「
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
や
生
き
方
」

を
参
加
者
全
員
で
考
え
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
か
ら
は
置
広
が
実
施
す
る
人
材
育
成
研
修

に
港
区
職
員
も
参
加
し
、
遠
隔
自
治
体
間
連
携
を
テ
ー
マ

に
お
互
い
の
地
域
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
理

解
を
深
め
ま
し
た
。
現
在
は
地
域
交
流
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
置
賜
×
み
な
と
」
を
立
ち
上
げ
、
定
期
的
な
リ
モ
ー

ト
会
議
や
連
携
事
業
の
企
画
立
案
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

芝
地
区
総
合
支
所
に
配
属
さ
れ
て
か
ら
起
こ
る
出
会
い

は
思
い
が
け
な
い
も
の
ば
か
り
。
入
庁
す
る
前
は
、
事
務

職
と
い
え
ば
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
と
い
う
印
象
で
し
た
が
、
実
際

の
業
務
は
外
に
出
て
地
域
の
人
と
共
に
活
動
す
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
窓
口
職
場
な
の
で
、
窓
口
や

電
話
を
通
し
て
対
応
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
外
に

出
て
仕
事
や
話
を
す
る
こ
と
で
、
芝
地
区
に
住
ん
で
い
る

方
と
直
接
触
れ
合
う
機
会
を
た
く
さ
ん
頂
い
て
い
ま
す
。

デ
ス
ク
に
座
っ
て
い
る
だ
け
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
住
民
の
声
、
想
い
を
聴
く
な
か
で
、
本
当
に
区
民

が
望
ん
で
い
る
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
、
区
民

に
一
番
近
い
存
在
で
あ
る
基
礎
自
治
体
が
で
き
る
こ
と
は

何
か
、
を
考
え
る
こ
と
が
日
常
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
港
区
や
置
賜
で
の
様
々
な
活
動
を
め
ぐ
る
出
会
い

や
経
験
を
活
か
し
、
本
当
の
意
味
で
区
民
の
声
を
く
み
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
職
員
を
目
指
し
て
、
今
後
も
地
域
に

飛
び
出
し
職
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

24 時間トークカフェ

ご近所イノベーション学校シンポジウム活動発表会

地域交流拠点「芝の家」
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特 集
私
は
横
浜
市
消
防
局
に
勤
務
し
て
お
り
、
本
来
業
務
以

外
に
「
す
べ
て
の
人
に
届
く
防
災
」
に
つ
い
て
、
特
に
聴

覚
障
害
者
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中

で
も
「
手
話
を
交
え
た
大
道
芸
に
よ
る
防
災
広
報
」「
手

話
と
字
幕
に
よ
る
火
災
予
防
啓
発
動
画
」「
消
防
局
の
新

採
用
職
員
向
け
の
聴
覚
障
害
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
」
の

三
つ
が
評
価
さ
れ
、「
地
方
公
務
員
が
本
当
に
す
ご
い
！

と
思
う
地
方
公
務
員
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
９
」（
株
式
会
社

ホ
ル
グ
主
催
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら

三
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。

手
話
を
交
え
た
防
災
大
道
芸

私
は
も
と
も
と
大
道
芸
フ
ァ
ン
で
、
好
き
が
高
じ
て
大

道
芸
サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
、自
分
で
も
「
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
」

や
「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い

ま
す
。
大
道
芸
に
は
、
見
よ
う
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
人

さ
え
も
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
世
界
に
引
き
込
ん
で
し
ま

う
力
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
消
防
の
広
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
・

◆◆◆

チ
ラ
シ
で
情
報
を
発
信
し
ま
す
が
、
関
心
の
な
い
人
に
は

届
い
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
「
関
心
の
な

い
人
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
、
大
道
芸
ス
タ
イ
ル
の
広

報
を
考
え
ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
と
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

で
興
味
を
引
き
、
集
ま
っ
た
方
々
に
防
災
・
減
災
の
話
を

す
る
。
真
面
目
な
話
に
飽
き
そ
う
な
頃
合
い
に
ま
た
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。
新

た
に
観
客
が
増
え
た
と
こ
ろ
で
次
の
防
災
・
減
災
の
話
を

す
る
、
と
い
う
「
防
災
大
道
芸
」
の
始
ま
り
で
す
。

防
災
大
道
芸
で
あ
る
程
度
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
と

き
、
聴
覚
障
害
者
の
友
人
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
喋
り
だ
け
で
は
聴
覚
障
害
者

に
内
容
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。「
関
心
が
あ
る
」「
情
報
を
得

た
い
」
と
い
う
人
が
見
に
来
て
く
れ
た
の
に
、
そ
こ
に
伝

わ
る
手
段
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
防
災
大
道
芸
に
手
話
と
フ
リ
ッ
プ
を
取
り
入

れ
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
防
災
大
道
芸
」
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

ま
し
た
。
最
新
の
試
み
で
は
、
音
声
文
字
化
ア
プ
リ
を
活

用
し
た
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
字
幕
」
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
よ
り
良
い
方
法
を
模
索
し
な
が
ら
、「
す
べ
て
の

人
に
伝
わ
る
防
災
大
道
芸
」
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。手

話
と
字
幕
の
動
画
で
火
災
予
防
啓
発

２
０
１
９
年
３
月
に
「
手
話
EF
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
火
災
予

防
講
座
」
と
題
し
た
動
画
を
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
横
浜
市

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
横
浜

市
職
員
の
自
主
勉
強
会
で
あ
る「
ヨ
コ
ハ
マ
手
話
研
究
会
」

の
有
志
（
聴
覚
障
害
者
職
員
）
の
協
力
を
得
て
作
成
し
ま

し
た
。

動
画
に
よ
る
広
報
は
多
く
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
お

り
、
消
防
分
野
で
も
防
災
啓
発
動
画
を
ア
ッ
プ
す
る
消
防

機
関
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
字
幕
や
手
話
通
訳
を
付
け
た

動
画
も
多
く
、
情
報
保
障
の
配
慮
も
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ

◆◆◆

ਆ
ಸ
઒
ݝ
ԣ
඿
ࢢ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

੉
ށ
　
༐

ԣ
඿
ࢢ
ফ
๷
ہ
ܯ
๷
෦
࢘
ྩ
՝
γ
ε
ς
Ϝ
؅
ཧ
܎

ి
ࢉ
γ
ε
ς
Ϝ
ओ
೚
ɹ
ফ
๷
࢘
ྩ
ิ

―
聴
覚
障
害
者
を
意
識
し
た
取
り
組
み
―

୭
΋
ஔ
き
ڈ
り
ʹ
͠
ͳ
͍
৘
ใ
発
৴

ここがス
ゴイ！

命と向き合う仕事に大切なのは対応力と応用力。そ
れを地で行っている瀬戸勇さん。自らの発信力を広げ
るばかりでなく、初任者研修で「意識して聴覚障害の
ある当事者と触れ合う」機会をつくってしまった。横
浜消防には、初任生時代に一度は障害のある人と向き
合い、仕事、それから人生のための “ 引き出し ” を準
備できた職員が増えている。横浜消防だけでなく、全
国の消防で第２、第３の瀬戸勇につながっていくこと
がなにより期待される。

શࠃにୈ̎ɺୈ̏の੉ށ༐Λ
横浜市健康福祉局課長補佐　萩原昌子
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特 集

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
私
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
動
画
の
多

く
は
も
と
も
と
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
字
幕
や
手
話
通
訳
を

追
加
す
る
形
、
す
な
わ
ち
健
聴
者
向
け
の
動
画
に
情
報
保

障
を
後
付
け
し
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。

私
た
ち
の
「
手
話
EF
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
最
初
か
ら
聴

覚
障
害
者
に
向
け
た
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
作
成
し
て
お

り
、
使
用
言
語
を
手
話
に
し
、
手
話
が
わ
か
ら
な
い
方
の

た
め
に
字
幕
を
つ
け
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
の
目
的
は
、
聴
覚
障
害
者
向
け
の
火
災
予
防

啓
発
で
し
た
が
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
音
声
を
出
せ
な

い
環
境
で
も
、
字
幕
が
あ
る
た
め
に
動
画
の
内
容
が
多
く

の
人
に
伝
わ
り
や
す
い
と
い
う
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
障
害
者
の
た
め
の
合
理
的
配
慮
が
健
常
者
に
と
っ

て
も
有
益
で
あ
る
と
い
う
好
例
で
す
。

最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、
マ
ス
ク

着
用
や
飛
沫
防
止
の
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
・
ア
ク
リ
ル
板

の
設
置
が
当
た
り
前
に
な
り
ま
し
た
が
、
声
が
遮
ら
れ
て

レ
ジ
や
窓
口
で
の
会
話
が
し
に
く
く
な
っ
た
と
感
じ
た
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
例
え
ば
指
差
し
で
内
容
を
確

認
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
な
ど
の
視
覚
的

な
情
報
伝
達
手
段
が
有
効
で
す
。
普
段
か
ら
音
声
会
話
だ

け
に
頼
ら
ず
、
補
助
的
に
で
も
視
覚
情
報
を
う
ま
く
活
用

し
て
い
れ
ば
、
聴
覚
障
害
者
が
窓
口
に
来
た
と
き
に
も
、

あ
る
程
度
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
と
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

新
採
研
修
で
聴
覚
障
害
テ
ー
マ
の
講
義

横
浜
市
消
防
局
で
は
、
新
採
用
職
員
の
研
修
と
し
て
消

防
学
校
で
６
カ
月
間
の
「
初
任
基
礎
教
育
」
を
実
施
し
て

◆◆◆

お
り
、
こ
の
中
の
「
人
権
啓
発
」
と
い
う
枠
で
、
聴
覚
障

害
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
出
の
ヨ

コ
ハ
マ
手
話
研
究
会
の
協
力
に
よ
り
、
聴
覚
障
害
者
を
講

師
に
迎
え
た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
で
聴
覚
障
害
を
テ
ー
マ
に
講
義
す
る
場
合
、「
災

害
・
救
急
現
場
で
使
え
る
手
話
を
覚
え
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
方
向
に
行
き
が
ち
で
す
が
、
こ
こ
で
は
手
話
を
教
え
る

こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
ま
せ
ん
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
聴
覚

障
害
は
見
た
目
で
は
わ
か
り
に
く
い
障
害
で
あ
る
こ
と
、

人
そ
れ
ぞ
れ
聞
こ
え
方
や
背
景
が
異
な
る
こ
と
、
一
人
ひ

と
り
に
合
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
考
え
工
夫

す
る
こ
と
、
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
義
は
こ
れ
ま
で
５
年
間
継
続
し
て
お
り
、
来
年

以
降
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。
災
害
現
場
の
要
救
助
者
に

は
、
聴
覚
障
害
者
や
そ
の
他
の
障
害
者
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
の
人
が
い
る
と
い
う
「
多
様
性
」
に
気
づ
い
て
ほ
し
い

と
い
う
講
義
の
狙
い
が
多
く
の
受
講
生

に
届
き
、
横
浜
市
消
防
局
の
風
土
と
し

て
定
着
す
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
理
想
に
近
づ
く
た
め
、
今
後

も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
多
く
の
仲

間
の
協
力
が
あ
っ
て
形
に
な
り
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
を
気
軽
に
話
し
、
ア
イ
デ
ア

や
思
想
を
共
有
で
き
る
仲
間
を
持
つ
こ

と
は
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
最

初
か
ら
満
点
を
狙
わ
な
く
て
も
、
と
り

あ
え
ず
着
手
し
て
改
善
し
続
け
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
く

と
思
っ
て
い
ま
す
。

初任教育「人権啓発」講義の様子

「手話 deワンポイント火災予防講座」の一場面

手話・フリップ・字幕で情報発信（防災大道芸で）

17 2020・11月号 地域づくり 特集編 2020・11月号地域づくり 特集編 16



特 集
地
域
と
関
わ
る
き
っ
か
け

今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
が
「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若

手
公
務
員
」
だ
と
伺
い
気
後
れ
し
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く

頂
い
た
機
会
で
す
。
私
が
公
務
員
に
な
っ
て
し
て
き
た
こ

と
を
少
し
だ
け
お
話
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

私
は
平
成
25
年
に
山
梨
県
北
杜
市
に
入
庁
し
、
総
務
課

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
の
冬
、
地
域
の
課
題
を
地

域
の
人
が
解
決
し
て
い
く
た
め
の
支
援「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

デ
ザ
イ
ン
」に
取
り
組
む
、株
式
会
社「
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

‒Ｌ
」

の
岡
崎
エ
ミ
さ
ん
の
講
演
会
に
伺
い
ま
し
た
。
い
く
つ
か

の
事
例
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、「
地
域
に
関
わ
る
こ
と
っ
て

楽
し
そ
う
！
」
と
浮
き
浮
き
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
私
も

地
域
の
中
で
何
か
活
動
が
で
き
な
い
か
と
思
い
立
ち
、
地

元
の
マ
ル
シ
ェ
の
立
ち
上
げ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
、
地
域
の
人
た
ち

◆◆◆

と
一
緒
に
活
動
す
る
機
会
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
北
杜
市
役
所
で
は
市
内
の
一
部
地
域
が
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
若
手
職

員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
は
「
エ
コ
パ
ー
ク
を
活
か
し
た

地
域
活
性
化
」。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
政
策
を
立
案
す
る
の

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
８
人
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
や
外
部
視
察
を
し
な
が
ら
話
し
合
い
を
進
め
、
地

域
資
源
の
「
水
」、
そ
し
て
そ
の
水
で
育
つ
「
米
」、
未
来

を
担
う
「
子
ど
も
た
ち
」
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

地
域
の
人
と
子
ど
も
た
ち
が
協
働
で
米
を
作
り
、
そ
こ

で
子
ど
も
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と
や
発
見
し
た
こ
と
、
地
域

の
魅
力
を
、
大
人
た
ち
に
向
け
て
発
表
す
る
と
い
う
活
動

を
提
案
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
自
分
の

地
域
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
の
思
い
で

学
校
と
協
力
し
な
が
ら
始
め
た
活
動
は
、
今
年
で
５
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
地
域
の
若
手
住
民
グ
ル
ー
プ
が

こ
の
事
業
に
全
面
的
に
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、

農
家
や
菓
子
屋
の
メ
ン
バ
ー
が
黒
板
の
前
に
立
っ
て
講
師

役
も
務
め
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
派
遣

そ
の
後
、
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
東

京
・
日
本
橋
）
に
２
年
間
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
、

平
成
ú0
年
４
月
に
着
任
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
人
材
育
成

を
主
に
担
当
し
、
北
杜
市
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
職
員
の
多
く
は
20
代
か
ら
ú0
代
で
、
全

国
の
自
治
体
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
上
下

関
係
は
あ
ま
り
な
く
、
職
員
同
士
が
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で

い
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
企
画
を
立
て

る
際
に
は
、立
場
や
世
代
に
関
係
な
く
意
見
を
出
し
合
い
、

答
え
が
出
る
ま
で
じ
っ
く
り
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
と
に

◆◆◆

ࢁ
ས
ݝ
๺
ై
ࢢ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員
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藤
　
Ώ
͔

ࢁ
ས
ݝ
๺
ై
ࢢ
੓
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ൿ
ॻ
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ൿ
ॻ
޿
ใ
՝
޿
ௌ
޿
ใ
୲
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ओ
೚

公
務
員
ͱ
͠
ͯ
ỏ

 

஍
Ҭ
ͷ
ਓ
ͱ
͠
ͯ
で
き
る
͜
ͱ

―
地
域
と
関
わ
る
こ
と
で
始
ま
っ
た
私
の
働
き
方
―

ここがス
ゴイ！

齊藤ゆかさんの輝きはこれまで幾度となく目に
してきました。総合戦略策定時にはアイデアを新
しい事業にまとめ、市役所職員有志の勉強会を主
宰し、常に向上心を持って何事にも果敢に取り組
む姿が印象的です。地域活性化センターにおいて、
人とのつながりから多くのことを学び、現在さら
にパワーアップして、広報担当として前進を続け
ています。「イノベーターを志す公務員」として、
自信をもって推薦します。　

ৗに޲上৺΋ちՌ׶にऔΓ૊Ή
北杜市秘書広報課　坂口美穂
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か
く
「
対
話
」
を
し
な
が
ら
「
考
え
る
」
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

帰
任
後
、
広
聴
広
報
担
当
へ

今
年
４
月
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
の
派
遣
期
間
を

終
え
、
北
杜
市
に
戻
っ
て
配
属
さ
れ
た
の
は
広
聴
広
報
担

当
で
し
た
。
私
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
広
報
の
業
務
は
、

撮
影
や
取
材
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
な
ど
で
し
た
が
、
帰
任
し

た
頃
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る

時
期
で
し
た
。
予
定
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
に
な

り
、
撮
影
や
取
材
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関

す
る
情
報
の
整
理
と
発
信
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
は
少
な
く
、
社
会
全
体
が
不
穏
な
空
気
に
覆

◆◆◆

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
広
聴
広
報
担
当
と
し
て
誰
か

を
勇
気
づ
け
た
り
ほ
っ
と
さ
せ
た
り
す
る
発
信
が
で
き
な

い
か
。そ
う
考
え
て
い
る
と
き
に
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
が
、

「
み
ん
な
へ
、
み
ん
な
の
、
あ
り
が
と
う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
方
へ
感
謝
と
応
援
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
職
員
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
る
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う

と
、「
北
杜
エ
ー
ル
シ
ャ
ツ
」
を
作
製
し
ま
し
た
。
北
杜

エ
ー
ル
シ
ャ
ツ
は
、
地
元
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
ロ
ゴ
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
も
ら
い
、
職
員
向
け
に
販
売
し
、
売
上
金
の
一

部
を
医
療
従
事
者
へ
の
支
援
に
充
て
ま
し
た
。

職
員
の
有
志
が
費
用
を
す
べ
て
賄
い
、
毎
週
金
曜
日
に

「
フ
ラ
イ
デ
ー
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
北
杜
エ
ー
ル
シ

ャ
ツ
を
着
用
し
て
業
務
に
あ
た
る
こ
と
で
、
職
員
も
市
民

と
思
い
を
共
有
し
て
「
あ
り
が
と
う
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
外
の
団
体
で
も
同
様
の
取

り
組
み
を
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
お
り
、
日
本

中
に
少
し
ず
つ
で
も
「
あ
り
が
と
う
」
の
輪
が
広
が
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
。

こ
の
「
み
ん
な
へ
、
み
ん
な
の
、
あ
り
が
と
う
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
職
員
同
士
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
中
で
企
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。「
対
話
」
を
し
な
が
ら
「
考
え
」、
そ

し
て
そ
れ
を
形
に
す
る
こ
と
で
事
業
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
少
し
ず
つ

活
か
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。置

か
れ
た
場
所
で

咲
く

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
派

遣
さ
れ
て
い
る
と
き
、
上
司
か

ら
「
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な

さ
い
」
と
い
う
言
葉
を
教
え
ら

れ
ま
し
た
。私
た
ち
公
務
員
は
、

幅
広
い
業
務
が
あ
り
、
様
々
な

形
で
地
域
に
関
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
分
が
仕
事
で
ど
こ

に
身
を
置
い
て
も
、
ま
た
地
域

の
中
で
身
を
置
く
場
所
を
見
つ

け
て
も
、
置
か
れ
た
場
所
で
咲

け
る
よ
う
な
公
務
員
、
あ
る
い

は
人
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。　

◆◆◆

地域活性化センターではみんなでセミナーをつくり上げました

私たちが「先生」として授業を進めることもあります

子どもたちが地域の人と一緒に米作りを学びます
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8
IBUîT VQ
 #SP �　

調
子
は
ど
う
だ
？　

お
っ
と
、

握
手
は
な
し
だ
、
お
互
い
気
を
付
け
よ
う
。

公
務
員)

*1 )
0

1

ク
ル
ー
〝8

3
/

〞
代
表
のU�L�S

だ
ぜ
。
俺
た
ち
は
長
野
県
の
魅
力
を
ラ
ッ
プ
で
発
信
す
る

こ
と
を
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
だ
。

:
PV5

VCF

で
「
長
野
県　

ラ
ッ
プ
」
と
検
索
す
れ
ば
、

俺
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ッ
プ
が
ず
ら
っ
と
出
て
く
る
か

ら$IFDL JU PVU

し
て
く
れ
。

楽
曲
制
作
の
他
、
ラ
イ
ブ
配
信
や
ア
パ
レ
ル
デ
ザ
イ
ン

な
ん
か
も
や
っ
て
る
、
お
し
ゃ
れ
な
公
務
員
集
団
と
思
っ

て
も
ら
っ
て
間
違
い
な
い
。

み
ん
な
は
〝
公
務
員
〞
っ
て
聞
く
と
、
ど
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
る
？

公
務
員
じ
ゃ
な
い
奴
に
聞
い
て
み
た
ら
、
返
っ
て
き
た

答
え
は
こ
う
だ
。「
知
ら
な
い
」。

そ
う
、
公
務
員
が
何
を
し
て
い
る
か
っ
て
、
誰
も
知
ら

な
い
の
が
事
実
だ
。
俺
が
15
歳
か
ら
夢
見
て
就
職
し
た
組

織
で
は
、DPPM

な
仕
事
をIPU

に
や
っ
て
る
の
に
、
誰
も

知
ら
な
い
ん
だ
ぜ
。

行
政
の
情
報
発
信
の
方
法
と
い
え
ば
、)

1

に
「
×
×

基
本
方
針
」
と
や
ら
を
掲
載
。
も
う
ち
ょ
っ
と
が
ん
ば
っ

て
る
と
こ
ろ
で
は'BDFCPPL

か5
X

JUUFS

、
も
し
く
は
、

思
わ
ず
応
援
し
た
く
な
る
ク
オ
リ
テ
ィ
の
職
員
出
演
動
画

を
配
信
す
る
っ
て
と
こ
か
。

お
そ
ら
く
、
組
織
内
か
ら
は
「
い
い
ね
」
が
も
ら
え
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
世
の
中
の
〝
今
〞
と
照
ら
し
合
わ
せ

て
み
た
ら
ど
う
思
う
？　

弱
く
な
い
か
い
？

そ
こ
で
、
俺
た
ち
は
こ
う
考
え
た
。

―
公
務
員
の
メ
リ
ッ
ト
を
１
２
０
％
使
い
倒
し
な
が
ら
、

行
政
組
織
が
で
き
な
い
手
法
で
情
報
発
信
を
す
る
―

公
務
員
の
メ
リ
ッ
ト
、
そ
れ
は
、〝
世
間
の
目
が
向
き

や
す
い
〞、〝
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
仕
事
が
あ
る
〞、〝
マ
ス
コ

ミ
と
の
距
離
が
近
い
〞
と
か
。8

PX
 � 

総
合
商
社
も
ビ

ッ
ク
リ
な
大
企
業
だ
ぜ
。
そ
の
半
面
、
行
政
組
織
で
は
、

こ
ん
な
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。〝
公

平
性
が
な
い
〞
と
か
〝
奇
抜
じ
ゃ
な
い
か
〞
だ
の
、〝
そ

も
そ
も
組
織
決
定
が
…
〞。
そ
の
結
果
、
行
政
が
や
る
こ

と
っ
て
、〝
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
不
明
確
〞
で
〝
地
味
で
ダ
サ

く
て
〞、〝
ト
レ
ン
ド
無
視
〞
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
。0

I
 TIJU �　
「
手
続
き
重
視
で
結
果
無
視
」
っ

て
韻
も
踏
み
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
ぜ
。

顔
を
さ
ら
し
て
世
の
中
の
今
を
知
る

8
3

/

は
２
０
１
９
年
か
ら
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
メ
デ

ィ
ア
へ
の
出
演
を
本
格
化
さ
せ
た
。
メ
デ
ィ
ア
に
載
る
こ

と
が
目
的
で
は
な
い
。
そ
ん
な
の
、
公
務
員
の
メ
リ
ッ
ト

を
使
え
ば
簡
単
に
果
た
せ
る
。

目
的
は
、〝
顔
を
さ
ら
す
こ
と
〞。

〝
公
務
員
ラ
ッ
パ
ー
〞
を
名
乗
り
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
へ

出
演
し
て
き
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
ら
お
願
い
し
て
出

演
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
だ
。
ク
ラ
ブ
で
の

◆◆◆

௕
໺
ݝ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

ٶ
ౢ
　
୓
࿠

長
໺
ݝ
ྛ
຿
෦
৿
ྛ
ͮ
͘
Γ
ਪ
ਐ
՝�

ௗ
्
ର
ࡦ
ɾ
δ
Ϗ
Τ
ৼ
ڵ
ࣨ

―
世
の
中
の
今
と
、
公
務
員
の
イ
マ
―

W
e R
ep N

A
G
A
N
O
, That's all.

ここがス
ゴイ！

長野県民は議論が大好きだ。議論しただけ仕事をした錯覚に陥っ
てしまう。
議論だけでは何も進まない。現場で直接県民の顔を見て、その

場の空気に直接触れて、ひざを突き合わせて直接会話をすること
で言葉や気持ちが伝わり、理解が生まれる。
くしくもコロナ禍で働き方が大きく様変わりしてきた。新たな

生活様式の中で、あらゆる手法を用いて情報発信することで、新
しい行政の広報のあり方が見えてくるのではないか。
「論より実行」。情報ツールを駆使して動き回り新たな世界を切
り開いていくことに期待している。

࿦ΑΓ࣮ߦ
鳥獣対策・ジビエ振興室 課長補佐兼鳥獣被害対策係長　山城政利
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出
演
時
間
は
基
本
的
に
深
夜
０
時
以
降
。
そ
ん
な
時
間
に

長
野
県
魅
力
発
信
ラ
ッ
プ
を
ス
テ
ー
ジ
で
叫
ん
で
い
た
。

客
が
立
ち
去
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
６
０
０
０
人
の
前
で
歌

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
民
放
テ
レ
ビ
番
組
に
も
出
演
し
た
。

こ
こ
で
何
を
し
た
か
っ
た
か
っ
て
こ
と
。
そ
れ
は
、
世

の
中
の
反
応
を
得
る
こ
と
。

自
分
の
顔
を
隠
し
て
〝
組
織
〞
と
し
て
世
の
中
と
接
す

る
の
が
公
務
員
だ
と
思
う
。
当
然
、
組
織
決
定
さ
れ
た
こ

と
を
、
担
当
者
と
し
て
発
信
す
る
ん
だ
か
ら
そ
れ
で
い
い

と
思
う
。
で
も
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
世
の
中
の
反
応
は
〝
組

織
〞
に
対
し
て
の
不
満
だ
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
し
か
返

っ
て
こ
な
い
。
そ
れ
に
、
世
の
中
の
ト
レ
ン
ド
に
触
れ
る

機
会
も
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
こ
で
、
俺
た
ち
は
思
い
っ
き
り
顔
を
さ
ら
し
、
仕
事

で
は
接
す
る
こ
と
が
無
い
業
種
の
方
々
と
の
接
点
を
持
つ

こ
と
で
世
の
中
の
〝
今
〞
を
知
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考

え
た
か
ら
、
ラ
ッ
プ
と
い
う
武
器
を
持
っ
て
世
の
中
に
飛

び
込
ん
だ
ん
だ
。

最
初
は
き
つ
か
っ
た
。〝
組
織
〞
に
守
ら
れ
て
い
た
ん

だ
と
実
感
し
た
よ
。
な
ん
せ
、
反
応
が
ダ
イ
レ
ク
ト
な
ん

だ
か
ら
。
で
も
、
批
判
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
い
た
だ
い

た
反
応
は
す
べ
て
前
向
き
な
こ
と
。
き
つ
か
っ
た
っ
て
い

う
の
は
、自
分
た
ち
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
た
か
ら
な
ん
だ
。

で
も
、〝
組
織
〞
に
守
ら
れ
て
い
る
ま
ま
で
は
気
づ
く
き

っ
か
け
す
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。

つ
ま
り
、
世
の
中
の
反
応
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
受
け
る
と

い
う
こ
と
は
、
ト
レ
ン
ド
感
度
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
情
報

発
信
の
手
法
や
見
せ
方
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
た
め
に

は
と
て
も
有
効
だ
っ
た
ん
だ
。

た
だ
、
世
の
中
の
〝
今
〞
っ
て
、
こ
れ
が
当
た
り
前
な

ん
だ
っ
て
こ
と
も
痛
感
し
た
。
だ
か
ら
思
っ
た
ね
、
深
夜

３
時
の
ス
テ
ー
ジ
で
。
公
務
員
の
情
報
発
信
に
対
す
る
姿

勢
は
〝
甘
い
〞
っ
て
。

炎
上
さ
せ
る
の
も
難
し
い

言
わ
ず
も
が
な
、4/

4

の
普
及
で
誰
も
が
ク
リ
エ
イ
タ

ー
に
な
っ
た
時
代
だ
。日
々
情
報
が
秒
で
流
れ
て
い
る
中
で
、

届
け
た
い
情
報
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
二
度

見
し
ち
ゃ
う
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
必
要
だ
。
目
に
留
ま

ら
な
け
れ
ば
何
も
や
っ
て
な
い
の
と
同
じ
と
言
い
た
い
。

そ
の
点
、
行
政
組
織
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
ど
う
だ

ろ
う
。
行
政
の
言
っ
た
こ
と
は
必
ず
届
い
て
い
る
と
思
い

込
ん
で
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

俺
の
ス
マ
ホ
で
は
、
行
政
の
発
信
す
る
情
報
が
表
示
さ

れ
た
試
し
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
仕
事
と
な
る
と
、
県

)
1

に
諸
々
の
情
報
を
ア
ッ
プ
し
て
お
し
ま
い
。
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
く
れ
、
そ
れ
は
最
低
限
の
仕
事
で
あ
っ
て
、
さ

ら
に
、
受
け
取
っ
て
も
ら
う
た
め
の
努
力
が
担
当
者
の
腕

の
見
せ
ど
こ
ろ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

行
政
組
織
っ
て
、
一
つ
で
も
批
判
が
あ
っ
た
ら
ア
ウ
ト

み
た
い
な
空
気
な
い
？

8
3

/

は
毎
日
、
メ
ン
バ
ー
と
喧
嘩
に
近
い
話
し
合
い

を
し
て
次
の
手
を
考
え
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
世
の
中
の

認
知
度
が
高
ま
ら
な
い
。
炎
上
す
ら
し
な
い
。
情
報
を
受

け
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
っ
て
、
ほ
ん
と
に
ハ
ー
ド
だ
ぜ
。

だ
か
ら
、
行
政
組
織
も
怖
が
ら
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
。
炎

上
さ
せ
る
こ
と
も
む
ず
か
し
い
ん
だ
か
ら
。

こ
こ
で
文
字
数
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
ち
ま
っ
た
ぜ
。
も
っ
と

俺
た
ち
に
つ
い
て
知
り
た
く

な
っ
た
人
は
、)

1

見
て
く
れ

笑
。 ◆◆◆

長野県庁にてライブを実施

深夜のライブハウスで災害支援を呼びかけ

筆者の活動詳細は
こちら
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縦
割
り
打
破
の
「
つ
な
ぐ
課
」

２
０
１
９
年
４
月
、
神
戸
市
は
社
会
課
題
に
対
し
て
組

織
一
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
縦

割
り
行
政
」
を
打
破
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
つ
な
ぐ

課
（
現
つ
な
ぐ
ラ
ボ
）」
を
創
設
し
ま
し
た
。

つ
な
ぐ
課
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
市
民
目
線
・
地
域
目

線
と
い
う
観
点
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
課
題
を
発
見
し
、

関
係
す
る
部
署
や
市
民
、
地
域
団
体
な
ど
を
つ
な
い
で
解

決
に
導
く
「
課
題
解
決
型
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
す
。

創
設
当
初
、
久
元
喜
造
市
長
か
ら
は
「
と
に
か
く
新
聞

記
者
の
よ
う
な
丹
念
な
取
材
を
通
じ
、
地
域
で
起
こ
っ
て

い
る
フ
ァ
ク
ト
を
つ
か
ん
で
き
て
ほ
し
い
。
そ
れ
を
踏
ま

え
た
提
案
を
ど
ん
ど
ん
し
て
ほ
し
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
こ
か
ら
、
日
常
的
な
業
務
を
持
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る

「
遊
撃
部
隊
」
10
人
の
つ
な
ぐ
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

職
種
は
一
般
行
政
・
土
木
・
造
園
・
農
業
・
衛
生
監
視
・

消
防
と
多
岐
に
わ
た
り
、
役
職
も
課
長
・
係
長
が
混
在
し

◆◆◆

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
得
意
分
野
が
活
き
る
よ

う
に
、
課
題
ご
と
に
様
々
な
組
み
合
わ
せ
で
チ
ー
ム
を
つ

く
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

「
ワ
ク
ワ
ク
感
」
が
原
動
力

私
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
事
例
と
し
て「
官
民
連
携
」

や
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
手
段
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
先
に
は
、
社
会

課
題
解
決
や
新
た
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
が
あ
り
、
そ

の
手
段
自
体
を
目
的
に
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
つ
な
ぐ
活
動
の
中
心
に
は
課
題
が

あ
り
、
そ
の
課
題
の
本
質
を
捉
え
る
に
は
関
係
者
か
ら
具

体
的
な
声
を
聴
き
取
り
、
そ
こ
か
ら
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
見

つ
け
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る

社
会
課
題
を
行
政
だ
け
で
解
決
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
私
は
そ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
「
何
と
か
す
る
」
方

法
と
し
て
仲
間
づ
く
り
を
始
め
ま
す
。

市
役
所
の
内
外
を
問
わ
ず
、
こ
れ
ま
で
会
っ
た
人
た
ち

◆◆◆

の
顔
と
話
の
内
容
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
こ
こ
で
「
個
」

の
つ
な
が
り
が
活
き
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
想
像
力
を
働
か

せ
て
、
う
ま
く
機
能
す
る
「
絵
＝
ス
キ
ー
ム
・
座
組
み
」

を
描
き
ま
す
。

私
の
場
合
は
、
記
者
会
見
の
発
表
資
料
を
作
成
す
る
つ

も
り
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
ま
す
（
実

際
に
そ
の
資
料
が
会
見
資
料
の
ベ
ー
ス
に
な
る
こ
と
が
多

い
）。
そ
の
想
像
力
は
、
小
さ
な
成
功
体
験
か
ら
少
し
ず

つ
育
ま
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
の

で
、
特
殊
な
能
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
ア
イ
デ
ア
が
降
り
て
き
た
と
き
の
ワ
ク
ワ
ク
感

は
人
一
倍
強
く
、
そ
れ
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ア
イ

デ
ア
の
実
現
に
向
け
て
自
然
と
体
を
突
き
動
か
し
て
く
れ

ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
1ú
企
業
と
の
連

携
を
通
じ
て
、
課
題
解
決
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る

ฌ
ݿ
ݝ
ਆ
ށ
ࢢ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

௕
Ҫ
　
৳
ߊ

ਆ
ށ
ࢢ
ا
ը
ௐ
੔
ہ
ͭ
ͳ
͙
ϥ
Ϙ�

ಛ
໋
܎
長

―「
何
と
か
す
る
」
た
め
の
仲
間
づ
く
り
―

ݸ
ͷ
ͭ
ͳ
が
り
ͱ
ܦ
ݧ
を
ϑ
ϧ
׆
༻

ここがス
ゴイ！

神戸市では、求める人材像として「リーダーシップ、
チャレンジ精神、デザイン力」を掲げ、それぞれが持つ
個性を響き合わせることで、神戸の強みが磨かれると考
えています。
長井伸晃さんは、大きなビジョンを持って、自身の個

性である人のつながりや想像力を最大限活かし、前例
や組織の壁にとらわれず、新しいテクノロジーや文化を
積極的に取り入れながら、常にチャレンジし続けてくれ
ています。市の人材像を体現する、まさに“人財”です。

ݱΛମ૾ࡐのਓࢢ
企画調整局長　谷口真澄 
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こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
飲
食
店
支
援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態

宣
言
を
受
け
、
私
に
与
え
ら
れ
た
の
が
市
内
中
小
飲
食
店

へ
の
支
援
策
を
考
え
る
と
い
う
特
命
で
し
た
。も
ち
ろ
ん
、

事
業
継
続
や
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
補
助
金
施
策
も

経
済
観
光
局
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
と
に

か
く
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
多
様
な
支
援
策
を
用
意
し
、

こ
の
苦
境
を
乗
り
切
る
た
め
の
選
択
肢
を
で
き
る
だ
け
多

く
提
供
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

ま
ず
着
手
し
た
の
が
、
料
理
宅
配
代
行
サ
ー
ビ
ス

「6
CFS &BUT

（
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
）」
と
の
連
携
で
す
。

以
前
よ
り
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
活
用
に
取
り
組

ん
で
き
た
中
で
、
た
ま
た
ま
先
方
の
担
当
者
と
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
特
命
を
受
け
た
翌
日
に
は

◆◆◆

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
打
ち
合
わ
せ
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
２
週
間
後
に
は
ウ
ー
バ
ー
イ
ー

ツ
を
通
じ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
割
引
）
に
か
か
る
負
担

軽
減
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
の
直
後
に
、
知
人
か
ら
の
紹
介
で
国
内
最
大
級
の
出

前
サ
イ
ト
「
出
前
館
」
の
社
長
と
も
つ
な
が
り
、
す
ぐ
に

連
携
の
話
を
進
め
、
10
日
後
に
は
発
表
で
き
ま
し
た
。
ウ

ー
バ
ー
イ
ー
ツ
だ
け
で
は
市
内
の
支
援
エ
リ
ア
が
限
定
さ

れ
て
い
て
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
指
摘
が
市
民
か
ら
も
あ

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
郊
外
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
で
利
用
で
き
る
店
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
う

し
た
地
域
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
派
遣
す
る
実
証
実
験
も
行

い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
飲
食
店
や
市
民

か
ら
の
「
困
っ
た
」
と
言
う
声
を
ま
さ
に
課
題
と
捉
え
、

ス
ピ
ー
ド
重
視
で
様
々
な
手
法

を
活
用
し
な
が
ら
支
援
策
を
考

え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

に
温
め
て
き
た
人
と
の
つ
な
が

り
や
想
い
、
そ
し
て
市
民
や
飲

食
店
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
お
困
り

ご
と
（
課
題
）
が
一
気
に
つ
な

が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
の
が
実

感
で
す
。

つ
な
が
り
を

神
戸
の
魅
力
発
信
に

よ
く
質
問
さ
れ
る
の
が
、
人

脈
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ど
の
よ
う
に

◆◆◆

継
承
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で
す
。
も
ち
ろ
ん
業
務

を
通
じ
て
部
下
や
同
僚
に
共
有
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
対
象
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
神
戸
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
発
掘
・
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「6

OLOPX
O ,

PCF

」

を
自
ら
設
立
し
、
そ
の
枠
組
み
の
中
で
自
分
の
知
見
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
若
者
の
活
躍
の
き
っ
か
け
に
つ
な
げ
ら

れ
れ
ば
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

や
は
り
個
人
で
の
活
動
に
は
限
界
は
あ
り
ま
す
。
特
に

金
銭
を
取
り
扱
う
活
動
と
も
な
る
と
周
り
に
誤
解
を
生
じ

か
ね
な
い
の
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
透
明
性
の
高
い
枠
組
み

の
中
で
、
機
動
的
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
、
神
戸
市
の
若
手
職
員
や
大
学
講
師
、

民
間
企
業
か
ら
多
彩
な
人
材
が
集
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知

識
や
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
神
戸
の
魅
力

を
発
信
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

公
務
員
こ
そ
想
像
力
と
感
情
を
大
切
に

公
務
員
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
個
」

の
つ
な
が
り
や
経
験
は
大
き
な
財
産
で
す
。
そ
れ
を
広
げ

る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
（
フ
ァ
ク
ト
）
が
入
り
、

い
ろ
い
ろ
な
引
き
出
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

情
報
や
人
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
ば
、
新
た
な
価
値
が
生

ま
れ
て
市
政
に
還
元
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

フ
ァ
ク
ト
に
基
づ
い
た
想
像
力
を
働
か
せ
る
と
と
も

に
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
周
囲
を
巻
き
込
ん
で
い

く
情
熱
や
ワ
ク
ワ
ク
感
こ
そ
、
公
務
員
が
最
も
大
切
に
す

べ
き
も
の
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
、
つ
な
ぐ
活
動
を
経

験
し
て
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

◆◆◆

住宅団地へのキッチンカー提供実験の様子

傘のシェアリングサービス「アイカサ」を活用したまちづくり実証
事業もスタート
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特 集
「
ブ
ー
、
ブ
ー
、
ブ
ー
」

睡
眠
中
に
携
帯
電
話
の
着
信
で
起
こ
さ
れ
不
機
嫌
に
な

っ
た
の
も
つ
か
の
間
、
血
の
気
が
引
く
音
と
と
も
に
電
話

を
取
り
、「
す
み
ま
せ
ん
、
い
ま
起
き
ま
し
た
！
す
ぐ
向

か
い
ま
す
⽏
」。

島
根
県
江
津
市
役
所
に
入
庁
し
て
約
４
カ
月
後
。
当
時

担
当
し
て
い
た
市
の
複
合
施
設
「
江
津
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ

ザ　

パ
レ
ッ
ト
ご
う
つ
」
の
オ
ー
プ
ン
式
典
に
大
遅
刻
し

た
と
き
の
こ
と
は
、
い
ま
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

４
年
が
た
ち
、
部
署
も
変
わ
り
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
関
わ

ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
他
に
も
多
く
の
失
敗
が
あ

り
、
そ
の
た
び
に
上
司
や
先
輩
、
同
僚
、
関
係
者
の
方
々

に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。

大
阪
府
生
ま
れ
の
私
が
大
学
卒
業
後
、
岡
山
県
の
旅
行

会
社
勤
務
を
経
て
、
雰
囲
気
が
気
に
入
っ
て
縁
も
ゆ
か
り

も
な
い
島
根
県
に
移
住
し
た
の
は
２
０
０
７
年
の
こ
と
で

す
。
同
県
東
部
の
地
域
新
聞
社
に
勤
め
て
い
た
頃
、
西
部

に
あ
る
江
津
市
が
元
気
だ
、
お
も
し
ろ
い
取
り
組
み
を
し

て
い
る
、
と
い
う
話
が
多
方
面
か
ら
入
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
思
っ
て
見
て
み
る
と
、小
さ
い
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

で
き
る
こ
と
に
懸
命
に
、
楽
し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

こ
の
ま
ち
を
、
外
か
ら
見
届
け
る
の
で
は
な
く
、
中
か
ら

関
わ
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
、
と
の
思
い
で
採
用
試
験
を
受

け
、
２
０
１
６
年
、
úú
歳
の
と
き
に
入
庁
し
ま
し
た
。

「
山
陰
の
創
造
力
特
区
」
江
津
市

江
津
市
の
人
口
は
２
万
３
０
０
０
人
余
り
、
面
積
は
約

２
６
８
平
方
㌔
。
島
根
県
内
で
最
も
人
口
が
少
な
く
、
面

積
の
小
さ
い
市
で
す
。
高
齢
化
率
が
ú5
％
を
超
え
、
過
疎

高
齢
化
が
進
む
地
域
で
す
が
、
２
０
０
９
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
江
津
市
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
契
機
に
、

市
内
外
か
ら
江
津
市
で
起
業
を
志
す
意
欲
に
あ
ふ
れ
た
人

た
ち
が
集
ま
り
、
新
し
い
価
値
観
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
２
０
１
６
年
に
市
が
掲
げ
た
ま
ち
づ
く

り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が「
Ｇ
Ｏ
▼
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
！
山
陰
の『
創

造
力
特
区
』
へ
。」
で
す
。「
創
造
力
特
区
」
と
い
っ
て
も

◆◆◆

ౡ
ࠜ
ݝ
ߐ
௡
ࢢ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

―
旅
行
会
社
、
地
域
新
聞
社
勤
務
を
経
て
入
庁
―ງ

ߐ
　
྄
ี

ߐ
௡
ࢢ
೶
ྛ
ਫ
࢈
՝
ओ
೚

΍
り
ͨ
͍
͜
ͱ
が
࣮
ݱ
で
き
る
·
ͪ
ʹ

江津市内の企業を紹介する「52働くネット」

江津市のブランディングロゴマーク

ここがス
ゴイ！

堀江亮輔さんには、市職員に採用されてすぐに、中心市街地活性
化の核施設となる「パレットごうつ」開館の担当をしていただきま
した。見知らぬ土地、初めての職場でありながら、すぐに人間関係
を構築し、オープンにこぎ着けました。その後は雇用確保担当となり、
「52（ごうつ）働くネット」を立ち上げ、農林水産課に異動後は地
域資源を活用したさまざまなプロジェクトを立ち上げています。
人と人のネットワークを大切にしている堀江さん。そのネット

ワークを活用した前向きなチャレンジ精神で、江津市の目指す「創
造力特区」を推し進め、羽ばたいていくと信じています。

લ͖޲ͳνϟϨϯδਫ਼ਆͰӋ͹͚ͨ
江津市経済部門参事　商工観光課長　三木和彦
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つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
い
言
葉
で
す
が
、
こ
の
言
葉
の
自
分

な
り
の
意
味
を
見
つ
け
る
こ
と
が
、
行
政
組
織
の
一
員
と

し
て
ま
ち
に
関
わ
る
基
本
ス
タ
ン
ス
に
な
る
と
、
私
は
考

え
ま
し
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、「
私
は
こ
こ
を
ど
ん
な
ま

ち
に
し
た
い
の
か
」
と
い
う
問
い
で
し
た
。

住
み
た
い
・
働
き
た
い
ま
ち
に
す
る
に
は

入
庁
後
、
商
工
観
光
課
へ
と
配
属
さ
れ
、
半
年
間
「
パ

レ
ッ
ト
ご
う
つ
」
の
開
館
準
備
に
関
わ
っ
た
後
、
企
業
の

雇
用
確
保
支
援
が
主
な
担
当
業
務
と
な
り
、
働
き
た
く
な

る
市
内
の
魅
力
的
な
企
業
を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
52
（
ご
う
つ
）
働
く
ネ
ッ
ト
」、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
県
外
視
察
を
含
め
た
年
６
回
の
企
業
向
け
講
座

◆◆◆

を
行
う
「
江
津
市
企
業
魅
力
向
上
Ｔ
Ｏ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
自
身
に
も
置
き
換
え
な
が
ら
、「
江
津
市
で
働
き

た
い
」
と
思
う
人
を
一
人
で
も
増
や
す
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
る
中
で
、
こ
の
ま
ち
を
「
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
が
実
現
で
き
る
ま
ち
」
に
し
た
い
と
、

強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

仕
事
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
問
わ
ず
、
や
り
た
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
自
由
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
設
計
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
の
小
さ
な
ま

ち
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
好
循
環
が
起
こ
り
、「
こ
こ
に

住
み
た
い
」「
こ
こ
で
働
き
た
い
」
と
思
わ
れ
る
ま
ち
に

な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
の
で
す
。

２
０
１
８
年
度
に
異
動
し
た
農
林
水
産
課
に
お
い
て

も
、
同
様
の
思
い
を

持
っ
て
業
務
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。
６
次

産
業
化
推
進
の
担
当

と
し
て
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
新
商
品

開
発
支
援
や
商
流
・

物
流
の
核
と
な
る
地

域
商
社
事
業
の
推

進
、
苔こ

け

の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
す
「
52

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
推
進

な
ど
を
通
し
、
江
津

市
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
可
能
性
を
広

げ
る
さ
ま
ざ
ま
な
選

択
肢
を
提
供
で
き
る
よ
う
、事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自
分
自
身
で
「
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
」

入
庁
し
て
４
年
間
、
地
域
の
方
に
は
よ
り
充
実
し
た
暮

ら
し
を
営
ん
で
も
ら
う
た
め
、
ま
た
、
移
住
を
考
え
て
い

る
方
に
は
こ
ん
な
に
魅
力
的
な
暮
ら
し
が
あ
る
の
か
と
感

じ
て
も
ら
う
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
新
規
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・

セ
ミ
ナ
ー
立
ち
上
げ
の
ほ
か
、
市
内
の
工
業
高
校
と
ポ
リ

テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生
に
よ
る
共
同
研
究
発
表
会
、
出
会

い
の
機
会
が
少
な
い
工
場
勤
務
の
男
性
が
主
役
に
な
る
恋

活
イ
ベ
ン
ト
。
農
林
水
産
課
で
は
、
地
元
飲
食
店
に
よ
る

地
域
食
材
を
使
っ
た
食
フ
ェ
ア
、
市
民
投
票
に
よ
っ
て
新

た
な
特
産
品
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
モ
ノ
だ
け
で
は
な

く
暮
ら
し
の
魅
力
を
発
信
す
る
市
外
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
な
ど
。
私
自
身
の
知
識
や
経
験
が
乏
し
い
た
め
、

部
署
や
官
民
、
地
域
を
問
わ
ず
幅
広
く
交
流
を
持
ち
な
が

ら
、
積
極
的
に
助
言
や
協
力
を
お
願
い
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
後
押
し
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

成
果
は
、
決
し
て
私
ひ
と
り
が
成
す
も
の
で
は
な
く
、

関
係
者
の
「
こ
う
い
う
ま
ち
に
し
た
い
」
と
い
う
思
い
が

つ
な
が
り
、
形
に
な
っ
て
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。
人
の
思

い
と
思
い
を
つ
な
げ
る
た
め
、
私
自
身
が
土
台
と
な
る
思

い
を
し
っ
か
り
と
持
つ
こ
と
で
、
失
敗
し
て
も
再
び
チ
ャ

ン
ス
を
頂
け
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

強
い
思
い
が
あ
れ
ば
、
似
た
思
い
を
持
つ
人
と
自
然
と

つ
な
が
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
「
創
造
力
特
区
」
＝
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が

実
現
で
き
る
ま
ち
」
を
、
自
分
自
身
で
体
現
し
な
が
ら
、

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

中山間地域の農地を活用して苔を栽培する「52KOKE PROJECT」

2016 年 8月にオープンした「パレットごうつ」

25 2020・11月号 地域づくり 特集編 2020・11月号地域づくり 特集編 24



特 集
町
職
員
、
高
校
に
飛
び
込
む

私
は
高
校
卒
業
後
ま
で
愛
媛
県
内
子
町
内
で
過
ご
し
、

県
外
の
大
学
へ
進
学
し
た
の
ち
、
５
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

同
町
役
場
に
入
庁
し
ま
し
た
。
現
在
は
総
務
課
政
策
調
整

班
に
所
属
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
移
住
定
住
促
進
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

内
子
町
は
、
愛
媛
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
人
口
約
１

万
６
０
０
０
人
の
小
さ
な
町
で
す
。「
町
並
み
・
村
並
み
・

山
並
み
」
を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
国
内
外
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
る
だ
け
で
な

く
、
最
近
で
は
ま
ち
に
魅
力
を
感
じ
て
移
住
し
て
く
る
若

者
世
代
も
増
え
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
県
立
内
子
高
校
と
小
田
分
校
が
あ
り
ま
す
。

小
田
分
校
は
今
年
３
月
ま
で
県
立
小
田
高
校
で
し
た
が
、

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
４
月
か
ら
内
子
高
校
の
分
校
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
生
徒
数
ý1
人
の
小
規
模
校
で

◆◆◆

す
が
、
小
田
地
域
の
「
最
高
学
府
」
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
今
後
の
生
徒
数
の
減
少
に
よ
っ
て
は
高
校

再
編
整
備
計
画
の
対
象
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
現
実
も
あ
る
小
田
地
域
で
、
数
年
前
か
ら
取

り
組
み
始
め
た
の
が
高
校
の
教
育
魅
力
化
で
す
。「
生
徒

が
通
い
た
い
」「
保
護
者
が
通
わ
せ
た
い
」「
地
域
が
生
か

し
た
い
」
と
思
え
る
魅
力
あ
る
教
育
環
境
を
つ
く
る
取
り

組
み
で
す
。

私
は
、
将
来
的
に
こ
の
取
り
組
み
を
子
育
て
世
代
の
移

住
定
住
促
進
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

現
在
は
行
政
側
か
ら
高
校
、
地
域
、
行
政
を
つ
な
ぎ
、
協

働
を
起
こ
す
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。　

地
域
に
開
か
れ
た
学
び
の
場
へ

ま
ず
私
が
関
わ
っ
た
の
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
特
色
あ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
で
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
ハ
イ

テ
ク
産
業
が
集
積
す
る
米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
小
田
高

◆◆◆

校
を
結
ん
で
遠
隔
授
業

を
実
施
し
た
こ
と
で

す
。
現
地
に
留
学
し
て

い
た
小
田
地
域
の
出
身

者
と
協
働
し
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
起
き
て
い

る
地
で
働
く
大
人
と
の

対
話
の
機
会
を
つ
く
り

ま
し
た
。
こ
の
企
画
に

よ
り
、生
徒
に
多
く
の
気
づ
き
と
学
び
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
小
田
高
校
は
、
生
徒
が
面
白
い
と
思
え
る

学
び
の
場
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
29
年
度
に
魅
力

化
推
進
室
を
設
置
。
今
居
弘
幸
教
諭
が
室
長
に
な
り
高
校

と
地
域
、行
政
を
つ
な
ぐ
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

今
居
教
諭
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
り
、
早
速
始
ま
っ
た
の
が

Ѫ
ඤ
ݝ
಺
ࢠ
ொ

シリコンバレーと小田高校の遠隔授業

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

ࣨ
Ԭ
　
߁
ฏ

Ѫ
ඤ
ݝ
಺
ࢠ
ொ
૯
຿
՝�

੓
ࡦ
ௐ
੔
൝
ఆ
ॅ
ଅ
ਐ
�܎

ओ
ࣄ

ߴ
ߍ
ͱ
஍
Ҭ
を
ͭ
ͳ
͙

 

ί
ồ
σ
ỹ
ω
ồ
λ
ồ
৬
員

―
教
育
魅
力
化
で
ま
ち
を
つ
く
る
人
づ
く
り
―

ここがス
ゴイ！

内子高等学校小田分校では地域や企業、関係機関と
連携して教育の魅力化に取り組まれており、町も学校
存続に向けて継続的に各種支援を行っています。室岡
康平君はコーディネーター職員として、自主的に島根
大学の地域・教育コーディネーター育成プログラムを
受講するなど、先頭に立って「小田分校の教育魅力化」
に取り組んでいます。今後も室岡君の経験や知識、積
極的な姿勢、人柄の良さを生かして、地域のリーダー
を目指して活躍してくれることを期待しています。

஍ҬϦʔμʔͱͯ͠׆༂Λ
内子町総務課政策調整班 班長　上山淳一
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「
小
田
高
版
起
業
家
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。
小
田
地

域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
「
問
題
発
見
、課
題
解
決
学
習
」

を
通
し
て
、
起
業
家
が
持
つ
資
質
や
能
力
を
身
に
付
け
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
行
政
側
の
窓
口
と
し
て
魅
力
化
推
進
室
と
協
働

し
、
授
業
の
企
画
や
外
部
講
師
（
地
域
住
民
や
役
場
職
員

な
ど
）
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
時
に
は
自
分
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
、
日
本
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
方
々
と
生
徒
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ
こ
と

で
、
様
々
な
視
点
か
ら
小
田
地
域
を
捉
え
直
す
機
会
も
つ

く
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
び
を
生
徒
の
ア
ク

シ
ョ
ン
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
学
校
独
自
の
教
科
「
探

究
」
が
設
置
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。教

育
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
　

地
域
に
開
か
れ
た
学
び
の
場
を
つ
く
る
中
で
、
多
様
な

主
体
を
つ
な
ぎ
、
協
働
を
起
こ
し
て
い
く
た
め
に
は
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し
、

◆◆◆

令
和
２
年
度
か
ら
「
教
育
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
配
置
し
ま
し
た
。
高
校
魅
力
化
に
関
わ
る
主
体
同
士
の

パ
イ
プ
役
と
な
り
、
協
働
し
な
が
ら
魅
力
あ
る
教
育
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
役
割
を
担
い
ま
す
。
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
に
よ
っ
て
、
主
体
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
な
り
、
今
ま
で
ア
イ
デ
ア
ベ
ー

ス
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
も
の
を
具
体
的
な
形
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
に
開
か
れ
た
寮
に
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
高
校
に
入
る
こ
と
で
、
高
校

と
行
政
の
距
離
も
近
く
な
り
、
次
に
取
り
組
む
課
題
も

見
え
て
き
ま
し
た
。
小
田
分
校
に
は
町
営
の
寮
が
あ
り
、

遠
隔
地
か
ら
入
学
し
て
き
た
生
徒
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
寮
の
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

そ
こ
で
、
県
外
か
ら
の
入
学
生
に
対
し
て
は
、
身
元
引

受
人
を
付
け
て
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、「
寮
生
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
へ
と

広
げ
て
い
く
計
画
で
す
。
寮
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
地

域
の
方
を
募
集
し
、
買
い
物
を
支
援
し
た
り
地
域
と
の

交
流
の
機
会
を
つ
く
っ
た
り
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
寮

生
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
高
校
、
地
域
、
行
政
が
共
創
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
取
り
組
み
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

つ
な
ぐ
こ
と
で
起
き
始
め
た
変
化

魅
力
化
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
生
徒
に
も
変
化
が
起

き
て
い
ま
す
。
生
徒
は
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
学

◆◆◆◆◆◆

び
の
場
を
通
じ
て
、
地
域
で
働
く
多
様
な
人
た
ち
と
の
対

話
の
機
会
が
増
え
、
地
域
社
会
を
知
る
と
同
時
に
自
分
の

興
味
・
関
心
と
社
会
と
の
接
点
に
気
づ
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
自
分
の
興
味
・
関
心
を
生
か
し
て
地
域
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
に
な
り
た
い
、
そ
の
た
め
に
大
学
で

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う
人
も
増
え
て
き

ま
し
た
。

魅
力
化
を
始
め
た
当
初
は
、
高
校
の
取
り
組
み
に
地
域

や
行
政
が
支
援
す
る
と
い
う
構
図
で
し
た
が
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
配
置
や
寮
生
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
づ
く
り
を
機

に
、
今
で
は
高
校
、
地
域
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
を
越

え
て
共
創
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

人
づ
く
り
を
ま
ち
づ
く
り
へ

関
係
者
が
協
働
し
て
始
め
た
小
田
分
校
の
魅
力
化
が
、

内
子
町
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
取
り
組
み

に
な
り
つ
つ
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、魅
力
化
に
関
わ
る
方
々

で
「
町
の
未
来
の
姿
」
や
「
高
校
・
地
域
で
育
て
た
い
生

徒
像
の
ビ
ジ
ョ
ン
化
」
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
田
地
域
や
小
田
分
校
が
未
来
に
向

け
て
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
動
き
を
小
田
地
域
か
ら
町
全
体
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
で
、「
内
子
町
で
学
び
た
い
・
学
ば
せ
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
町
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
そ
の
先
に
あ
る
の
は
、
こ
こ
で
学
び
育
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
地
域
に
帰
っ
て
来
て
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
、
と

い
う
循
環
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
時
間
が

か
か
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
ま
ち
の
未
来
を
つ
く
る
取
り

組
み
と
信
じ
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
職
員
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◆◆◆

森林資源について
地域の大人から学ぶ生徒たち

高校、行政、地域の枠を越えてチームに
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島
コ
ン
の
誕
生

沖
縄
県
久
米
島
町
の
人
口
は
、
２
０
１
５
年
の
国
勢
調

査
で
７
７
５
５
人
で
す
が
、
１
年
間
に
約
１
０
０
人
の
ペ

ー
ス
で
減
少
し
て
お
り
、
２
０
４
０
年
に
は
５
８
３
２
人

に
ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
の

主
な
要
因
は
、
転
出
数
が
転
入
数
を
超
過
し
て
い
る
と
い

う
社
会
減
で
す
。
社
会
増
を
実
現
す
る
た
め
、
移
住
定
住

の
促
進
に
取
り
組
む
目
的
で
２
０
１
６
年
に
発
足
し
た
の

が
「
島
ぐ
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
で
す
。

島
ぐ
ら
し
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
通
称
「
島
コ
ン
」
の
主

な
活
動
は
、
移
住
に
必
要
な
情
報
の
収
集
・
発
信
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
移
住
相
談
の
窓
口
が
な
く
、
久
米
島
へ
の
移

住
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
様
々
な
担
当
部
署
へ
問
い
合

わ
せ
を
し
て
一
か
ら
情
報
を
集
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
困
難
さ
か
ら
移
住
を
諦
め
て
し
ま
う
方
が

多
く
い
る
の
で
は
と
考
え
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
移
住
相
談

窓
口
を
開
設
す
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
移
住
を
検
討
す
る
上
で
必
要
な
情
報
が
乏
し
い

◆◆◆

た
め
、「
南
の
島
＝
楽
園
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
や
憧
れ
だ

け
で
移
住
し
て
「
思
っ
て
い
た
暮
ら
し
と
違
う
」
と
い
っ

て
帰
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
人
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
当
人

に
も
島
に
暮
ら
す
人
に
と
っ
て
も
よ
い
こ
と
で
は
な
い
た

め
、
今
で
は
島
コ
ン
が
移
住
前
に
現
実
を
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
ま
す
。「
何
度
か
旅
行
に
来
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」

と
い
う
方
も
い
ま
す
が
、
や
は
り
旅
行
で
来
る
の
と
暮
ら

す
の
と
で
は
全
然
違
い
ま
す
。

こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
が
、「
外
か
ら
の
目
線
」

で
す
。
島
出
身
者
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
島

外
の
人
に
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
て
首

都
圏
か
ら
き
た
３
人
の
島
コ
ン
が
、
実
体
験
に
基
づ
い
た

移
住
相
談
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
島
コ
ン

の
メ
ン
バ
ー
は
皆
島
に
よ
く
馴
染
ん
で
「
移
住
者
で
も
、

島
に
溶
け
込
も
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
ら

れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
体
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
ご
と
と
住
ま
い

◆◆◆

移
住
を
検
討
す
る
上
で
最
も
重
要
な「
し
ご
と
」と「
住

ま
い
」
の
情
報
も
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
久
米
島 

島
ぐ

ら
し
ガ
イ
ド
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。「
し
ご
と
」
に
つ

い
て
は
、
島
内
の
求
人
情
報
を
掲
載
す
る
だ
け
で
な
く
、

「
し
ご
と
を
つ
く
る
」と
し
て
、島
内
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス（
個

人
事
業
主
）
に
案
件
を
発
注
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

「
島
内
の
し
ご
と
は
外
へ
発
注
せ
ず
、
島
内
メ
ン
バ
ー

で
受
注
し
て
、
地
域
経
済
を
回
し
、
人
材
を
育
成
し
よ
う
」

と
い
う
こ
の
仕
組
み
は
、初
代
島
コ
ン
の
卒
業
生
が
発
案
・

構
築
し
た
も
の
で
す
。

「
住
ま
い
」
に
つ
い
て
は
常
に
不
足
し
て
お
り
、
移
住

を
推
進
す
る
上
で
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
核
家
族

ԭ
ೄ
ݝ
ٱ
ถ
ౡ
ொ

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

ౡ
ା
　
ཅ
ࢠ

ԭ
ೄ
ݝ
ٱ
ถ
ౡ
ொ
෱
ࢱ
՝�

݈
߁
ͮ
͘
Γ
൝�

ओ
೚

―
皆
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
―

ủ
ເ
ͭ
Ή
͙
ౡ
Ứ
΁
ͷ
ν
Ỿ
Ϩ
ϯ
δ

ここがス
ゴイ！

島袋陽子さんは 2016 年度から 4年間、企画財政課で移住・
定住推進に取り組んできました。当時は沖縄県内でも移住推
進に取り組んでいる自治体は少なく、本町でも初めてとなる
事業の立ち上げに奮闘していました。島袋さん自身が茨城県
からの移住者であることを活かし、島ぐらしコンシェルジュ
と共に島内外の人材と連携しながら活動できたことは、本人
にとっても貴重な経験であったと思います。若手職員の皆さ
んには、いろいろな方と柔軟につながれる力を活かしてまち
づくりに取り組んでいってほしいですね。

本町初の事業立ち上げに奮闘
久米島町企画財政課長　中村幸雄
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化
に
よ
り
、
人
口
は
減
っ
て
い
る
の
で
す
が
世
帯
数
は
増

加
し
て
い
る
た
め
で
す
。
特
に
３
月
は
ア
パ
ー
ト
の
一
室

に
５
、
６
人
の
順
番
待
ち
が
あ
る
状
態
も
珍
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
、島
内
に
は
空
き
家
が
約
１
５
０
戸
あ
り
、

活
用
可
能
な
空
き
家
の
流
通
に
早
急
に
取
り
組
む
必
要
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
空
き
家
を
貸
し
た
い
と
い
う
方
が
い
て
も
そ

の
取
り
扱
い
方
、
後
々
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
の
契

約
の
方
法
な
ど
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
全

く
進
ま
ず
、
立
ち
上
げ
た
空
き
家
バ
ン
ク
に
は
登
録
０
件

の
状
態
が
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
状
態
を
解
決

し
た
の
も
、
２
０
１
９
年
度
に
着
任
し
た
新
し
い
島
コ
ン

メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

「
空
き
家
の
流
通
を
担
え
る
方
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

不
動
産
業
に
長
年
勤
務
し
て
い
た
方
か
ら
の
応
募
が
あ
っ

た
の
で
す
。
確
か
な
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
方
が
相
談

に
乗
る
こ
と
で
家
主
も
安
心
す
る
た
め
、
順
調
に
空
き
家

バ
ン
ク
へ
の
登
録
・
成
約
が
進
ん
で
い
ま
す
。「
広
範
囲

に
発
信
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
像
は
明
確
に
す
る
」
こ
と
で
、

望
む
人
材
を
誘
致
で
き
た
好
事
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

久
米
島
ド
リ
ー
部
チ
ャ
レ
ン
ジ

人
口
減
少
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
の
は
行
政
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
６
年
、
自
分
た
ち
の
島
の
た
め

に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
と
い
う
町
民
と
一

緒
に
「
久
米
島
ド
リ
ー
部
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
移
住
定
住
促
進
計
画
を
立
て
る
中
で
「
大
切

な
の
は
計
画
で
は
な
く
、主
体
と
な
っ
て
動
く
人
で
あ
る
」

と
考
え
た
計
画
策
定
委
員
ら
が
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と
動
き
出
し
た
の
で
す
。

島
の
出
会
い
創
出
の
場
を
作
っ
た
り
、
リ
ア
ル
な
く
ら

◆◆◆

し
情
報
を
ブ
ロ
グ
で
発
信
し
た
り
、
移
住
者
が
地
域
に
な

じ
め
る
よ
う
に
見
守
っ
た
り
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
複

数
の
チ
ー
ム
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ド
リ
ー
部
チ
ャ
レ
ン

ジ
と
い
う
名
前
に
は
、「
皆
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
島
、

そ
の
夢
（
ド
リ
ー
ム
）
を
実
現
す
る
た
め
、
部
活
の
よ
う

に
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
」と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
チ
ー
ム
は
、島
づ
く
り
の
た
め
に
「
町
民
」「
議
会
」

「
行
政
」
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
、
垣
根
を
越

え
て
理
解
し
合
う
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
島
に
暮
ら

す
皆
が
連
携
・
団
結
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
大
き
な
力
と

な
り
ま
す
。
知
る
こ
と
が
そ
の
一
歩
で
あ
る
た
め
、
活
動

報
告
会
を
住
民
主
体
で
企
画
・
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
島
づ
く
り
へ
の
想
い
や
取
り
組
み
を
語
る
場
に
居
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
の
そ
の
先
へ

こ
の
他
に
も
官
民
に
よ
る
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
相
変
わ
ら
ず
社
会
減
は
続
い
て
お
り
、
人
口

減
少
に
は
歯
止
め
は
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
情
報
発
信
に

よ
る
移
住
促
進
に
は
限
界
を
感
じ
て
い
る
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
す
。

こ
れ
は
私
の
考
え
で
す
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
皆
が
幸
せ
に
暮
ら
す
島
で
あ

る
こ
と
が
さ
ら
に
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

こ
数
年
を
見
返
し
て
も
、
今
ま
で
な
か
っ
た
放
課
後
学
童

ク
ラ
ブ
が
で
き
た
り
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
若
者
に
よ
る
起
業

が
あ
っ
た
り
と
、
良
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
い
ま
す
。
誰

も
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
島
づ
く
り
に
柔
軟

な
視
点
で
取
り
組
ん
で
い
く
、
そ
れ
が
私
た
ち
行
政
職
員

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

◆◆◆

「しごとをつくる」フリーランス向けに勉強会（写真講座）

ポータルサイト「島ぐらしガイド」のホームページ

首都圏からきた３人の「島ぐらしコンシェルジュ」
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個
性
発
揮
し
成
果
を
挙
げ
る 

公
務
員
を
知
っ
た

ま
ず
、
私
の
い
ま
ま
で
の
活
動
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
い

ま
す
。
２
０
０
７
年
に
株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
へ
新
卒

入
社
し
、
約
10
年
勤
め
ま
し
た
。
最
後
の
４
年
半
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
子
会
社
の
立
ち
上
げ
で
、
実
質
的
な
社
長
と

し
て
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
駐
在
。
こ
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
駐
在
が
私

を
公
務
員
と
い
う
深
淵
か
つ
艶
美
な
世
界
に
手
招
き
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
駐
在
期
間
中
、
日
本
で
は
起
こ
り
え
な
い

出
来
事
を
い
く
つ
も
経
験
し
ま
し
た
。
荒
れ
た
道
路
、
異

常
な
渋
滞
、
頻
繁
な
停
電
、
東
京
・
丸
の
内
の
よ
う
な
エ

リ
ア
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
ま
し
た
が
、
そ
の
都
心
部
で
す

ら
洪
水
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ビ
ザ
を
申
請
す
る
の
に
も
、

袖
の
下
を
ゴ
ニ
ョ
ゴ
ニ
ョ
と
求
め
ら
れ
る
と
い
っ
た
こ
と

も
聞
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
経
験
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
や
が
て
日
本
の

公
務
員
は
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
頑
張
っ
て
仕
事
を
し

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
時
を
同
じ
く
し
て
、
元
石
川
県
羽
咋
市
職
員
の
高

野
誠
鮮
さ
ん
や
、
佐
賀
県
庁
職
員
の
円
城
寺
雄
介
さ
ん
が

出
版
し
た
書
籍
を
読
み
、
豊
か
な
個
性
を
発
揮
し
て
成
果

を
上
げ
る
公
務
員
が
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

公
務
員
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を 

世
の
中
に
伝
え
る

２
人
の
書
籍
を
読
ん
だ
後
、
地
味
派
手
問
わ
ず
活
躍
し

て
い
る
公
務
員
は
全
国
に
い
る
と
考
え
、
２
０
１
６
年
７

月
に
一
つ
目
の
事
業
で
あ
る
地
方
自
治
体
を
応
援
す
る
メ

デ
ィ
ア
「
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ
ｅ
ｓ 

ｏ
ｆ 

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｇ
ｏ
ｖ
ｅ

公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
な
い
原
因

い
ま
、
こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
公
務
員
の
皆
さ
ん
、

ご
自
身
の
力
が
最
大
限
発
揮
で
き
な
い
の
は
組
織
の
せ
い

だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？　

そ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ

ん
、
そ
の
責
任
は
あ
な
た
に
あ
り
ま
す
…
。

な
ー
ん
て
書
か
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
や
自
己
啓
発
本
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
99
％
が
組
織
の
責
任
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
歴
史
的
背
景
が
あ
る
こ
と

な
の
で
、
そ
の
責
任
追
及
や
犯
人
捜
し
を
す
る
意
味
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
に
、
こ
の
時
代
に
役
所
に
求
め

ら
れ
て
い
る
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

い
ま
、「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
例
踏
襲
で
毎
年
同
じ

こ
と
を
や
る
だ
け
で
は
、
今
後
行
政
経
営
が
成
り
立
た
な

い
か
ら
で
す
。

「
い
や
い
や
改
革
な
ど
必
要
な
い
。
公
務
員
は
い
ま
目

の
前
で
行
っ
て
い
る
役
割
を
果
た
せ
ば
よ
い
」
と
い
っ
た

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
が
、
自
治
体
の
財
源
は
有
限

で
す
。
直
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
出
る

で
し
ょ
う
し
、
今
後
、
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
り
ま
す
。

目
の
前
の
業
務
を
そ
の
ま
ま
進
め
る
だ
け
で
は
、５
年
後
、

10
年
後
に
事
業
の
量
と
質
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
。「
も
っ
と
お
金
を
使
っ
て
、
も
っ

と
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う
」
と
い
う
時
代
は
終
わ

り
ま
し
た
。「
お
金
が
絞
ら
れ
て
も
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維

持
す
る
、
あ
わ
よ
く
ば
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
」
と
い

う
高
難
度
の
成
果
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

あ
い
に
く
、
本
稿
は
過
去
の
権
威
あ
る
多
く
の
筆
者
と

は
異
な
り
、
論
文
と
言
え
る
ほ
ど
の
精
緻
さ
は
持
ち
合
わ

せ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、「
公
務
員
オ
タ
ク
」

と
呼
ば
れ
、
日
本
一
公
務
員
に
ま
み
れ
て
い
る
民
間
人
と

し
て
、
あ
る
い
は
週
一
テ
レ
ワ
ー
ク
で
奈
良
県
生
駒
市
の

会
計
年
度
任
用
職
員
（
人
事
改
革
担
当
）
と
し
て
働
く
視

点
か
ら
、「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

を
役
所
内
外
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
分
け
て
論
じ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
志
す
若
手
公
務
員

公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

加
藤
　
年
紀

株
式
会
社
ホ
ル
グ
代
表
取
締
役
社
長

―
役
所
内
外
か
ら
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
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ｒ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）」
を
個
人
の
活
動
と
し
て
立
ち
上
げ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
活
躍
す
る

地
方
公
務
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、
成
果
や
考
え
、

行
動
な
ど
を
幅
広
く
聞
い
て
い
ま
す
。

事
業
の
目
的
は
読
者
層
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
地
方

公
務
員
に
は
記
事
の
情
報
が
目
の
前
の
仕
事
に
活
か
せ
る

よ
う
に
。
ま
た
、
市
民
に
は
高
い
成
果
を
挙
げ
る
公
務
員

の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
安
易
な
公
務
員
バ
ッ

シ
ン
グ
を
減
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
11
月
に
株
式
会
社
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
を
退
職

し
、
株
式
会
社
ホ
ル
グ
を
設
立
。
前
述
し
た
「
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ

ｅ
ｓ
ｏ
ｆ
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
Ｇ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
」
を

同
社
で
運
営
し
て
い
く
過
程
で
、
活
躍
す
る
地
方
公
務
員

や
首
長
の
膨
大
な
知
見
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
同
時
に
「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
」
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
と

い
う
の
も
、
取
材
し
た
公
務
員
の
多
く
が
、
記
事
の
内
容

に
対
す
る
同
僚
や
上
司
の
目
を
懸
念
し
て
い
た
の
で
す
。

市
民
で
は
な
く
同
僚
の
目
を
気
に
し
て
お
蔵
入
り
に
な
っ

た
部
分
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
懸
念
と
い
う
よ
り
恐
れ
と

呼
ぶ
べ
き
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
地
味
派
手
問
わ
ず
活
躍
す
る
職
員
に
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
光
が
当
た
る
よ
う
に
、「
地
方
公
務
員
が
本
当
に

す
ご
い
！
と
思
う
地
方
公
務
員
ア
ワ
ー
ド
」
を
２
０
１
７

年
か
ら
毎
年
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
で
４

年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
累
計
50
人
の
受
賞
者
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。
地
方
公
務
員
が
他
薦
を
し
て
応
募
し
、
そ
れ

を
地
方
公
務
員
が
審
査
す
る
ス
キ
ー
ム
に
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
普
段
は
目
立
た
な
く
て
も
す
ご
い
地
方
公
務
員
が

表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
同
ア
ワ
ー
ド
の
受
賞
者
に
は
多

く
の
取
材
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
の
メ
デ
ィ
ア
掲
載
は
₇0

件
。
全
国
紙
を
は
じ
め
、
地
方
紙
や
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
な

ど
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
し
ま
し
た
が
、
最
も
取
材
数

が
多
い
の
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
し
た
。
受
賞
者
が
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
活
動
が
広
が
っ
た
り
、
身
近
な
人
か
ら
祝

っ
て
も
ら
え
た
り
す
る
こ
と
が
彼
ら
の
力
に
も
な
り
ま

す
。
推
薦
し
て
く
れ
た
同
僚
や
ご
家
族
、
あ
る
い
は
市
民

か
ら
も
祝
福
さ
れ
る
こ
と
が
「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き

る
環
境
づ
く
り
」
に
貢
献
で
き
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

２
０
１
８
年
以
降
は
、
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
公

務
員
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
も
増
え
ま

し
た
。「
地
方
公
務
員
が
本
当
に
す
ご
い
！
と
思
う
地
方

公
務
員
ア
ワ
ー
ド
」
の
理
念
に
共
感
し
て
下
さ
っ
た
「
ｆ

ｏ
ｒ
ｂ
ｅ
ｓ
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
．
ｃ
ｏ
ｍ
」
で
「
公
務
員
イ
ノ

ベ
ー
タ
列
伝
」
と
い
う
連
載
を
担
い
、
活
躍
す
る
公
務
員

の
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
オ
ン

ラ
イ
ン
」
で
地
方
自
治
体
の
好
事
例
や
、
人
事
・
組
織
な

ど
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
も
書
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
二

つ
の
媒
体
に
寄
稿
す
る
と
、
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
や
ｍ
ｓ
ｎ

ニ
ュ
ー
ス
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
様
々

な
読
者
を
抱
え
る
メ
デ
ィ
ア
に
転
載
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

普
段
、
行
政
に
興
味
を
持
た
な
い
方
や
バ
リ
バ
リ
の
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
公
務
員
の
情
報
を
届
け
ら
れ
る
こ
と

は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
公
務
員
像
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
２
０
１
９
年
８
月
に
、
公
務
員
向
け
の
書
籍
を

数
多
く
出
版
す
る
学
陽
書
房
か
ら
、
活
躍
す
る
10
人
の
公

務
員
の
考
え
や
行
動
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
る
書
籍
「
な
ぜ
、

彼
ら
は
『
お
役
所
仕
事
』
を
変
え
ら
れ
た
の
か
？
」
を
出

版
し
ま
し
た
。
書
籍
の
場
合
、
管
理
職
世
代
に
も
届
き
や

す
く
な
る
の
で
、
管
理
職
の
視
点
か
ら
「
公
務
員
が
力
を

発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
を
意
識
し
て
も
ら
え
る
こ
と

も
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

知
識
と
元
気
を
得
ら
れ
る
場
所
が
必
要

や
が
て
情
報
発
信
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
身
近
で
公
務

員
を
支
援
し
た
い
と
い
う
想
い
が
強
く
な
り
、
２
０
１
９

年
４
月
に
地
方
公
務
員
限
定
の
有
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
地

方
公
務
員
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

公
務
員
が
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
気
軽
に
「
知
識
」

HOLGjp ロゴ

地方公務員アワードロゴ
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と
「
元
気
」
が
得
ら
れ
る
場
所
が
必
要
だ
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

当
初
は
ど
れ
だ
け
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
る
の
か
ひ
ど

く
お
び
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
、
地
方
公
務
員
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
に
は
約
４
０
０
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
を
創
っ
た
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
８
年
９
月
に
長

崎
県
平
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
「
九
州
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
と
い
う
地
方
公
務
員
向
け
の
勉
強
会
に
呼
ば
れ

た
こ
と
。
50
人
以
上
の
公
務
員
が
平
戸
に
集
ま
り
、
北
海

道
名
寄
市
か
ら
も
職
員
が
４
人
参
加
。
往
復
の
移
動
に
20

時
間
、
１
人
10
万
円
弱
の
費
用
を
か
け
て
参
加
し
た
彼
ら

に
情
熱
を
感
じ
る
の
と
同
時
に
、
全
国
に
は
勉
強
会
に
参

加
し
た
い
け
ど
で
き
な
い
方
が
多
く
い
る
の
だ
と
も
感
じ

ま
し
た
。

地
方
公
務
員
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
で
は
、
活
躍
す
る
首

長
や
公
務
員
を
お
呼
び
し
て
、
毎
月
10
回
近
い
イ
ベ
ン
ト

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
特
に
人
気
が
あ
る

の
は
、「
自
治
体
実
務
を
知
る
」
と
い
う
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ

ー
で
、
過
去
に
広
報
、
徴
収
、
用
地
取
得
、
上
下
水
道
、

官
民
連
携
な
ど
を
実
務
レ
ベ
ル
で
２
時
間
み
っ
ち
り
学
ん

で
い
ま
す
。

ま
た
、
現
役
の
人
事
担
当
者
と
人
事
経
験
者
だ
け
が
参

加
で
き
る
「
超
・
人
事
研
究
会
」
も
毎
月
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、「
教
え
て
！
み
ん
な
の
仕
事
！
」
と
い
う
新
規

歓
迎
会
や
、「
気
楽
に
自
由
に
好
き
な
こ
と
を
発
表
す
る

会
」
と
い
う
緩
く
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
、
初
め
て
リ
ア
ル
で
会
う
会
員
同
士
に
は
１
人

１
５
０
０
円
ま
で
ラ
ン
チ
代
を
補
助
し
た
り
、
公
務
員
向

け
勉
強
会
を
開
催
す
る
際
に
は
協
賛
金
と
し
て
２
万
円
を

受
け
取
れ
た
り
す
る
ス
キ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｍ
社

が
提
供
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
が
割
引
に
な

っ
た
り
、
定
期
的
に
公
務
員
向
け
の
書
籍
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
り
、
公
務
員
が
交
流
を
広
げ
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
を

様
々
な
か
た
ち
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
一
度
、「
地
方
公
務
員
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
」
と
検

索
し
て
み
て
下
さ
い
。

こ
こ
ま
で
が
役
所
の
外
か
ら
「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で

き
る
環
境
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
活
動
で
す
。

役
所
が
抱
え
る
三
つ
の
課
題

株
式
会
社
ホ
ル
グ
の
活
動
を
進
め
て
い
く
中
、
職
員
の

立
場
か
ら
地
方
自
治
体
の
実
態
を
知
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
日
に
日
に
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０

２
０
年
４
月
か
ら
、
公
務
員
マ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
た
私
は
念

願
の
地
方
公
務
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
生
駒
市
の
「
プ
ロ
人
材
公
募
」
と
い
う
、

２
０
１
９
年
10
月
に
行
わ
れ
た
採
用
活
動
で
す
。「
人
事

改
革
」「
収
益
確
保
」「
首
都
圏
Ｐ
Ｒ
」「
観
光
企
画
」「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
推
進
」「
教
育
改
革
」「
地
域
活
力
」
と
い
う
７
職
種

の
公
募
が
あ
り
、
私
は
「
人
事
改
革
」
担
当
と
し
て
入
庁

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
人
事
の
課
題
は
ど
の
組
織
で

も
あ
り
ま
す
が
、
ト
ッ
プ
が
本
気
で
や
ら
な
け
れ
ば
全
く

進
み
ま
せ
ん
。
生
駒
市
の
小
紫
雅
史
市
長
は
人
事
に
対
す

る
思
い
入
れ
が
強
く
、
生
駒
市
な
ら
力
に
な
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

庁
内
で
携
わ
っ
た
業
務
は
「
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

バ
リ
ュ
ー
」
の
素
案
作
り
や
、
人
事
評
価
の
素
案
作
り
。

そ
の
後
、
採
用
す
べ
き
人
物
像
の
提
案
や
、
人
事
評
価
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
新
規
事
業
案
を
ま
と
め
た
り
、

市
長
と
の
会
議
資
料
を
作
成
し
た
り
細
か
な
業
務
も
経
験

し
ま
し
た
。

生
駒
市
で
働
い
て
得
ら
れ
た
知
見
や
、
前
述
し
た
地
方

公
務
員
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
の
「
超
・
人
事
研
究
会
」
な

ど
で
得
ら
れ
た
情
報
か
ら
鑑
み
る
と
、「
公
務
員
が
力
を

発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
を
進
め
る
余
地
は
全
国
で
多

分
に
残
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

特
に
懸
念
す
べ
き
三
つ
の
課
題
が
「
情
報
共
有
の
不
足
」

「
決
裁
フ
ロ
ー
の
多
層
化
」「
心
理
的
安
全
性
の
欠
如
」で
す
。

ま
ず
「
情
報
共
有
の
不
足
」
に
つ
い
て
。
最
も
共
有
が

不
足
し
て
い
る
情
報
は
、
組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
バ
リ
ュ
ー
と
い
っ
た
大
方
針
で
す
。
こ
れ
が
な
け
れ

ば
、
組
織
の
目
指
す
方
向
と
現
在
地
が
わ
か
ら
ず
、
各
職

員
が
目
の
前
の
仕
事
を
作
業
と
し
て
こ
な
す
こ
と
に
な
り

なぜ、彼らは「お役所仕事」を変えられたのか？ 表紙

地方公務員オンラインサロンロゴ
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青森県六ヶ所村・中村咲輝（p８-９）
東北大学との連携事業で村内の中学生が同大訪問し「キャンパス
ツアー」

2
北海道岩見沢市・東出幸太（p６-７）

人とのつながりを広げる「エコラブごみ拾い」の参加者
1

東京都港区・榮　友美（p14-15）
地域交流拠点「芝の家」で来場者がおやつづくり
5神奈川県横浜市・瀬戸　勇（p16-17）

「横浜消防出初式2020」での防災大道芸
6

1

2

3

4

5

6

8
秋田県羽後町・佐藤正和（p10-11）

みらいの学校が主催する、小学生の職業体験イベント
「しごとーいうご」の集合写真

3

千葉県・仁平貴子（p12-13）
公共に親しみを！ユニークな啓発で関心を集める
（「ニコニコ超会議」でのダンスパフォーマンス）

4

も
、
ま
ず
縦
の
ラ
イ
ン
を
ス
リ
ム
化
す
る
こ
と
有
効
な
手

段
と
な
り
ま
す
。

三
つ
目
の
「
心
理
的
安
全
性
の
欠
如
」
も
由
々
し
き
問

題
で
す
。
自
治
体
職
員
は
率
直
に
対
話
す
る
こ
と
が
な
か

な
か
で
き
な
い
環
境
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
理
由

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
前
述
し
た
組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ

ッ
シ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
が
共
有
で
き
て
い
な
い
た
め
に
、

対
話
を
す
る
う
え
で
の
土
俵
や
ル
ー
ル
が
曖
昧
で
、
上
職

者
の
意
見
が
優
位
に
な
る
と
い
う
背
景
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

課
長
が
先
に
意
見
を
出
す
と
部
下
が
異
論
を
唱
え
ら
れ

な
く
な
る
た
め
、
会
議
前
に
各
自
が
意
見
を
付
箋
に
ま
と

め
て
く
る
自
治
体
も
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
ま
で
し
な
い

と
意
見
が
出
な
い
と
い
う
の
は
、
組
織
と
し
て
明
ら
か
に

不
健
全
で
す
。
グ
ー
グ
ル
は
チ
ー
ム
が
成
果
を
挙
げ
る
た

め
に
最
も
重
要
な
要
素
に
こ
の
「
心
理
的
安
全
性
」
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
心
理
的
安
全
性
は
メ
ン
タ
ル
不

調
な
ど
に
よ
る
休
職
者
数
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
有
用
で

す
。「

公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
の
た
め

に
は
、上
記
の
三
つ
に
ま
ず
着
手
し
、加
え
て
「
採
用
」「
配

置
」「
評
価
」「
給
与
」「
代
謝
（
退
社
）」
な
ど
の
人
事
機

能
の
あ
り
方
が
戦
略
的
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
全
て

の
物
事
に
は
長
所
短
所
が
あ
る
よ
う
に
、
完
璧
な
人
事
制

度
や
運
用
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
移
行

コ
ス
ト
や
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
ま
で
踏
ま
え
て
、
い
ま

の
組
織
に
最
適
な
人
事
機
能
を
常
に
模
索
し
続
け
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。
個
別
の
人
事
機
能
に
つ
い
て
語
る
こ
と

は
割
愛
し
ま
す
が
、ビ
ジ
ョ
ン
な
き
「
採
用
」、乱
暴
な
「
配

置
」、
や
ら
さ
れ
感
の
あ
る
「
評
価
」、
頑
張
っ
た
人
が
報

わ
れ
な
い
「
報
酬
」
な
ど
は
、
公
務
員
の
力
を
削
い
で
い

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
仕
事
の
意
義
を
感
じ
な
け
れ
ば
自
己
効
力
感
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
当
然
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
ら
ず
、

潜
在
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
こ
の

状
況
を
脱
す
る
た
め
に
は
、
ト
ッ
プ
や
管
理
職
が
何
度
も

組
織
の
使
命
を
発
信
し
、
目
の
前
の
仕
事
の
意
義
を
伝
え

る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

二
つ
目
は
「
決
裁
フ
ロ
ー
の
多
層
化
」
で
す
。
昨
今
で

は
、
テ
ィ
ー
ル
組
織
と
呼
ば
れ
る
階
層
の
な
い
組
織
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
地
方
自
治
体
が
そ

の
ま
ま
導
入
す
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
地
方
自
治
体
が
す
べ
き
こ
と
は
前

例
踏
襲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
挑
戦
を
進
め
る
た
め

に
、
何
人
も
の
関
係
者
を
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
た
ら
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
頃
に
は
既
に
時
代
か
ら
遅

れ
た
施
策
と
な
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
態
で
は
多
く
の

職
員
は
決
裁
を
取
る
こ
と
を
諦
め
、
や
が
て
意
見
を
出
す

こ
と
す
ら
控
え
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
職
員
の
本
来

の
能
力
が
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
は
決
裁
者

の
数
を
ス
リ
ム
に

し
、
権
限
を
部
下

に
委
譲
し
て
い

く
。
さ
ら
に
は
各

役
職
に
求
め
ら
れ

る
役
割
を
明
確
に

し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
役
所

が
課
題
と
し
て
掲

げ
る
こ
と
の
多
い

縦
割
り
に
対
し
て

「
公
務
員
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
」
は

つ
く
れ
る

少
し
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
を
掘
り
下
げ
ま
し
た
が
、
実

は
日
本
は
既
に
大
き
な
社
会
課
題
解
決
を
達
成
し
て
い
る

国
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
役
所
も
社
会
課
題

解
決
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
残
さ
れ
た
課

題
は
多
様
化
し
た
課
題
で
す
。
常
に
社
会
が
悪
く
な
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
方
は
名
著
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
フ
ァ
ク
ト
フ
ル
ネ
ス
）」（
日
経
Ｂ
Ｐ
）
に
目
を

通
し
て
み
て
下
さ
い
。
い
か
に
生
き
や
す
い
世
界
、
社
会

に
な
っ
て
い
る
の
か
デ
ー
タ
が
証
明
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
多
様
化
し

た
課
題
を
発
見
し
、
き
め
細
か
な
解
決
策
を
企
画
・
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
公
務
員
が
そ
の
持
ち
場
で
最
大
の

力
を
細
や
か
に
発
揮
で
き
る
環
境
が
必
要
で
す
。

組
織
全
体
の
仕
組
み
、
風
土
、
文
化
を
変
え
て
い
く
こ

と
は
し
か
る
べ
き
役
職
者
の
力
が
不
可
欠
で
す
が
、
目
の

前
の
仕
事
の
意
義
を
後
輩
に
伝
え
る
こ
と
や
、
周
囲
の
心

理
的
安
全
性
を
醸
成
す
る
こ
と
は
、
意
識
す
れ
ば
誰
で
も

今
日
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
決
裁
も
不
要
で
す
か

ら
、で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
「
公
務
員
が
力

を
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
は
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る

営
み
で
す
。
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
地
方
公
務
員
や
地
方
自

治
体
に
は
あ
る
か
ら
で
す
。
今
後
も
役
所
の
内
外
か
ら
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

も
し
、同
じ
世
界
観
を
実
現
し
た
い
と
い
う
方
が
い
れ
ば
、

ぜ
ひ
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。
ご
高
覧
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生駒市プロ人材公募
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